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S K521の 西に位置し,215cm× 140cm,深 さ32cmを 測る。S K521・ S D 514よ り古 く,S K 1269よ

り新しいもので,埋土は礫が混じる黄灰色砂質シルトである。出土遺物には加工木があるが, S B48

とは関連しないものと考える。

456号土坑 (S K456,第 91図 ,図版56)

S B48の 中央に位置し,直径180cm,深 さ6 cm～ 8 cmを測る。 S K456の ほぼ中央には直径約70cmの

石敷があり,周囲よりやや深く掘 り込んだ後,上面に直径 5 cm～ 10cm大の礫を円形に敷き詰めている。

礫上面中央には直径20cmの焼土が確認されたことから,石敦炉と考えられ,焼土がほぼ円形を呈する

ことから,その上部に炉体があったと推測する。埋土は石敷の下層が褐灰色砂質シルト,石敷周囲は

炭化物が混じるにぶい黄褐色シルトである。これは石敷の有無を考慮に入れなければ, S K521・ SK

566と 類似している。

519号土坑 (S K519,第 91図 )

S K456の南に近接し,82cm× 70cm,深さ 6 cmを測り,平面形が隅丸方形を呈する。中央から北端に

かけて炭化物と焼土が確認されており,ほぼ中央に炭化物が堆積し,その周囲に焼土,さ らに炭化物

が ドーナツ状に堆積している。埋土は中央から外に向けて炭化物層,焼土層,炭化物が多 く混じるに

ぶい責橙色シルト,にぶい黄橙色シルトである。焼土は一辺約30cmの隅丸方形を呈しており,焼土上

の炭化物は直径20cm程の円形を呈する。堆積状況がS K566と類似していること,S K456の ような石

敷はもたないが,焼土が確認されていることから炉と考える。

522号土坑 (S K522,第 92図 )

S B48の 南東隅に位置し,長軸203cm× 短軸85cm,深 さ10cmを測る,平面形が楕円形を呈するもので

ある。埋土はにぶい黄掲色シルトで, 5 cm～ 10cm大の礫が混じる。方形ではないが,建物に付属する

竪穴状土坑と考えられる。

523号土坑 (S K523,第 92図 ,図版54)

S K522の 東に近接し,110cm× 62cm,深 さ10cmを測り,平面形は楕円形を呈する。上面には10cm～ 20

cm大の礫が敷き詰められており,ほ lF中央に直径30cmの焼土が確認されたことから,石敷炉と考える。

礫上面の焼上が円形を呈することから,上部には炉体があったと推定される。埋土は上層が浅黄色砂

質シルト,西端にのみ炭化物層を挟み,下層は炭化物が混じる灰責褐色砂質シルトであり,炭化物層

は炉から排出されたものが堆積したのであろう。

543号土坑 (S KИ3,第92図 )

S B48の 東約3mに位置し,長軸71cm×短軸50cm,深さ14cmを測り,掘形は楕円形を呈する。埋土は

上層が灰黄色砂質シルト,約 3 cmの皿状に堆積した炭化物層を挟み,下層が黒色砂質シルトで,噴砂

に切られている。堆積している炭化物はS B48内 部の炉,ま たはS K523か ら排出されたと考えられる

が,炉の確定は困難である。

1288号土坑 (S K 1288,第 92図 )

S B48の lm東に位置し,80cm× 55cmの範囲に10cm大の礫が敷き詰められており,上面に炭化物が

堆積している。焼土は確認されていないが,石敷炉の可能性がある。

525号土坑 (S K525,第 92図 )

S D509が東に分岐する付近に位置し, S D 509よ り古い。確認できた規模は幅82cm,深 さ10cmで ,

埋土はにぶい黄褐色上である。底部には炭化物が堆積しており,付近の炉から排出された可能性があ

るが, S D509が S B48に 付属すると考えると, S K5251ま S B48関 連の炉とは時期が異なるものであ
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ろう。

524号井戸 (S E 524,第 92図 ,図版56)

S B48の 70cm東に位置し,145cm× 140cm,深 さ52cmを 測る石組井戸である。埋土は上層が暗褐色シ

ルト,下層がにぶい黄褐色シルトで,噴砂に切られている。平面では中央を幅約15cmの帯状の噴砂が,東

西方向に横断している。南北方向に断割した後の断面観察では,噴砂により石組が破壊され,礫が井

戸内部に押し出されていることや,下部の石組が断層によりずれていることが確認された。また,井

戸と反対側の壁面では,石組を破壊した噴砂と礫層からの噴砂を確認した。 S B48に付属するものと

考えられ,出土遺物には加工材がある。

569号土坑 (S K569,第 92図 ,図版78)

S B48の 北約1.5m, S D 509。 S D 568間 に位置し,直径76cm、 深さ10cmを測り,掘形はやや不整形

な円形を呈する。埋土は灰白色砂質シルトで,遺物は漆器椀 鬱刃)が出上している。必θは口縁部と

高台を欠損しているが,高台脇から腰部が緩やかにカーブしながら胴部に立ち上がる。器壁は薄く,

高台も細いことから,小振りで器高の低い形態と考えられる。内外面とも黒色漆塗りに赤色漆で文様

を描いているが,漆の塗りが薄く,剥離が激しいため,文様は不明瞭である。

559号土坑 (S K559,第 93図 )

S B48から北東約 7mに位置し,平面形は楕円形を呈し,長軸150cm× 短軸110c14,深さ14cmを測る。埋

土はオリーブ褐色砂質シルトである。約1.5m西にあるS D642は 幅26cm,深 さ4 cmを測り,規模が S

D515と 類似していることや,柱穴と推定する土坑が数基あることから, S K559の周囲には S B48と

同様な構造をもつ建物があった可能性が高く,S K559はその建物に付属する竪穴状土坑であると推測

する。

511号土坑 (S K511,第 93図 )

S B48の 約 7m東 ,S D510。 S D512間 に位置し,3Hcm× 209cm,深さ8 cmを測り,平面形が不整

形を呈する。埋土は掲灰色砂質シルト,黄灰色砂質シルトであり,礫が混じる。 S D510と の新旧関係

は不明であるが, S D548。 S D545。 S D647よ り新しい。

49号建物 (S B49,第94図 ,図版57)

区画14の南側区画溝 S D400の北 2mに位置し,S B50と重複している。規模は桁行9,3m× 梁行2.5

m,平面積23。 25♂を沢1り ,主軸はN-10° 一Wの南北棟である。柱穴規模は直径30cm～60cm,深 さ10

cm～40cmを測 り,平面形は円形を呈するものが主体である。桁行方向の柱穴は西側と東側で柱間も柱

数も不均等である。 S B48と は約70cmしか離れておらず,同時期に存在したとは考えにくい。重複す

る S B50と の新旧関係では,柱穴の切り合いからS B49が古いことが明らかであるから, S B48と S

B49の新旧関係ではS B49が古いと推測する。建物内部には炭化物が堆積した土坑 1基がある以外は,

S B49に付属すると考えられる遺構はない。

517号土坑 (S K517,第 95図 )

S B49の 北端に位置し,長軸125cm×短軸■7cm,深 さ12cmを測り,平面が楕円形を呈する。埋土は

灰黄褐色砂質シルト,黄褐色シルトで,上面には 5 cm～ 15cm大の礫が敷き詰められている。礫の範囲

は中央から東寄りに,長軸100cm× 短軸70cmの楕円形を呈し,意図的に敷かれたと考えられる。炭化物

や焼上が確認されていないことから石敷炉ではないが,建物に付属した竪穴状土坑で,作業場のよう

な性格をもつのではないかと考える。

50号建物 (S B50,第94図 ,図版57)
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区画14の南側区画溝 S D400の 北2.5mに位置し, S B49と 重複している。規模は桁行4.7m×梁行

4.7m,平面積22.09ド を測り,主軸はN-10° 一Wの南北棟である。柱穴規模は長軸50cm～ 130cm,短

軸40cm～80cm,深 さ10cm～ 30cmを 測る。平面形は楕円形を呈し,他の楕円柱穴をもつ建物に比較して

も,大 きな柱穴である。重複する S B49と の新旧関係は, S P432・ S P421が S B49の柱穴より新し

いことから, S B50が新しいことが明らかである。 S B50に付属すると考えられる遺構には,炭化物

や焼上が堆積した土坑 1基,石組をもつ土坑が 1基,竪穴状土坑が 1基ある。柱穴からの出土遺物は

ない。

428号土坑 (S K428,第 95図 ,図版56・ 58)

S B50の 中央に位置し,115cm× 90cm,深 さ30cmを 測り,平面形は不整形を呈する。埋土は 9層 に細

分されており,炭化物層,焼土層が含まれる。 S K428の 構造を層序に基づき上層から順に分解する

と,次のようになると考える。 1.西半部に直径50cmの 円形の炭化物の範囲が検出される。 2.炭化

物層・暗褐色シルトを掘 り下げると, 5 cm～ 20cm大の礫を直径約40cmの円形に組んだ石組が検出され,

東半部は明責褐色砂質シルトを掘り下げると炭化物が出現する。石組の深さは約20cmである。 3。 東

半部の炭化物層を取り去ると,直径20cmの焼土が検出される。焼土が円形を呈することから炉である

可能性が高く,上部に炉外があったと推定する。 4。 さらに掘 り下げると掘形の上部周囲に礫が壁に

沿って積まれており,下層には礫が多く混じるにぶい責褐色砂質シルトが堆積している。以上から, 3

の段階で炉が使用された際に,東半部には排出された炭化物が堆積しており,西半部の石組は作業用

と考えられる。石組炉ではないが,炉 としては最も複雑な構造をもつものである。

429号土坑 (S K429,第 95図 ,図版56・ 61・ 67)

S B50の 中央に位置し,S K428よ り古い。規模は長軸93cm X短軸60cm,深 さ22cmを 測り,掘形は不

整形を呈する。埋土はにぶい黄橙色砂質上で矛礫が多く混じる。出土遣物には中世土師器 鬱フ),瀬

戸美濃 鬱男)がある。252は 中世土師器皿で,口径13cm,器高2.6cmを 測る。体部が直線的に伸び,

口縁端部に僅かな面を取る。口縁部外面に弱いナデが 1段あるが,内面には厚 く煤が付着しているた

め調整は不明である。16世紀中頃～後半と考える。25,は 瀬戸美濃の水滴で,口径4.lcm,器高6。 9cm,

底径4,Ocmを測る。球形に近い胴部に,短 く立ち上がる頸部をもち,底部は回転糸切りである。内面と

外面体部上部には鉄釉がかかり,下部から底部にかけては無釉である。見込みは反時計回りに渦巻き

状にナデ調整される。客窯期の終わりから大窯期にかけての時期
注3でぁる。

451号土坑 (S K451,第 95図 )

S B50内 , S P450と S P497間 に位置し,長軸93cm× 短軸56cm,深さ38cmを 測り,平面形は楕円形

を呈する。埋土は上層から炭化物が混じる灰色砂質シルト,明責褐色砂,炭化物が混じる褐灰色シル

トで,下層には礫が多く含まれている。

455号土坑 (S K455,第 95図 )

S B50内 ,中央やや北東に位置し,157cm× 125cm,深 さ26cmを 測る,不整形な土坑である。埋土は

上層から褐灰色砂質シルト,浅黄色砂質シルト,礫が多く混じる褐灰色砂質シルトで,噴砂に切られ

ている。底面にも礫が多いが,意識的に組まれたり,敷き詰められているものではない。遺物は中国

製白磁と加工材が出土しており, S B50に付属した竪穴状土坑と考える。

564号土坑 (S K564,第 95図 )

S B49の 南 lm, s B50の 南 2mに位置し,試掘 トレンチにより西側を削られている。幅55cm,深

さ24cmを 測り,埋土は炭化物が混じる灰黄褐色シル トである。炭化物がどこから排出されたものかは
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不明で,関連する建物も特定できない。

635号土坑 (S K635,第 95図 ,図版58)

S B50の東約 5mに位置し,255cm× 175cm,深 さ12cmを測る不整形な土坑である。埋土は炭化物が

混じる灰責褐色砂質シルトで,底面には礫が多い。これらの礫は石組や石敷ではないと考える。遺構

の新旧関係については,東の S K636。 内部の S K682よ りも新しい。出土遺物はなく,周囲に建物を

復元できなかったが,建物に付属する竪穴状土坑と類似した構造をもつ。

400号溝 (S D400,第 95図 )

区画14と 区画15間の境界溝で, S B49か ら1.5m, S B50か ら2.5m南 に位置する。西端を試掘 トレ

ンチにより削られているが,東に7m伸びており,北から西へ90度屈曲する S D637と つながり,区画

14の南狽1を囲むと考える。幅32cm,深さ 8 cmを測り,埋土は礫混じり暗褐色シルトである。

637号溝 (S D637,第 95図 )                      .

区画14の東側区画溝で,区画 2と の境界溝でもある。途中何力所か畠のさく状に分岐している。北

はS D510か S D647か らつながっていると考えられるが,試掘 トレンチに】ヒ端を削られているため不

明である。試掘 トレンチから5m南で西へ折れ, S D400と つながると推測するが, S D575に切られ

ている。 S D575は 区画15の東側区画溝であるから,S D637は S D647か らつながっている可能性が高

い。規模は幅40cm,深 さ4 cmを測り,埋土は暗灰黄色砂質シルトである。

区画15(第96図 )

北をS D400。 S D637,東をS D 575に 囲まれている。南は調査区端であるため,区画の規模は南

北方向約18m,東西方向は北端で約17m,南端で約15mを測る。遺構の分布状況は,調査区西端から

約 5m～ 6m東に位置する S A12以東に集中しており,建物 3棟,建物に付属する井戸 3基,土坑の

他,関連が不明である土坑,溝等が確認されている。建物は中央に3棟重複しており,遺構は建物周

囲に密集する。東側区画溝 S D575と の間には約 4m～ 6mの遺構の疎な空間があり,こ れは区画14

と同様な遺構分布状況である。

575号溝 (S D575,第 95。 101図 )

区画15の東側区画溝であり,区画 1と の境界溝でもある。北は S D637の 西端を切るようにはじまり,

やや屈曲して南北に流れる。屈曲地点から約■m南で東に分岐しているが,本来は東西を区画するこ

とを意識したものと推測するも規模は幅38cm,深 さ 5 cmを測り,埋土は暗褐色砂質シルトである。出

土遺物はないが, S D637よ り新しい区画溝であることから, Sイ D510と つながる可能性が高いと考え

る。

12号柵 (S A12,第96図 )

調査区西端から約 5m～ 6m東に位置し,区画14・ 区画15に またがり, S D400を 挟み区画14側に4

m,区画15側 に7m,全長約■mを測る。柵穴の規模は直径約20cm～40cm,深 さ約10cm～ 40cmである。

ただし,S P414以南の柵穴は試掘 トレンチ内で確認したものであるため,深さは推定値である。柵穴

からの出土遺物はないが, S A12以西は遺構が疎で,区画内外の遺構の分布状況を分ける重要な機能

をもっていたと推測する。

416号土坑 (S K416,第 97図 ,図版78)

S A12の柵列から僅かに東にずれ,試掘トレンチ内で確認したものである。長軸35cm× 短軸26cm,

深さ9 cmを測り,平面形は楕円形を呈する。出土遺物には柱 (刀め があるが,柵列からはずれてい

ること,周囲に他の柱穴や土台痕等が確認できなかったことから,柵穴,柱穴とは断定していない。
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第Ⅲ章 開群大滝遺跡

25イは芯持ち材で,面取 りなどの加工が施されていないため,断面形はいびつである。底面のつ くり

は,側面から削 り込んで先端を尖らせている。残存長24cm,径 9 cm× 8 cmを測 り,先端部はかなり欠

損 している。

51号建物 (S B51,第 96。 97図 ,図版57)

区画15の中央に重複している3棟の建物のうち,最 も西に位置する。桁行3.8m× 梁行2.8m,平面

積10.64ぽの規模をもち,主軸はN-5° 一Eの南北棟である。柱穴の規模は長軸40cm～ 100cm,短軸30

cm～ 50cm,深さ15cm～ 40cmを測り,平面形が楕円形を呈するものと円形のものとがある。桁行方向で

は西側の柱列に円形柱穴,東側の柱列には楕円形柱穴がみられる。柱穴からの出土遺物には,S P467

aからの瀬戸美濃がある。S B51は S A12と 重複しているが,その新旧関係は明らかでない。ただ,

S A12が S D400と ともに区画を構成しているという仮定に基づけば, S B51が新しい可能性が高い。

また, S B51に付属していると考えられる遺構には,建物内部に炭化物が堆積した土坑が 1基,建物

外に1基,井戸が 2基ある。

467号柱穴 (S P467 a,第 97図 )

S B51の 北東隅の柱穴で, S P467aと S K467bに 分かれているが, S P467aは S K467b中 央に

後から掘り込まれた柱穴で,長軸50cm×短軸38cln,深 さ40cmを測る。埋土は灰責褐色砂質上で,瀬戸

美濃が出上している。

467号土坑 (S K467b,第 97図 )

S P467aよ り古いもので,長軸100cm× 短軸48cm,深 さ16cmを測り,掘形がやや不整形ではあるが

楕円形を呈する。埋土は上層が褐灰色砂質シルトで,下層は炭化物層で,厚いところでは12cmを測る。

S B51よ り古いと推定する, S B53に付属していると考えられる。

437号土坑 (S K437,第 97図 )

S B51の 内部,試掘 トレンチに西部を削られているが, S K437・ S K438を ふくめた残存部分の長

さ190cm,幅 100cm,深 さ12cmを測る,不整形の竪穴状土坑と考えられる。坦土は黒褐色砂質シルトで,

礫が多い。S K438と の新旧関係は平面では不明瞭で,断面観察の結果からS K438が新しいことが明

らかになったが,時期差はほとんどないと推測する。礫は意図的に組まれた り,敷かれたりしたもの

ではないと考えられ,上面には炭化物や焼土は確認できない。

438号土坑 (S K438,第 97図 )

S K438は S K437の 北,礫がほとんどない部分で,西部を試掘 トレンチに削られているが,長さ90

cm,幅90cm,深 さ6 cmを 測る。埋土は炭化物が多く混じる灰黄褐色砂質シルトで,S K437よ り新し

い。S K437と ともにS B51の土間状, もしくは作業場的な機能をもつと推定する。

460号土坑 (S K460,第 97図 )

S B51の 南50cmに位置し,53cm× 46cm,深 さ6 cmを測り,平面形は不整形を呈する。埋土は黒褐色

砂質シルトで,炭化物が多く混じる。出土遺物はないが, S B51に付属したものと推定する。

471号井戸 (S E471,第 97・ 98図 ,図版67・ 82)

S B51の 東約 lmに位置し,長軸102cm× 短軸82cm,深 さ52cmを測り,掘形は楕円形を呈する。埋土

は上層からにぶい黄褐色砂質シルト,褐灰色砂質土,にぶい黄橙色砂質上で,石組や水溜などは確認

されていない。しかし,中層位のにぶい黄褐色砂質シルトには礫が多量に混じっていることから,本

来は石組であったものを破壊して廃棄したと考えられる。これらの礫に混じって礎石 (刀め,加工石

(必め,炉壁 ψ身～女の が出上しており,周辺で使用されたものが廃棄されたと考えられる。
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2 遺構・遺物

255は 19.5cm× 18.5cm,高 さ10。 5cm,重 さ6,000gを 測 り,周囲は打ち欠いて面取 りしており,平

面では不整形な五角形を呈する。底面は水平で,柱が載る部分は13cm× 10cmほ どのやや湾曲した部分

と考えられ,断面形は台形を呈する。石材は安山岩であろう。あびは27cm× 20cm,高 さ12cm,重さ

6,800gを 測り,四辺に底面にむけて袂 りがあり,平面形は菱形,断面形は三角形を呈する。上面はほ

ぼ水平で,約380前の広さがある。石に付着物やはっきりした使用痕が認められないことから,何に使

用したかは不明である。必/～ 2ωは炉壁である。2Jァは外径24.5cm,内径約17cm,厚 さ2.5cm～ 3.5cm,

両端部を欠損しているが,残存部の長さ17.5cmを 測る。胎土については,外面には直径 l cm大の礫が

目立つが,断面観察では内面から厚さ l cm程はほとんど礫がみられず緻密で,かなりしっかり焼締ま

っている。内面上半部には溶解物が付着し,表面には気泡が目立つが,上部ほど気泡が大きくなる。

内面に付着した溶解物は非鉄であるが,分析の結果,鋳造溶解炉の炉壁と推定された。この炉壁の内

径と検出した焼土の直径とはほぼ一致することから,いずれかの炉壁であることは間違いない。258

～2ωは炉壁の破片で,あ/と 同一個体とみられる。

1275号井戸 (S E 1275,第 97図 )

S B51の東約1.5m, S E471の北50cmに位置し, S K473。 S K474に切られているが,長軸75cm×

短軸70cm,深 さ60cmを 測り,平面形は不整形を呈する。埋土は上・中層は灰黄褐色砂質シルト,下層

は緑灰色砂質上で,中層には礫が多く,下層には炭化物が混じる。断面形は中程が少しくびれる袋状

92jD

囲" 0                                          30cm
第98図 遺構実測図 (中世 )
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第皿章 開帯大滝遺跡

であり,石組や水溜は確認されていないことから,素掘 りの井戸と考えられる。出土遺物はなく,近

接するS E471と の新旧関係は明確ではないが, S B51に付属したものである可能性が高い。

52号建物 (S B52,第 96・ 99図 ,図版57)

区画15の中央に重複している3棟の建物のうち,最 も北に位置する。桁行3.7m×梁行2.5m,平面積

9。 25ぽの規模をもち,主軸はN-1° 一Wの東西棟である。梁行方向北東には 1間× 1間の付属屋と考

えられるものがあり,その部分を加えると平面積14.75♂ となる。柱穴の規模は直径30cm～60cm,深 さ

10cm～ 40cmを測 り,平面形が円形を呈するものが主体である。桁行方向では柱穴数が不均等で,南側

は両端の 2基のみに対し,北側は4基確認されている。柱穴からの出土遺物には,S P469bか らの瀬

戸美濃がある。重複している3棟の建物の新旧関係については明らかでないが, S P469は S E470よ

り新しいことから,S B52は S E470が付属している建物より新しいといえる。 S B52に付属すると考

えられる遺構には,炭化物が堆積した土坑が建物内部に 1基,建物外には距離的に可能性が低いもの

を含め 4基あり,これらには炉の可能性が高いものが含まれる。

469号柱穴 (S P469b,第 99図 ,図版66)

S B52の北西隅の柱穴で,長軸36cm× 短軸28cm,深さ40cmを 測り,平面形は楕円形を呈する。 SK

469aを掘 り込んでおり,埋土は黒褐色砂質シル トである。北側の壁際には,底面から約20cm程の高

さまで礫を積み重ねており,柱が傾くのを防ぐためと推測する。出土遺物には瀬戸美濃 (2a)がぁる。

2α は鉄釉の天目茶椀で,体部が屈曲し, S字口縁をもち,口径12cmを測る。時期は16世紀代である。

469号土坑 (S K469a,第 99図 )

S B52の北西隅の柱穴 S P469bよ り古 く,長軸81cm× 短軸57cm,深さ22cmを 測り,やや不整形な楕

円形を呈する掘形をもつ。埋土は褐灰色砂質シルトで,僅かに炭化物を含む。 S E470を 掘 り込んで

いることから, S E470よ りは新しいことが明らかである。

476号土坑 (S K476,第 99図 )

S B52の 内部,西端に位置し,直径50cm,深さ6 cmを測り,掘形は円形を呈する。埋土は上面に炭

化物が多い褐灰色砂質シルト,下層に黒掲色砂質シルトが堆積している。褐灰色砂質シルト上面に焼

土は確認されなかったが, S B52周辺の戊化物が堆積した土坑とともに,炉に関連した遺構である可

能性が高い。

441号土坑 (S K441,第 99図 )

S B52の西約 lmに位置し,西側を試掘 トレンチに削られている。残存部分の規模は長さ140cm,幅

70cm,深 さ12cmを測り,北端はS K442が掘 り込んでいる。埋土は上層から焼土層,炭化物層,炭化物

が多く混じる灰責褐色砂質シルトである。焼土は中央やや南に確認され,石組などの施設はないが炉

と考えられ,直径約20cmの円形を描 くことから,上部に炉体があったと推定する。炭化物層は,炉か

ら,,出 されたものと考えられる。

443号土坑 (S K443,第 99図 )

S K441の北30cmに位置し,西側を試掘 トレンチに削られているが,残存部分は長さ68cm,幅64cm,

深さ 6 cmを測る。埋土は上層が災化物が多く混じる黒褐色砂質シルト,下層が焼土層で,焼土は皿状

に堆積している。炉体が上部にあったかどうかは不明であるが,S K441と ともに炉に関連した遣構と

考えられる。

12盈号土坑 (S K 1274,第 101図 )

S B52の 西約50cm,S D400の南 lmに位置し,64cm× 60cm,深 さ 6 cmを測る。埋土は上層が灰黄褐

rδ7
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第Ⅲ章 開律大滝遺跡

色砂質シル ト,下層が炭化物層である。炭化物は厚さ約 6 cmで皿状に堆積しており, S K411, SK

443と 関連する可能性が高い。

628号土坑 (S K628,第 99図 ,図版58)

S B52から約1.5m東に位置し,長軸120cm×短軸98cm,深さ40cmを 測り,平面形は楕円形を呈する。

埋土は上層から黒褐色砂質シルト,灰責褐色砂質シルト,炭化物層,炭化物が多く混じる褐灰色砂質

シルトであり,断面形は袋状を呈する。炭化物層は厚さ約10cmで ,ほぼ水平に堆積している。他にS

B20に付属したS K838も 同様な構造をもつが,遺構の性格は不明である。出土遺物には加工材がある。

629号土坑 (S K629,第 99図 )

S K628の東に隣接しており,東側には区画溝 S D 575が流れている。規模は230cm× 193can,深 さ16

cmを沢1り ,平面形は不整形である。埋土は炭化物が混じる暗褐色砂質シル トで,礫が多い。 S D 575

との新旧関係は不明である。

53号建物 (S B53,第 96。 100図 ,図版57)

区画15内に重複している3棟の建物のうち,中央に位置する。桁行6。 2m× 梁行2.5m,平面積15。 5

ぽの規模をもち,主軸はN-6° 一Wの南北棟である。柱穴の規模は直径30c14～ 45cm,深 さ10cm～ 20ct4

を測り,平面形が円形を呈する。桁行方向の西側と東側では柱穴数が不均等である。柱穴からの出土

遺物には,S P485か ら中国製白磁がある。 S B53に付属していると考えられる遺構には,炭化物が堆

積した土坑が建物内部に 1基,井戸が 1基ある。この井戸が S B52の柱穴より古いことから, S B53

は S B52よ り古いと推測する。また, S A12と 重複しているS B51が , S A12よ り新 しい可能性が高

いことから, S A12以東にあって主軸方向がほぼ近い S B53は , S B51よ り古いと考えられる。した

がって,こ の 3棟の新旧関係は古い順にS B53, S B51, S B52と なると推定する。

485号柱穴 (S P485,第 100図 ,図版63)

S B53の 南東隅の柱穴で,長軸36cm× 短軸24cm,深 さ 6 cmを 測り,平面形は楕円形を呈する。埋土

は黒褐色砂質シルトで,中国製白磁 (2521が出土している。2鬱は口縁部が外反する端反皿で,釉は

やや厚 く,灰白色を呈する。これは小野分類の白磁皿 C群にあたり,15世紀後半～16世紀後半の時期

と考えられる。

470号井戸 (S E470,第 99。 100図 ,図版58,78)

S B53の北約1.5mに位置し,長軸110cm× 短軸100cm,深 さ52cmを 測り,掘形がやや不整形な楕円形

を呈する。埋土は上層が黒褐色粘土質シルト,下層が緑灰色砂質土であり,礫がほとんど含まれない

ことから素掘 りの井戸であると考えられる。遺物は下層からほぼ完形の漆器椀 (2窃)が出土している。

2傷 は高台脇から腰部が緩く屈曲しながら胴部から口縁へ開き気味に立ち上がり,回径16cm,器高11.2

cm,高台高3,lcmを 測る。内外面は黒色漆塗りで,内面の見込みに植物,外面に丸に亀甲と菱形が各 2

組,赤色漆で描かれているが,文様は剥離が激しく,不明瞭である。樹種はブナである。

475号土坑 (S K475,第 100図 )

S B53内 ,北東部に位置し,110cm× 90cm,深 さ10cmを測り,平面形は不整形である。埋土は東半部

が炭化物層,西半部が灰黄褐色砂質シルトである。炭化物層は皿状に堆積しているが,焼土は確認さ

れていない。炉から排出された炭化物の可能性が高いが, S B53内 には炉と考えられる遺構はないた

め,性格は不明である。

598号土坑 (S K598,第 100図 )

S B53か ら約 5m東に位置し,長軸150cm× 短軸126cm,深 さ 7 cmを 測り,平面形はやや不整形な楕

F69
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第Ⅲ章 開律大滝遺跡

円形を呈する。埋土は炭化物が混じる褐灰色砂質シルトであり,礫が多い。区画溝 S D575よ り新しい

ことは明らかであるが,周囲の建物からは5m～ 8m離れており,最 も近い S B53と も遺構のない空

間を挟んでいることから,付属する可能性は低いと考える。

481号土坑 (S K481,第 101図 )

S B53の南約 4mに位置し,245cm× 152cm,深 さ 8 cmを測り,不整形な平面形を呈する。埋土は暗

褐色砂質シルトで,礫が非常に多く混じる。出土遺物もなく,遺構の性格は不明である。

483号土坑 (S K483,第 101図 ,図版63)

S B53から約2.5m南 に位置し,92cm× 45cm,深 さ22cmを 測り,平面は楕円形を呈す。埋土は炭化物

が混じる黒褐色砂質シル トで,出土遺物には中国製白磁 (2ω ,須恵器がある。ク能は口縁部が外反

する端反皿で,日径13.lclnを 測る。口縁端部には僅かに砂が付着している。小野分類の白磁皿 C群に

あたり,15世紀後半～16世紀後半の時期と考えられる。

遭路 2西側遺構群

道路 2の西側には僅か 1棟の建物とそれに伴う数基の土坑,溝,自然流路が確認されたのみで,道

路 2東側とは著しく様相を異にする。また,遺構が確認されたのは自然流路の東側のみで,西側は表
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2 遺構・遺物

土直下にV層 の砂礫層が露出しており,遺構は皆無である。

道路 2(第 7・ 8図 )

道路 2は C地区南西端から調査区西端の遺構空白地帯を掠めるように南北にほぼ直線的に伸びてい

る。E地区の調査区東端には建物が確認されていることから,道路 2は E地区・F地区調査区内には

かかっていないと考えられる。道路 1の幅員が約10mと 推定していることから,道路 2も ほぼ同様と

推測しているが,道路 1の東側や西側とは町並みの様相が異なることから,道路 2は道路 1に比較し

て小規模である可能性もある。

54号建物 (S B54,第 102図 )

道路 2西側で柱列のみ確認したもので,南約 lmに土坑,西約 4mに竪穴状土坑があることから,

建物としている。柱列を桁行とすると3,7mを測り,主軸はN-10° 一Wと なるが,竪穴状土坑が建物

内部にあると仮定すると,東西 5m,南北3.7mを沢1る東西棟の建物となる。柱穴の規模は直径30cm～40

cm,深さ10cm～ 20cmを 測り,平面形が円形を呈する。柱穴からの出土遺物はない。 S B54に付属して

いると考えられる遺構には,炭化物が堆積した土坑が 2基ある。

5006号土坑 (S K5006,第 104図 )

S B54の柱列から約 4m西 に位置し,128cm× 110cm,深 さ8 cmを測り,平面形は隅九方形を呈する。

埋土は植物遺体とλ化物層を含んでいる。出土遺物はないが, S B54に伴う竪穴状土坑の可能性が高

いと考える。

5015号土坑 (S X5015,第 104図 ,図版78)

S B54の柱穴 S P 5010か ら約 lm南西に位置し,72cm× 70cm,深さ24cmを 測り,掘形はほぼ円形を

呈する。埋土は礫が非常に多く混じる黒褐色シルトで,底面に植物遺体を含む炭化物が薄く堆積して

いる。礫は意図的に組まれたり,敷 き詰められたものではなく,上面に焼土なども確認できなかった。

位置的にS B54に伴うと推定する。出土遺物には漆器椀 (%め がある。2あは高台脇から腰部が緩く

屈曲しながら胴部から口縁へ開き気味に立ち上がり,口径12.5cm,器高8.Ocm,高 台高2.6cmを 測る。

内外面とも黒色漆塗りである。

5003号土坑 (S K5003,第 104図 ,図版63)

S B54の柱穴 S P 5008か ら約 8m北に位置し,180cm× 130cm,深 さ14cmを測り,平面形は方形を呈

する。埋土は上層から黒褐色砂質シル ト,責灰色砂質シルト,黒色砂質シルトである。形状はS K5006

と類似しており,約2.5m東に位置する S K5004と ともに建物に関連する遺構の可能性がある。出土

遺物には中国製白磁 (麦0が ある。2“は皿の底部であるが,畳付けがやや尖り逆三角形で,細身で

ある。高台下端部に細かな砂が付着しており,高台径6.5cmを 測る。内面には日跡が残る。これは小野

分類の白磁皿 C群にあたり,15世紀後半～16世紀後半の時期と考えられる。

5004号土坑 (S K5004,第 104図 )

S K 5006か ら約2.5m東 に位置し,114cm× 100cm,深さ23cmを 測り,掘形は不整形である。埋土は上

層から黄灰色砂質シルト,黒褐色砂質シルト,責褐色砂質土であり,南端には礫がみられる。 S D 5002・

S K5003と ともに,建物に関連した遺構と考えられる。

5002号溝 (S D5002,第 104図 )

S K5003,S K5004の 北約 5mに位置し,幅54cm,深さ14cmを測る。埋土はオリーブ褐色砂質土で,

出土遺物はない。S K5003・ S K5004と ともに建物に付属しており,建物の区画溝や土台痕の可能性

が高いと考えられるが,遺構の性格は不明である。
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2 遺構・遺物

5001号溝 (S D5001,第 103。 105図 ,図版59・ 63・ 78・ 87・ 88・ 91・ 92)

道路 2の西約12mを E地区からF地区まで南北に流れる自然流路で,幅20m,深 さ67cmを 測る。埋

土は複雑に堆積しており,徐々に埋没しながら流路を狭めている。出土遺物には須恵器,中世土師器,珠

洲,中国製白磁 (2〃),越中瀬戸 (2b‐/～
"り
,瀬戸美濃,唐津 鬱″～2/fFl,伊万里 (2/51,瓦,底

板 (2カ ,古銭 (2〃～力り ,蹄鉄等があり,近世まで機能していたことが窺える。2クは体部下半が

九みを帯び,口縁部がやや開き気味に立ち上がる九椀である。口径10,lcm,器高6。 2cm,高台径4.lcm

を測り,体部内外面は鉄釉を施し,内面には灰釉を流し掛けている。外面高台付近は錆釉が施されて

おり,高台は削り出し輪高台で,高台外端部を面取りしている。時期は18世紀頃と考えられる
注4。 2苺

は体部から口縁部端部まで直線的に伸びる内禿皿で,口径15。 4cm,器高3.4cm,高 台径6。 7cmを測る。

鉄釉を施し,釉止めの段をもつ。見込みには重ね焼きの痕跡を残す。高台は付け高台である。時期は

17世紀前半～中頃と考えられる。2ω 。2列は内禿皿の底部で,削 り出し高台で,断面が逆三角形を呈

する。2つは鉄釉,2知は灰釉を施しており,見込みには菊の印花を押捺している。2b‐9は十二弁菊の

印花が施され,印花の溝に釉が流れ込んでいる。2知は十六弁菊の印花を施しているが明瞭ではない。

2〃 は中国製白磁皿の底部で,高台下端がやや尖る。畳付けは釉剥ぎされており,高台径は 9 cmを測

る。小野分類の白磁皿C群にあたり,時期は15世紀後半～16世紀後半と考えられる。2″～2/は唐津

で,2″・2刀は皿,2〃は括鉢である。2″ 。2万 は内野山西窯などで焼成された銅緑釉系陶器の皿で,

内面及び口縁部にのみ緑青色の銅緑釉を施し,内底面を蛇の目釉剥ぎする。体部外面は下半まで灰白

色の灰釉を施す。2″は体部がやや内湾しながら立ち上がり,口縁部が外上方に開き,削 り出し高台

矯
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第Ⅲ章 開律大滝遺跡

をもつもので,回径13.4cm,器高3.6cm,高 台径4.6cmを測る。2万 は削り出し高台をもつ底部である

が,高台径4.6calを 測り,蛇の日釉剥ぎした部分に砂目が残る。時期は17世紀後半～18世紀前半と考え

られる。2/は橘鉢の底部で,内外面に鉄釉を施している。内面の卸目は密であるが浅い。時期は17

世紀後半～18世紀後半と考えられる
注5。 2かは伊万里の陶胎染付椀で,高台径4.8cmを測 り,腰の張っ

た体部が直立気味に立ち上がる。底部は比較的薄く作られている。時期は18世紀と考えられる
注6。 2万

は底板で,直径11.6cm,厚 さ0,7cmを 測る。外周囲は細か く面取 りされている。2〃～2/9は 銭で,

2〃は開元通賓,2潜は元豊通費,2がは寛永通賓である。

包含層出土遺物 (第 106・ 107図 ,図版61・ 62・ 64～ 66・ 68,79。 82,86。 91・ 92)

道路 2東側の区画11～ 区画15と ,道路 2西側の包含層出土遺物には,中世土師器,珠洲,中国製青

磁,中国製白磁,中国製染付,瀬戸美濃,越中瀬戸,唐津,伊万里,木製品,石製品,金属製品等が

ある。以下,種類ごとにまとめて記述する。

土器・陶磁器 (第 106図 ,図版61・ 62・ 64～ 66・ 68,91,92)

2∂0～ 285は 中世土師器で,全て器壁は薄い。2∂θは九底から体部は直線的に開く。28′ ～2∂イはやや

平底気味で体部は直線的に開き,国縁端部は上方へ小さく摘み上げる。2φの体部はやや内湾気味に

開き,日縁部に 1段のヨコナデを施す。越前分類注
7の N」 類にあたり,時期は28θは16世紀中頃,2∂′

～28イは16世紀末,2φは16世紀中頃～後半と考えられる。

28び～2拶は珠洲の悟鉢である。2∂びは底部の切り離しが静止糸切 りによるもので,内面には卸目が

ない。23/の卸目は1.8cm幅 に10条 を数え,間隔をあけて施入されている。2∂Bの 回縁形態は面取 りが

弱く,端部を細 く挽き出した長三角頭で,口縁端面に9条で 1単位の櫛目波状文が加飾されている。

2拶は波状の卸目が施入されているが, 1単位の卸目は不明である。破片が小さいため時期は断定で

きないが,23/は 15世紀後半～16世紀前半,2∂∂が珠洲Ⅵ期に比定でき,15世紀後半,2炒は珠洲Ⅱ期

で,13世紀前半である。

かθ・乏夕 は龍泉窯系青磁碗で,体部が内湾し,外面には線描の細蓮弁文を施す。
"0は
内面にも文

様がある。これは上田分類の碗 BⅣ類注3にあたり,15世紀後半～16世紀前半である。
"歩
2男 は中国

製染付皿で,2'2は端反りの皿,29ぅ は内底面に獅子 ?と 草花文が描かれた底部の破片であるが,内底

面の染付文様から口縁部端反りの器形になる可能性が非常に高いものである。小野分類では皿Ⅶ群B

l群にあたり,時期は15世紀後半～16世紀前半である。ヮ%は李朝の重で,器壁は非常に薄く,体部は

やや内湾気味に伸び,底部は僅かに高台のようなものを作り出している。体部外面下半には浅い沈線

が 2条巡り,内面にはロクロの挽き目が残る。時期は16世紀代と考える。

29j・

"び
は瀬戸美濃である。295は 口径1lcmを測 り,仄釉を施すもので,丸皿 1類 と考えられる。

"び
は鉄釉を施した天目茶椀で,体部が屈曲して, S字 口縁をもつもので,高台は削り出し輪高台で

ある。時期は16世紀である。

"/～
299は 越中瀬戸である。

"/は
鉄釉のひだ皿,298は 灰釉を施し,体部中央で九みをもって立ち

上がる九皿で,釉止めの段をもつ。内外面底部と高台付近は無釉の内禿皿である。日径10.8cm,器高

2.5cm,高 台径 4 cmを浪Iり ,高台は断面逆三角形の削り出し高台である。時期は17世紀前半～中頃と考

えられる。299は灰釉の内禿皿で,断面逆三角形の削り出し高台をもち,見込みに印花を押捺する。

印花は中心からややずれており,明瞭ではない。

うθθ・ぢ¢は唐津である。」Oθは体部が内湾して立ち上がり,口縁部がほぼ直立するもので,京焼風

唐津椀である。ぅ
"は
灰釉の皿で,外底部は無釉で,体部外面に墨痕があるが,字意不明である。ま
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2 遺構 。遺物

た内底面に胎土目が残る。時期は17世紀前半である。ぢθ′は伊万里で,体部・口縁部が緩 く内湾 して

外上方に開 く皿である。口径ll.8cm,器高2.9cm,高 台径8cmを 測 り,逆三角形状の高台を削 り出す。

口縁部内面には格子文 と草花文,外面には唐草文を描いている。

木製品 (第 106。 107図 ,図版79)

ぢ

“

は小札で,外面が赤色漆塗 り,内面が黒色漆塗 りである。Jχ・Jいは連歯下駄で,ぢχは歯の部

分のみが残存 してお り,樹種はニガキである。」ぃは後重側の約 2分の 1が残存 している。台の平面

形は小判形で,歯は台と同じ幅で縦断面が方形を呈する。」θびは約 2分の 1が欠損 した底板で,直径

約8.5cmを 測る。ぢγは台形を呈する加工板で,両面 とも先端に向けて加工痕が残る。づ鋸は直径10.3

cmを測る蓋で,樹種はヒノキである。

石製品 (第 107図 ,図版82)

ぢのは五輪塔の水輪で,直径25cmの球形の上下端を切 り取つた形態で,上下輪 との接地面の直径は

17.5cmを 測る。正面には梵字「バン」が彫 られている。石材は凝灰角礫岩である。

金属製品 (第 107図 ,図版86)

夕θは銅製の警で,耳掻 き状に折れた先端から二股に分かれている。Jガ・夕2は釘で,頭部を欠損

してお り,断面形は方形を呈する。夕ぢは銅製の環状の金具で,外径2.6cm,内 径 2 cm,高 さ0,9cmを

測る。上端部が L字状に折れていることから,飾 り金具の可能性が高い。J′イは銅製の輪状金具で ,

変形が著 しい。両端内側に穿孔された耳状の突起があ り,両端を組み合わせて鋲等で固定 して使用 し

たものと考えられるが,用途は不明である。夕5は銅製の吊り金具で,外径5.5cm,内径 4 cmを測る輪

に,幅 1.5cm,長 さ6。 3cmの板状の吊り部分が取 り付けられている。

土製品 (第 107図 ,図版86)

夕び・夕 /は羽口である。夕びは外径 8 cm,内径4.6cm,器壁の厚 さ2.4cmを測 り,先端部に鉄が付着

している。                                  (中 川道子 )

注1 吉岡康暢 1994 『中世須恵器の研究』吉川弘文館
注2 小野正敏 1982 「15～ 16世紀の染付碗,皿の分類と年代」『貿易陶磁研究』No 2 日本貿易陶磁研究会
山本正敏 1996 「中国製陶磁器の分類と編年」F梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺物編)』 財団法人富山県文化振興財団

埋蔵文化財調査事務所

注3 瀬戸市史編纂委員会 1993 『瀬戸市史Ⅳ』
注4 越中瀬戸焼発祥400年記念顕彰会実行委員会 1988 『越中瀬戸発祥400年記念誌』
宮田進- 1988 「越中瀬戸の窯資料(1)」 F大境』第12号 富山考古学会

注5 大橋康二 1988 『肥前陶磁』 ニュー・サイエンス社
注6 注5に同じ。
注7 越前慎子 1996 「梅原胡摩堂遺跡出土中世土師器皿の編年」『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺物編)』 財団法人富山県

文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

注8 上田秀夫 1982 「14～ 16世紀の青磁碗の分類」『貿易陶磁研究』No 2 日本貿易陶磁研究会
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2 遺構・遺物
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第Ⅲ章 開諄大滝遺跡

B 近 世

近世の遺構には畠跡と考えられる畝状遺構,溝 3条 ,土坑,畦畔状遺構がある。畠と溝の間には切

り合い関係があり,若千の時期差が認められるが,近世注1の範疇に収まるものと考えられる。

畠

畠跡と考えられるのはA地区の全面と,C地区の南半に広がる畝状の遺構である。畝の上は炭混じ

りの砂質シルトで Id層 にあたり,さ くにあたる部分を Ic層が覆っている。また, Id層 は中世面

の遺物包含層であることから,畠跡の時期は近世と考えられる。

C地区畠 (S X10,第 109・ 110・ 111・ 113図 ,図版87～ 89)

検出された畝状の遺構は,南北方向に並ぶものが 6群,東西方向に並ぶものが 3群の 9ブロックに

分かれる。畝の大きさは幅約 lm,長 さは短いもので 6m～ 8m,長 いもので10m～ 13mを 測る。畝

間 (さ く)の幅約50cm,深 さ平均 8 cmである。遺物は銭のみで,男8～ぢ力はKブロックで 4枚まとま

つて出土したもので,興寧元賓・元豊通費である。男∂は2枚が重なった状態である。

A地区畠 (S X2002,第 109・ 110。 111図 ,図版87～ 89)

A地区のほぼ全面に渡って検出されており,南北方向に並ぶものが 4群 ,東西方向が13群の17ブロ

ックに分かれている。畝の大きさは幅約 lm,長 さは短いもので 4m～ 5m,長 いものでも7m～ 8

mで , S X10に比べて短いものが多い。畝間の幅30cm～ 50cm,深さは10cmほ どである。遺物は銭のみ

である。 畠の畝および畝間の構成上をプラント・オパールの分析に出しており,その結果イネ属が検

出された。これにより,畠 でのイネ栽培,も しくは畑作に伴う敷藁や施肥の可能性が考えられている
注2。

畠の耕作土である Id層は,地震による噴砂に切られている。噴砂は中世面で検出したもので,断

面からId層の上面まで噴砂が上がることが観察された。遺跡周辺で噴砂ができるような大きな地震

は安政 5(1858)年 以後起きていないことから,畠 は安政 5(1858)年 以前のものと考えられる。

清

190号溝 (S D190,第 108図 ,図版63・ 91,92・ 94)

S D190は D地区を斜めに横切りC地区まで続く溝で,A地区で一部が確認されている。幅75cm,深

さ4 cm～ 12cmを測る。埋土は暗緑灰色砂質シルト,責褐色砂質シルト,黄灰色粘土質シル トである。

出土遺物には越中瀬戸,瀬戸美濃,唐津,伊万里,底板,加工材,煙管 (吸口)な どがある。夕81よ

越中瀬戸の灰釉皿で,内禿で内面見込みに16弁菊と思われる印花があり,17世紀代と考えられる。

タフ・νθは唐津の鉢で,夕,は鉄釉に白色の化粧上で刷毛目を施しており17世紀後半代のものと考え

られる。ν′・ぢ22は伊万里で,ν釧よ二重格子文の皿で回縁端部に漆が付着している。18世紀後半代

の年代が想定される。ぢ2ぅは瀬戸美濃の陶胎染付の椀である。νイは端反り口縁の白磁碗で16世紀代の

ものである。遺物は若干古手のものも含むが,概ね17世紀～18世紀代に収まる。このことから,溝の

時期は17～ 18世紀と考えられる。

2001号溝 (S D 2001,第 110。 112・ 113図 ,図版89。 91)

S D2001は A地区を北流する溝で,南東端から北西端へ調査区を三分するように延びており,北西

端で東へ大きく曲がっている。幅215硼 ,深さ20cmを 測り,埋土は黒褐色砂質シルトのほぼ単層である。

S X2002を切つており, S D 2001が形成された時点では, S X2002は畠として耕作されなくなってい

たと考えられる。出土遺物には越中瀬戸,瀬戸美濃,唐津,伊万里,近世磁器,加工材,金属製品な

どがあり,こ の他に中世土師器,珠洲,中 国製白磁・染付などの中世面の遺物も若干含んでいる。

ぢ29は伊万里の碗で18世紀代の年代が想定される。溝の時期は S X2002よ り後出と考えられるが,出

ヱ83
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2 遺構。遺物

土遺物から近世の範疇に収まるものと思われる。

3001号溝 (S D3001,第 112・ ■3図 ,図版90～ 92・ 94)

S D3001は B地区の北半を釣状に折れ曲がって流れる溝である。幅252cm,深 さ10cmを測り,埋土は

黒色シルト,黒褐色砂質シルト,灰黄褐色砂質シルトである。東側の屈曲部分では一段深くなり40cm

を測る。この付近では,土止めを行っていたと考えられる板材や杭列が検出されている。出土遺物に

は中世土師器,珠洲,越中瀬戸,瀬戸美濃,唐津,伊万里,近世磁器,中国製白磁・染付,漆器椀 ,

加工材,石製品,煙管がある。
"′

・男コよ越中瀬戸で,男′は蓋,"れま灯心受けである。」J5は珠洲

で,全体的に赤味をおびており二次的に熱を受けていると思われる。男/は板状に加工されたもので,

石材は凝灰岩である。遺物は17～ 18世紀代のものが大半を占めている。また,中世面の自然河川がほ

ぼ埋まった後に形成されていることからも,溝の時期は17～ 18世紀代と考えられる。

土坑

2023号土坑 (S K2023,第 ■0・ 112図 )

S K2023は S X2002の Mブロックの北側, S D2001の西側肩付近に位置するも東西180cm,南北140

cmの楕円形の土坑で,深 さは18cmを測る。埋土は黄褐色砂質土,にぶい責色砂,青灰色砂,黒褐色砂

質シルトで,底面付近には10cm～ 20cm大の礫が含まれている。出土遺物はないが,近世の遺構と思わ

れる。

2024号土坑 (S K2024,第 110,112図 )

S K2023の北西約 2mに位置する。140cm× 140cmの方形の土坑で,深さは15cmを測る。埋土は黒褐

色砂質シル トで,底面付近に拳大の礫を含む。出土遣物はないが, S K2023同様に近世の遺構と思わ

れる。

4065号土坑 (S X4065,第 108図 ,図版90。 93)

S X4065は D地区の北西隅に位置する。32cm× 35cmの円形の上坑で,深 さは18cmを測る。掘形は小

さく,桶を埋め込んだ穴である。埋土は緑灰色砂で,桶の底面付近から獣骨と思われる焼かれた骨
注3

が検出されている。νびの桶はヒノキ科の木材を用い17枚の側板と底板からなる。出土遺物はないが ,

中世面の自然河川がほぼ埋まった後に掘り込まれており,近世の遺構と考えられる。

4066号土坑 (S X4066,第 108図 ,図版93)

S X4066は S D 190の東側150mほ どに位置する。東西82cm,南北76cmの円形の上坑で,深 さは26cm

を測り,中央やや北西よりに曲物が埋め込まれている。埋土は浅黄色砂で,曲物内部は灰オリーブ色

砂である。J28の 曲物の中にν/の蓋が落ち込んだ状態で検出されている。S X40661ま 中世面の自然河

川の肩付近に位置しており,出土遺物はないが S X4065と 同様に近世の遺構と考えられる。

畦畔遺構 (第 109図 )

B地区の南西隅を中心に検出されている。S X3032～ S X3034,S X3036～ S X3040の 8本で,幅

50cm～ 100cm,高 さ10cmほ どの畝状の遺構で,性格は不明である。S X3032の 周辺には浅い掘り込みを

もつ土坑が検出されているが,土坑・畦畔遺構共に中世面の自然河川が埋まった後に形成されている

ことから,17～ 18世紀代の遺構と考えられる。

包含層出上の遺物

包含層から出土した遣物には越中瀬戸,瀬戸美濃,唐津,肥前,伊万里,木製品,金属製品がある。

遺物は破片の小さいものが多く,出土量も少ない。ここでは種類ごとにまとめて記述していく。

土器・陶磁器 (第■3図 ,図版66・ 91,92)

rθο
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

Jる～J52は越中瀬戸の皿で,ぅなを除いた 7点は内禿で,外底面は無釉であり,釉薬は鉄牙由である。

"′
とJ52は 内面見込みに直接重ね焼きの跡がある。高台は断面三角形状の削り出しのものが大半を占

めている。高台裏に」ク 1ま「十」,Jつは「○」の墨書がみられる。全体の形が解るものが少ないが ,

ぢる 。Jクは共に断面三角形の削り出し高台をもつ丸皿で,内底面に釉止めの段をもたない。これらの

ことは宮田進一氏による編年
注4の Ⅲ期 (17世紀後半～18世紀前半)の九皿がもつ特徴を示すことから,

Jう 。ぢクはⅢ期のものと考えられる。JjJ・ 354｀ま瀬戸美濃で,づ男は鉄釉の小壷,ヵ調よ灰釉の香炉

の底部である。」j5～ Jj8は唐津で,JJb‐ 1ま灰釉の皿である。ぢ5jは卸目5本の指鉢の回縁部,"/は卸

目8本の指鉢で,底部外面は糸切 り無調整である。ぢ
"・
J傷 は肥前,づp・ 」p・ J7～♂

“

は伊万里で

ある。ぅoは貝の文様を型どった伊万里の型押し成形による紅皿で18世紀末～幕末頃のものである注5。

図示したものも含め,破片が小さく器形が解るものは少ないが,17世紀～18世紀後半代のものに占め

られている。

木製品 (第 113図 ,図版93)

ぢクは栓で,上径2,7cm;下径2.lcmの 円柱状で,長 さは4.6cmで ある。材質は不明である。

金属製品 (第 113・ 114図 ,図版87・ 88・ 94)

ぢαは煙管の雁首で,古泉 弘氏の変遷注6に よると第 4段階のもので,18世紀前半頃のものと考え
られる。」ωは煙管の吸国の部分,J刀は警である。J〃 ～ぢ潜は銅銭で,A地区の Ic層出上のものが

多い。じ〃～」〃は 9枚まとまって出土したもので,J〃 とJ刀は2枚 ,う/は 3枚が重なった状態であ

る。いずれも他の銅銭に比べて一回り小さい径2.lcmで ,銭文のない「無文銭」注7でぁる。Jる とぢ潜は

寛永通費,ラ樹よ開元通賓で,多〃は判読できない。 (三島道子 )

注 1 ここでの近世は,江戸時代 (17～ 18世紀)を示すものとする。
注2 パリノ・サーブィ株式会社 1998 「五社遺跡ほか自然科学分析報告」『富山県文化振興財団埋蔵文化財発掘調査報告第 9
集 五社遺跡発掘調査報告』第三分冊 財団法人富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

注3 骨の鑑定を行っていない為,動物の種類,骨の部位については不明である。
注4 宮田進- 1988 「越中瀬戸の窯資料(1)」 『大境』第12号 富山考古学会
宮田進- 1997 「越中瀬戸の変遷と分布」F中・近世の北陸―考古学が語る社会史』北陸中世土器研究会

注5 大橋康二 1988 「肥前磁器の変遷図」『,U冊太陽 古伊万里』平凡社
注6 古泉 弘 1985 「江戸の街の出土遺物」F季刊 考古学』第13号 雄山閣出版
注 7 「無文銭」は全く文字が存在しない鋳型で造られたもので,直径は約21nmを 代表として,外縁・内郭の段がなく平坦なも
のとし,文字が摩減して消えたものや,削 り取ったもの,文字の痕跡はあるが判読出来ないものとは区別する。

永井久美男他 1994『中世の出土銭』兵庫埋蔵銭調査会

第114図 遺物実測図
包合層

(近世)(1/1)
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2 遺構 。遺物

第 4表 建物一覧

桁行×梁行 桁行長 (m) 梁行長 (m) 面 積 (∬ ) 棟方向 方 位 柱形式 備 考 i〒  図 図 版

l 2× ? (5,7) 南北棟 N-22° 一W 柱列のみ。土間と考えら
れる石致きあり。

6

2 2× 2 4 29.2 南北棟 N-15° 一W 側柱 棟持柱 ? 7

3 4× l 15,36 南北棟 N-5° 一W 側柱 9

4 2× 3 7 36.4 南北棟 N-14° 一W 側柱 棟持柱 ?

5 2× 2 東西棟 N-5° 一E 側柱 10. ll

6 2× 2 6 5,7 34 2 南封ヒ標 N-13° 一E 側柱 12 29, 30

7 3× 1 5 南北椋 N-14° 一E 側柱 16, 17 30, 31

8 2× 2 5,3 27.56 南北棟 N-21° 一E 側柱 16, 18

9 3× 2 5 3 15(18.06) 南北椋 N-18° 一E 総柱 ? 1× 1間の付属屋あり。 16. 19 31, 32

3× 1 5,3 15.37 南北標 N-26° 一E 側柱 16, 20 31, 32

11 2× 2 3 南北棟 N-18° 一E 倶J柱 2× l間 +庇の付属屋か ?

3× 1 1118 南北糠 N-16° 一E 側柱 33, 34

13 3× 1 2.5 16.75 南北棟 N-19° 一E al柱 33, 34

14 2× 2 6 南北棟 N-18° 一E 狽1柱 33, 34

3× 1 32 13 44 南北棟 N-22° 一E 狽J柱 33. 34

3× 1 1,7 816 東西棟 N-10° 一E 側柱 32, 33

17 2× 2 9 86 南北棟 N-13° 一E 側柱 32, 33

2× ユ 17.98 南北椋 N-20° 一E 側柱 32, 34

2× 2 25 14 南北棟 N-17° 一E 狽」41 32, 34 36, 37

2× 2 3.2 112(1222) 東西棟 N-8° 一E 総桂 1× 1間の付属屋あり。 32, 35 36. 37

1× 1 2.1 3 99 東西棟 N-7° 一E 側柱 32, 36

3× 2 35 20.3 南北椋 N-4° 一E 側柱 39, 40 38, 39

2× 2 5,4 19 44 南北棟 N-5° 一E 側柱 39, 43 38, 39

2× 37 24 8.88 南封ヒ標 N-9° 一E 側柱 凍持柱あり。 39, 44 39, 40

2× 16.52 南北棟 N-8° 一W 側柱 楕 円柱 穴 39, 45 39, 40

2× 5 3.1 15 5 東西棟 N-8° 一W 側柱 39, 46 39, 40

4× 7,1 14,91 南北椋 N-8° 一E 側柱 50, 52

3× 2.7 12 96 南北棟 N-1▽ ―W 側柱 50, 54 41. 42

2× (138) 南北棟 N 側柱 50, 54

2× 2 8 96 東西棟 N―■
や
一W 総柱 50, 55 44, 45

4× 2 (44) 97.7劾 南北棟 N-22° 一W 側柱 棟持柱あり。 51, 55 44, 45

4× 1 (7.6) (25,08) 南北棟 N-21° 一W 側 柱 楕円柱穴 51, 57

3× l (55) (148め 南北棟 N-13° 一M「 側柱 51, 59

3× 2 (23 1) 東西棟 N-14° 一W 総柱 51, 59

5× 3 7 6 42仰6.5) 南北棟 N-20° 一W 総柱 1× 1間の付属屋あり。 60, 61 45, 46

3× ユ 23.46 南北棟 N-24° 一W 側柱 60, 62 45, 46

3× 2 6. 9 23.46 南北椋 N-20° 一部「 狽I柱 60, 64 45, 46

1× 1? 2.2- 2.2^― 4.84～ 南北棟 N― ±8° 一W 倶J柱 ? 67, 68

1～ ×ユ 2.3^― 4.83～ 南北標 N-13° 一W 側柱 ?

5× 1 上1.52 南北棟 N-3° 一W 側柱

3× 2 5 17.5 南北椋 N-3° 一W 側柱 棟持柱か ?

2× 1 55 132 南北棟 N-5° 一W 側柱

5× 2 4.1 31.98 南北棟 N-2° 一W 総柱 ? 楕円柱穴

2× 2 3.6 32 11.52 南北椋 N-4° 一W 側柱 85, 86 51, 52

4× 2 6.1 29 89 南北棟 N-5° 一W 側柱 85, 87 51, 52

2× 2 37 3.5 12.95 東西棟 N 側柱 85, 87 51- 53

2× 2 7.44S.99 南北棟 N-1° 一W 総柱 1× 1間の付属屋あり。 85, 88 51～ 53

3× 2 6 3 南北棟 N-8° 一W 狽1柱 54, 55

4× 1 25 23 25 南北棟 N-10° 一W 側柱 94

2× 2 47 4,7 22.09 南北棟? N-10° 一W 総柱

51 2× 1 10.64 南北棟 N-5° 一E 側柱 96, 97

3× ユ 3.7 25 9.25(14 75) 東西棟 N-1° 一W 側柱 1× X間の付属屋あり。 96, 99

2× l 6.2 25 15 5 南北標 N-6° 一W 狽け三 96, 100

2× ? 37 南北棟 N-10° 一部「
柱列のみ。竪穴状土坑
集石あり。

( )内 の数値は復元値
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第Ⅲ章 開群大滝遺跡

第 5表 柱穴一覧(1)

建物呑号 柱 穴 呑 号 出 土 遺 物

SBl SP4011. 4015

SB2 SP124, 125, 126, 127, 131, 132, 354

SB3

SB4 SP2317, 2318, 2327, 2329, 2334, 2335, 2394,
2402, 2408, 2422 柱,底板,金箔付きの木

SB5 SP2326, 2328, 2319, 2332, 2409, 2416 柱,加工材
SB6 SP2268, 2292, 2298, 2294, 2295, 2297, 2420, 2424 柱

SB7 SP2244, 2250, 2252, 2254, 2258, 2261, 2262,
2346, 2477 柱

SB8 SP2218, 2219, 2222, 2228, 2231, 2240, 2242,
2281, 2284, 2474 珠洲,箸

SB9 SP2164, 2170, 2188, 2192, 2193, 2203, 2204,
2206, 2226, 2230. 2233. 2255, 2291 柱

SB10 SP2172, 2182, 2186, 2189. 2190, 2463, 2472, 2487 柱

SBll SP2119, 2123, 2133, 2149, 2153, 2155, 2207, 2479 柱

SB12 SP2080, 2084, 2087, 2095, 2115, 2447, 2480, 2482 柱,加工材
SB13 SP2029, 2037, 2041, 2064, 2065, 2081, 2100, 2440

SB14 SP2027, 2031, 2032, 2035, 2039, 2209, 2442

SB15 SP2028, 2033, 2034, 2043, 2047, 2066, 2067,
2103, 2210

SB16 SP586, 589, 592, 598, 736, 751, 752, 753

SB17 SP595, 760, 761, 763, 772, 781, 783, 784, 816

SB18 SP735, 762, 769, 785, 828

SB19 SP803, 809, 812, 826, 827, 831, 848, 849

SB20 SP786, 787, 788, 790, 791, 792, 793, 794, 795,
796, 797

SB21 SP621, 624, 640, 748

SB22 SP893, 895, 899, 906, 912, 1262, 1551 柱

SB23 SP900, 902, 904, 917, 929, 931, 1115

SB24 SP649, 650, 651, 657, 659, 685, 686, 687

SB25 SP689, 690, 691, 705, 721, 860, 1299 瀬戸美濃,加工材
SB26 SP704, 719, 726, 728, 922, 1264, 1298 加工材,ガラス淳
SB27 SP1199, 1212, 1221, 1232, 1237, 1240, 1260, 1292 瀬戸美濃,白磁
sB28 SPl164, 1165, l169, 1170, 1171, 1227, 1228, 1230 柱

SB29 SP1104, 1105, 1124. 1126, 1152, 1183

SB30 SP375, 1225, 1262, 1263, 1264, 1265, 1266 白磁

SB31 SP155, 160, 391, 392, 395, 397, 1269, 1271,
1279, 1280

柱

SB32 SP161, 162, 163, 164, 165, 182, 183, 184,278,286 柱

SB33 SP49, 50, 51, 59, 196, 197 瀬戸美濃

SB34 SP60, 61, 62, 63, 64, 65, 66 加工材

SB35
SP103, 104, 111, 114, 134, 135, 137, 138, 139,
140, 141, 143, 144, 145, 146, 147, 148, 149,
150, 175, 282

SB36 SP98, 99, 101, 106, 110, 123, 142, 173, 174

SB87 SP199, 218, 221, 224, 232, 234, 253, 280 瀬戸美濃,自磁,柱,箸 ,石硯
SB38 SP203, 251, 252 染付

SB39 SP4033, 4035, 4038 桶

SB40 SP1508, 1509, 1510, 1511, 1512, 1513, 1514, 1515

SB41 SP1500, 1501, 1502, 1503, 1504, 1505, 1506,
1507, 1522, 1523

加工材,金属製品

SB42 SP82, 272, 273, 274, 291
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2 遺構・遺物

第 5表 柱穴一覧骸)

建物番号 柱 穴 番 号 出 土 遺 物

SB43
SP17, 18, 37, 304, 305, 306, 307, 313, 314,
315, 335, 338, 339, 340, 343, 344, 345

SB44 SP990, 994, 998, 1007, 1012, 1032 柱

SB45 SP949, 961, 962, 964, 965, 982, 1003, 1054, 1080

SB46 SP967, 971, 975, 981, 1051, 1052, 1064, 1083

SB47 SP1018, 1019, 1020, 1021, 1036, 1037, 1038,
1039, 1070, S1071, 1109, 1111

SB48 SP435, 518, 526, 572, 573, 1268

SB49 SP418, 430, 431, 433, 445, 499, 552, 565

SB50 SP421, 432, 450, 452, 453, 497, 506, 553

SB51 SP401, 402, 406, 461, 463, 467a 瀬戸美濃

SB52 SP469b, 478, 479, 486, 488, 561, 562, 563

SB53 SP440, 459, 462, 485, 507 白磁

SB54 SP5008, 5009, 5010

SAl SP2142, 2143, 2168, 2214, 2215

SA2 SP773, 844, 1282

SA3 SP865, 866, 867, 868, 869, 870, 871, 872, 873

SA4 SP661, 662, 663, 664, 665, 857

SA5 SP667, 668, 669, 670, 671, 672, 673, 674

SA6 SP695, 706, 1552

SA7 SP1249, 1250, 1251, 1253, 1255

SA8 SPl142, 1144, 1146, 1147, 1148

SA9 SP378, 386, 396

SA10 SP1516, 1517, 1518

SAll
SP256, 257, 258, 259, 260, 261, 262, 263, 264,
265, 266. 267

SA12 SP403, 404, 405, 407, 408, 409, 410, 412, 413,
414, 423, 424, 491, 492. 493

第 6表 清一覧(1)

遺構番号 建物番号 規模 (幅・深さm) 出 土 遺 物 時期 特記事項 挿図番号 図版番号

SD6 0.37--0.1 瀬戸美濃,中国製白磁,漆椀,加工棒 区画溝

SD9 36・ 37 0.2--0.04 中国製染付,中 国製青磁 区画溝

SD14 08-0.06 瀬戸美濃,中国製白磁,漆椀,加工板
SD15 0,45--0.04

SD19 0,75--0.04

SD20 0.84--0.1 中世土師器

SD21 0,68--0.04

SD22 0,75--0.1

SD23 0.45--0.05 白磁

SD24 0.85--0.06

SD27 0.22--0.04

SD28 0.35--0.06

SD36 0.25-004
SD39 0.28-0.03 区画溝

SD41 0.23--0.03 畠 ?

SD42 0.3--0.03 白
田

SD43 0.25-0,04 畠 ?

SD44 0.45-0.03 区画溝

SD45 33・ 34 0.46-003 区画溝 84

SD47 0,3-0.03

SD48 0.3--0.02

SD52 0.4--0.04

SD53 0.37-0.03
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第Ⅲ章 開群大滝遺跡

第 6表 溝一覧修)
遺構番号 建物番号 規模 (幅・深さm) 出 土 ヒ退 物 時期 特記事項 挿図番号 図版番号

SD54 0.34-0.04

SD68 0.3--0.04 中世土師器 区画溝

SD69 0.25--0.03

SD70 34・ 35 0.28--0.03 区画溝

SD71 0.23--0,04

SD72 0.2-0,02

SD76 42・ 43 0.25--0.03 区画溝

SD77 0.5-005
SD78 0.45-0.04 区画溝

SD79 0,43--0.06

SD80 0.43--0.07 瀬戸美濃,中国製染付
SD84 0.19--0.04

SD85 0.28-0,04

SD86 0.28--0.06

SD88 41・ 42 0.29--0.1 区画溝

SD89 0.22--0.04

SD90 37 41 0.57--0,04 区画溝

SD95 0.32-0.06

SD 0.25-0.03

SD 0.22-0.03

SD 0.27--0.03

SD 0.4--0.08

SD 0.45--0.06

SD 0.21-0.04

SD 0.22--0.04

SD 0.62--0.08

SD 0.25-0.04

SD 0.6-0.06

SD 0.6--0.08 中世土師器,珠洲,漆椀,石臼 道路中央の溝 8

SD 0.3-0.04

SD 0.36-0,03

SD 0.28-0.04

SD 0.54-0.06 区画溝

SD 38・ 40 1.35--0 04 区画溝

SD190 0,75--0.04 鰻展声嬬土轄″遷写1尾暮'伊
万里,

近世

SD192 0.35-0,02 区画溝

SD193 0,24--0.06

SD194 0.34--0.05

SD212 0.22--0.08

SD213 37・ 38 0,37--0.06 中国製白磁,中国製青磁 区画溝

SD214 0.22--0.04

SD215 0.28-0.06

SD216 0.3-0.04

SD217 0.26--0.06

SD231 0.18--0 07

SD238 0.21-0,04

SD243 0.2-0.04

SD244 0.18-0.02

SD246 0.39-0,07

SD247 0.58--0.04

SD250 0.45--0.04

SD254 36・ 42 0.28-0,04 区画溝

SD255 0.28--0.03

SD270 0.2--0.04

SD276 0.36-0.04

SD294 0 36--0.03

SD298 0.12--0.04

SD301 0.44-0.03

SD311 0.2--0.06
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2 遺構・遺物

第 6表 溝一覧●)
遺構番号 建物番号 規模 (幅・深さm) 出 土 遺 物 時期 特記事項 挿図番号 図版番号

SD317 0.32--0.07

SD327 0.25--0.03

SD330 0,28-0.04

SD334 0,18--0.05 84

SD355 0,35--0.04 84

SD356 0.27--0.04 84

SD357 0.33-0.06

SD358 0.29-0.66 畠 ?

SD359 0,35--0.04 畠 ?

SD360 0.2--0.04

SD364 0.28--0.05

SD366 0.27-0.07

SD368 0.33--0.06

SD369 0.4--0.07

SD371 0.25-0.03

SD372 0.25--0.04

SD373 0.83--0.04

SD374 0。 35-0.1

SD377 0.28-0,05

SD382 0.27-0.04

SD383 0.52--0.04

SD400 50・ 52 0.32--0,08 区画溝

SD426 0.22-0,1

SD496 0.3--0.04

SD500 0.31-0.02

SD509 0.4-0.04

SD510 0.55--0,06 区画溝

SD512 0,7--0.06 区画溝

SD513 44・ 45・ 46 0.55--0.12 中国製白磁,砥石 区画溝 63, 83

SD514 0.33-0.02 91, 93

SD515 0,32--0.04

SD516 0.6-0.04

SD545 0.5--0.04

SD548 054-0.06
SD568 0.21--0.05

SD575 0.38--0.05 区画溝 95, 101

SD584 0.28-0.04

SD603 0.37-0.06

SD611 0.3--0.04

SD617 0.32--0.05

SD631 0.33-0,06 区画溝

SD637 0.4-0.04

SD638 **-0.06
SD642 0.26--0.06

SD643 0.4-0,03

SD645 0.2-0.03

SD646 0.31-0.02 中国製染付 区画溝

SD647 0.63-0.08 漆椀,底板,石臼,石鉢 44, 46

SD648 0.15-0.02

SD681 0.52--0 05

SD683 028-0.03
SD701 25・ 26 0,22--0.03 容器 区画溝

SD702 0,4-0.09

SD703 0.58-0.09

SD715 0.35--0.06

SD718 0.13--0.06 区画溝

SD722 0.6-0.08

SD724 0.21-0.04

SD759 0.26--0.06

SD802 0.3-0.05 区画溝
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第Ⅲ章 開群大滝遺跡

第 6表 溝一覧

“

)

遺構番号 建物番号 規模 (幅・深さm) 出 土 遺 物 時期 特記事項 挿図番号 図版番号

SD834 0.32-0,06

SD835 0.26--0.03

SD837 0.28--0.04

SD847 0.28-0.04

SD875 0.4--0.08

SD876 0.45--0.05 中国製白磁

SD884 0 42--0.08

SD887 0.27-0.03

SD907 0.29-0.04

SD940 0。 33--0.12

SD945 0.45-0.1

SD946 0.23--0.03 加工材

SD947 0.22--0,06

SD948 0.35-0.06

SD950 0。 35--0.1 中世土師器

SD951 0.25-0.04

SD952 0.38--0.04 白
田

SD974 0.38-0.06

SD985 0.45-0.1

SD997 **-0.04
SD1014 0.43--0.06

SD1015 0.35--0.06

SD1016 0.19-006
SD1017 0.3-0,05

SD1022 0,17--0.02

SD1023 0.2-0.04

SD1029 0,3-0.02

SD1030 0.22--0.02

SD 031 0.2-0.04

SD 032 0.29-0.04

SD1040 0.25--0.04

SD 0.3-0.1

SD 0。 15--0.02

SD 0.1--0 02

SD 0.25--0.04

SD1075 0.27--0.03

SD1076 0.36--0.07

SD1077 0,75-0.09 区画溝

SD1078 0.43--0.08

SD1085 0.27--0.03

SD1086 0.18-0.03

SD1087 0.4--0.07

SD1088 0.2-0.04

SD1089 0.2--0 03

SD1090 0.17--0.03

SD 27  28 0.8-0。 1 中世土師器 区画溝

SD 094 0.3-0.04

SD 095 28・ 29 0.65--0,17 加工材 区画溝

SD 096 0.23--0.04

SD 097 0.25--0.04

SD 0.15--0.04

SD1099 0.38-0.05

SDl100 0.34--0.02

SDl101 011-0,02
SDl102 0.2--0.04

SDl103 0.18-0.1

SDl107 0.22-002
SDl108 0.17--0,03

SDll12 0.25--0.05

SDll13 03-0.06
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2 遺構・遺物

第 6表 溝一覧G)

遺構番号 建物番号 規模 (幅・深さm) 出 土 遺 物 時期 特記事項 挿図番号 図版番号
SD 0.16-0,04

SD 0.22-0.02

SD 0.15-0.03

SD 0.18-0.02

SD 0.18--0.02

SD 0.26--0.02

SD 0.26--0.04

SD 0。 7-0.06 瀬戸美濃 41, 59

SD **-0.02
SD 0.33--0,04

SDl139 0,2--0.04

SDl140 0.2-0.02

SDl141 0.3-0.02

SDl158 0.28-0.08 区画浦

SDl159 23・ 27 0.3-0.06 区画溝

SDl173 0.2--0.04

SDl174 0,13--0,02

SDl175 0.23--0.02

SDl176 0,15--0.02

SD1219 0.25-0.08

SD1220 0.32-0.02

SD1231 0.2--0.05 瀬戸美濃

SD1246 0.52--0.1

SD1260 0.2-0.03

SD1265 0.32-0,06 区画溝
SP1301 **-0.04
SD1520 40 ? 0.6-0.12

SD2001 2.15-0.2

ヨ蕩完罠員星ひ辞基督量冨烏i業.蓬 近世 89, 91

SD2003 0。 11--0.04 近世

SD2004 0.19--0,06 近 世

SD2005 0,18-0.07 近世

SD2006 0,15--0.03 近世

SD2007 0 3-0.04 近世

SD2008 0 5--0.04 近世

SD2009 0. 5--0.02 瀬戸美濃 近世

SD2010 0 5-004 近世

SD2011 0 -0,05 近世

SD2012 0, 3-0,05 近世

SD2013 0. 2-0.02 近世

SD2014 0. 3--0.02 近世

SD2015 0.09-0.02 近世

SD2016 0.11--0.04 近 世

SD2017 0。 15-0,04 近世

SD2020 0.13-0,05 近世

SD2021 0.2--0.06 近世

SD2022 0.45--0.05 近世

SD2052 12・ 14 ? 0.23-0.04 区画溝 ?

SD2053 0.31-0.09 区画溝 ?

SD2055 0.25-0.ユ

SD2098 12. 14 0.28-004 区画溝

SD2099 12・ 14 0.25-0.03
区画溝 ,
SD2098と 同
一
・9

SD2102 0.19--0.04

SD2117 0.48--0.24

SD2130 0.19-0.02

SD2131 0.21-0.04

SD2163 0,29-0.16
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第 6表 清一覧俗)

第Ⅲ章 開存大滝遺跡

遺構番号 建物番号 規模 (幅・深さm) 出 土 壇還 物 時期 特記事項 挿図番号 図版番号

SD2167 11 0.21-0.1

SD2199 11 0.28-0,03 SD2167と 同
一 ?

SD2200 0。 18--0.04 中世土師器,唐津
SD2201 0.18-0.05

SD2202 0.28-0,05

SD2339 5 0,35--0,16 中世土師器,頼戸美濃,刀子
SD2378 0,44--0.07 珠洲

SD2383 0.5--0.08

SD2384 0.49-0,09

SD2393 0,39-0.ユ

SD2395 0,32-0.08

SD2410 0.38-0,ユ

SD2428 0.22--0.05

SD2429 0.2--0.03

SD2430 0.21--0.05

SD2450 0.16-0.03

SD2454 1.18-0.15

SD3001 2.52-0.ユ

中世土師器,珠洲,瀬戸美濃

景″昂三癖具吾量祐:を警読
瀬
製

，

中
国
板

越
中
底 近世 112,

90^-92,
94

SD3035 0,2-0.05 近世

SD3042 0.52--0.05 近世

SD3046 0.36-0.06 近世

SD3049 0.24--0,04 近世

SD3060 0,44-0,06 近世

SD3067 0.34--0.05 近世

SD3069 **-0,08
SX4018-20A 0.44-0,12 71, 73

SX4018-20B 0.34-**
SX4018-24 0.62-0.16 漆器,加工材
SX4018-25 0.26-0,1

SX4018-26A 0.64-0.12 区画溝 71, 73

SX4018-26B 0.28--0.06 71, 73

SX4018-28 0.54--0.12 区画溝

SX40 0.24-0.05 区画溝

SX40 0,36--0.04

SX40 8-32 0.26-0.06

SX40 0.34-0.04

SX40 0,24--0。 14

SD4031 0.62--0.14

SD4039 0.26-0.04

SD4041 0,6--0.08

SD4046 0.4--0.04

SD4051 0.22-0,05

SD4052 0.24--0.06

SD4059 0,22--0.05

SD4063 0.32-0.1 瀬戸美濃 6

SD4073 0.33-0.06

SD4079 0.28--0.04

SD4082 0.16-0.1

SD4084 0.1-0.2

SD4085 0.22--0.04

SD4086 0.16-0.02

SD500ユ 20.0--0.67 舒辞甥催登響膊詠鸞 103, 105

SD5002 0.M-0。 14

遺構が切り合っていて計測不能な場合*で示した。
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2 遺構 。遺物

第 7表 土坑一覧(1)

遣構番号 建物 平面形 規模 (長 さ。中冨・深さm) 出土遺物 時期 備考 挿図番号 図版番号

SKl 隅丸 1,36-1.3-0,1

SK2 円 0.33--0.32--0.06 石製品

SK7 不整形 2.2-1.9-0.1
中世土師器,桶 ,木札 ,
しゃもじ,櫛 ,/1ヽ札,加
工材

SK8 2 不整形 2.0-1.9--0 06 漆椀,底板,蓋 8

SKll 円 0.6-0.55-0.ユ 瀬戸美濃,近世磁器,加工期

SK12 楕円 2.13-0,7-0.1

SK13 楕円 0.65--0.35--0.04

SK29 円 0,73-0.66-0.08

SK30 隅丸 0.91-0,75-0.04

SK32 楕 円 0,72--0.55--0.04

SK33 円 0.42-0.4-0.06

SK34 不整形 2.15-1.8-0.ユ

SK38 不整形 0,68-0.4-0.ユ

SK46 不整形 1.06--0.9--0.1

SK55 隅九 0.9--0.59--0 25 石鉢

SK67 隅丸 2.07-(1.8)-0.3 中世土師器,櫛 ,加工材
SK73 不整形 0.33-**-0.08
SK81 楕円 0,76-0.46-0.06 鉄 淳

SK83 楕円 0.5-0.35-0,06

SK87 円 1.23-1,08-0.04

SK91 不整形 1.16--1.16--0.04

SK92 不整形 0.67-0.6-0.08

SK93 楕 円 1.45--0 57--0.1

SK97 楕円 0.68-0.42-0.08

SK100 楕円 0.82--0.43--0.1

SK102 楕円 1.35--0.6--0.12

SK105 楕 円 0.57-0.47-0.08

SK108 楕円 1,05--0.86--0.1

SK109 楕円 0,8-0.52-0.12

SK 2 隅丸 0.88-0.84-0.06 中世土師器,焼石
SK 3 楕円 1.17--0.47--0.06 釘

SK 5 円 0.33--0.33--0.06

SK 7 円 1.15--1,15--0,08

SK 41 ? 不整形 1.1--0,87--0.1

SK 楕円 0,92--0.48--0.07

SK l 不整形 0.57-0.55-003
SK 円 0.33-0.25-0,06

SK 円 0.8-0,75-0.28 加工板

SK 楕 円 0。 7-(0.4)-0.08

SK 1 方 2.05-1.9-0.12

SK 1-b 不整形 0,89-**-0.02
SK 円 0.58-0.5-0.14

SK 40 ? 不整形 1.08-0.8-0,04 珠洲,漆椀
SK200 楕 円 0.58-0.31-0.04 加工材

SK20ユ 楕 円 0.5-0.35-0.08

SK202 円 0.35-0.33-0.12

SK204 円 0.48-0.48-0.12

SK205 楕円 0.65--0.52--0.08

SK206 楕円 0。 73-0.32-0.06

SK207 楕 円 0.73-0.3-0,1

SK208 楕 円 0.75-0.27-0.06

SK209 円 0.35-0.33-0.06

SK210 楕円 1.08-0,7-0.16

SK211 隅九 0.88-0.65-0.11

SK219 円 0.45-0.43-0.06

SK220 楕 円 1.35-0.65-0.1

SK222 楕円 0,75-0,37-0.08

SK223 不整形 0.29-**-0.06
SK227 40 ? 隅丸 1.9-1.2-0,08
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第 7表 土坑一覧似)

遺構番号 建物 平面形 規模 (長さ・幅・深さm) 出土遺物 時期 備考 挿図番号 図版番号

SK228 楕 円 1.78-0.44-0.22

SK230 楕円 0.7-0.38-0.06

SK236 楕円 0.67-0.48--0.2 柱,金属製品
SK237 楕円 0.6--0.37--0.06

SK240 不整形 2.8-1.25-02
SK241 不整形 307-**-0,04
SK245 楕円 0.42--0.32--0.06 中世土師器

SK248 不整形 0.22-**-0.14
SK249 不整形 0.68-0.37-0,03

SK277 隅丸 2.35-1.98-0.14

SK278 不整形 **― **-0.04
SK279 不整形 1.98-**-0.16
SK280 楕円 0.8-0.6-0.08
SK281 楕円 0.35--0,23--0,03

SK284 隅丸 0.68--0.58--0,08

SK285 円 0,7-0.6-0.05

SK287 隅丸 1.32-0.62-0,08

SK288 楕円 0,72--0.54--0.06

SK290 不整形 1.16--0.38--0.06

SK292 楕円 1 02--0.46--0.06

SK297 隅丸 0.52-0.5-0.24

S貶 99 不整形 0.95--0.65--0。 16

SK309 楕円 0.84--0.55--0。 16

SK310 楕円 1.12-0.73-0.06

SK318 隅丸 0,9-0.8-0.08

SK328 不整形 1.05-**-0.02
SK329 楕 円 0.78--0.48--0.06

SK331 43 ? 不整形 2.05-1,85-0.06

SK332 隅丸 1.4--1.05--0.06

SK333 不整形 1.65--1.5--0.04

SK337 不整形 0.58-**-008
SK381 不整形 **― **-0,16 瀬戸美濃,銭
SX385 方 10.3--1.56--0.1

SK387 不整形 0.72-0.4-006
SK393 円 0,13-0。 11-** 柱

SK398 不整形 0,75-**-0.14
SK416 楕円 0.35--0.26--0.09 柱

SK428 49・ 50 不整形 1.15-0.9-0.3 56, 58

SK429 49  50 不整形 0.93-0.6-0.22 中世土師器,瀬戸美濃 56, 61, 67

SK437 不整形 1.9-1.0--0.12

SK438 楕円 (0.9)― (0.9)-0.6

SK441 不整形 1.4-0,7-0,12

SK442 不整形 0.37-**-0.08
SK443 52 ? 不整形 0.68-0.64-0.06

SK451 楕 円 0.93-0.56-0.38

SK455 不整形 1.57--1.25--0.26 白磁,加工材
SK456 不整形 1.8-1.78-0.08

SK460 不整形 0.53--0.46--0.06

SK467-b 開 不整形 1.0--0.48--0.16

SK469-a 不整形 0.81-0.57-0.22

SK472 楕 円 0.59--0.37--0,12

SK473 円 0.35-0.32-0.16

SK474 不整形 0.98-0.6-0.3
SK475 不整形 1,1-0。 9-0.1
SK476 円 0.5--0.5--0.06

S斑 77 不整形 0.35-**-0.12
SK481 不整形 2.45-1.52-0,08

SK483 楕円 0.92-0.45-0.22 白磁,須恵器
SK484 不整形 0.71--0.55--0.1

SK498 円 0, 25--0, 21--0. 14

第Ⅲ章 開諄大滝遺跡
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2 遺構・遺物

第 7表 土坑一覧僧)

遺構番号 建物 平面形 規模 (長さ。幅・深さm) 出土遺物 時期 備考 挿図番号 図版番号

SK508 楕円 0. 69-0. 46-0. 06

SK511 不整形 3. 94--2. 09--0. 08

SK517 楕円 1. 25--1. 17--0, 12

SK519 隅丸 0. 82-0, 7-0, 06

SK520 不整形 0,6-**-0.
SK521 不整形 1 6--1. 5--0. 04 中世土師器

SK522 楕円 2. 03-0. 85-0, 1

SK523 不整形 1. 1-0. 62-0. 1

SK525 不整形 0,82-**-0。 1

SK527 不整形 (0.69)-0.32-0.14
SK528 不整形 0.66-**-0.
SK529 円 0. 9-0. 88-0. 18

SK開0 不整形 0, 94-0, 74-0. 12

SK531 楕円 0. 55--0. 32--0. 07

SK534 不整形 1. 15-0. 98-0, 06

SK535 不整形 0.85-**-0.
SK537 不整形 0,67-**-0.
SKM3 楕円 0. 71-0. 5-0. 14

SK554 楕円 0. 9-0. 58-0 06

SK555 不整形 1  06--0. 37--0, 1

SK559 不整形 1 5-1. 1-0. 14

SK564 49・ 50 ? 不整形 0.55-**-0.24
SK566 不整形 0. 53-0. 5-0, 06

SK567 不整形 2. 15--0. 14--0. 32 加工材

SK569 不整形 0, 76--0, 75--0. 1 漆椀

SK574 不整形 0.7-**-0.
SK577 略方 1. 92-1. 67-0。  12

SK577-b 不整形 0,62-**-0.05
SK590 不整形 0。  7-0. 5-0. 2

SK591 楕円 1. 17-0. 63-0. 32 加工材
SK593 円 0, 36--0, 33--0. 08

SK594 楕円 0. 92--0. 37--0。  16

SK596 不整形 2. 0-1. 47-0. 1

SK598 16 ・ 53 楕 円 l 5-1. 26--0. 07 100

SK602 不整形 0.83-**-0.02
SK605 長楕円 1. 1-0. 4-0. 1

SK607 不整形 0.91-**-0,04
SK628 52 ? 楕 円 1. 2--0. 98--0. 4 加工材

SK629 不整形 2. 3-1. 93-0. 16

SK632 不整形 0. 65-0. 55-0. 15

SK635 不整形 2. 55--1, 75--0. 12

SK636 不整形 1.55-**-0.06
SK64ユ 不整形 3. 0-2. 35--0. 13

SK653 楕円 0. 45-0. 27-0. 04

SK654 円 0, 28--0. 23--0. 03

SK655 略楕円 1. 35-1. 05-0. 32

SK656 円 0. 57-0. 5-0, 04

SK676 隅九 0, 84--0. 84--0. 02 焼石

SK677 円 0. 4-0. 35-0. 04

SK678 **― **-0,06 白磁

SK679 円 0. 36-0. 35-0. 14

SK680 不整形 1. 0-0. 64-0. 18

SK682 楕円 0. 6-0. 3-0, 12

SK688 不整形 1. 0--0. 64--0. 14

SK692 円 0. 44--0. 38--0. 2 種子

SK693 楕 円 0. 7-0. 29-0, 16

SK招90 円 0. 37--0. 35-0。  19 鉄 瓶 46, 47

SK711 略長方 2, 74-1. 9-0. 04

SK712 円 0. 63-0. 57-0, 16

SK714 楕円 1. 02-0. 65-0。  16
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第皿章 開諄大滝遺跡

第 7表 土坑一覧は)
遺構番号 建物 平面形 規模 (長さ・幅・深さm) 出土遺物 時期 備考 挿図番号 図版番号

SK716 略方 0.88-**-0.04 金属製品

SK717 不整形 1.23-**-0,3
SK725 円 0. 49-0, 47-0。 18

SK732 不整形 0.48-**-0.08
SK737 楕円 0。 74-0. 33-0. 28
SK738 不整形 1. 87-1. 48-0。  1

SK742 不整形 (1.17)一 **-0,14
SK750 隅丸 0. 85-0. 75-0. 1 石 臼

SK754 不整形 0, 72--0. 55--0. 12

SK758 精円 1. 04-0. 35-0. 1

SK764 不整形 0,64-**-0。
SK770 不整形 0.46-**-0.05
SK782 隅丸 0. 85-0. 77-0. 24

SK800 楕円 0. 75-0. 63-0. 14 加工材

SK805 略方 1. 54--1. 1--0. 08 中世土師器

SK808 隅丸 1. 12-0, 9-0。  1

SK814 不整形 0. 74-0. 64-0. 12

SK815 円 0. 23-0, 18-0. 05

SK817 不整形 0, 78-0. 68-0, 38 年

SK823 円 0. 41-0. 41-0. 22

SK824 不整形 0.37-**-0.
SK829 不整形 1. 17-0, 73-0. 05

SK830 楕 円 0, 68-0. 45-0. 16

SK838 楕円 0. 8--0. 64--0. 53 金属製品

SK839 不整形 0. 6-0. 57-0. 07

SK840 円 0, 35-0, 3-0. 08

SK842 長楕円 1. 3-0, 68-0, 3

SK846 不整形 0。  73--0. 54--0. 14

SK851 円 0.48-0.43-0, 12
SK862 円 0. 42-0.42-0. 06
SK877 楕 円 0。  96--0. 63--0. 16

SK878 略方 1. 24-1. 06-0. 17

SK879 略方 2. 2-2. 0-0. 16 加工板,柱,銭 41, 42

SK880 隅丸 2. 1-1. 75--0, 16 中世土師器,瀬戸美濃 40, 41

SK882 方 1. 0-0. 92-0 1 加工板,加工棒
SK883 不整形 0.62-**-0,
SK885 円 0. 25--0. 22--0。 柱,加工材
SK886 長楕円 0。 7-**-0. 中世土師器,木柄 41, 42

SK888 不整形 0.94-**-0.
SK890 不整形 0.85-**-0.
SK898 楕円 1. 25--0. 35--0。  14

SK908 楕円 0. 51-0. 36-0. 14

SK909 不整形 1. 28--1. 0--0. 03

SK910 楕円 0. 87--0。  71--0. 03

SK913 楕円 0. 85-0. 68-0. 16

SK918 楕円 0, 94-0. 36-0. 06

SK925 略円 1, 22--1. 07--0. 08

SK926 不整形 4.93-**-0.
SK934 円 0. 68-0. 61-0。 ユ
SK938 円 0. 55--0. 48--0。  14

SK939 円 0. 27--0. 25--0. ユ

SK942 不整形 1. 7-0. 53-0. 08

SK944 楕円 0, 77--0. 75--0。  11

SK958 不整形 1.7-**-0.16
SK966 不整形 0.9-**-0,
SK976 楕円 0, 75--0. 46--0. 08

SK978 不整形 1. 15--0. 57--0. 28

SK983 45・ 46 不整形 0. 75-0. 6-0. 03

SK984 楕円 0. 52--0. 42--0。  11

SK1004 不整形 0.25-**-0.
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2 遺構・遺物

第 7表 土坑一覧G)

遺構番号 建物 平面形 規模 (長 さ 幅・深さm) 出土遺物 時期 備考 挿図番号 図版番号

SK1011 不整形 0. 95-0, 62-0. 04

SK1041 楕円 0. 27-0. 2-0. 08

SK1042 楕円 0. 92--0。  36--0. 08

SK1043 不整形 2. 37-1. 93-0. 1

SK1065 不整形 1,7-**-0.12
SK1066 不整形 1. 25-0. 53-0, 06

SK 不整形 0.76-**-0。 警

SK 不整形 1.07-**-0.17
SK 楕円 0. 57-0. 5-0, 18

SK 不整形 0。 72-**-0. 1
SK 不整形 1.4-**-0.16
SK 不整形 (042)― (034)-0.14
SK 125 不整形 0.87-**-0, 1

SK 円 0. 37--0. 33--0。  12

SK 不整形 2. 27-1. 45-0。 12

SK 156 楕 円 0. 65-0. 47-0 2

SK 楕円 0. 36-0. 24-0, 07

SK **-0。 9-0,1
SK 不整形 1.05-**-0.07
SK 不整形 **― **-0.08 集石状

SK 不整形 0。 93-0. 53-0. 1 瀬戸美濃 M

SK 楕円 0. 63--0. 5--0. 04

SK 略円 0. 52-0. 48-0. 05

SK 177 隅丸 2.62-**-0,08
SK 楕円 0. 67-0. 45-0。 18

SK 楕円 0. 58-0. 47-0. 15

SK 楕 円 0. 43-0. 34-0 04

SKl184 不整形 0.18-**-0. 木 蓋

SK 隅丸長方 2. 17--1. 22--0. 12

SK 円 0. 82--0. 8--0. 06

SK 楕円 0。 73-0, 42-0. 08

SK 長楕円 1. 36--0. 3--0. 09

SK **― **-0.38 白磁

SK 不整形 1. 0-0, 73-0, 28

SK 204 長楕円 0. 9--0. 48--0. 04

SK1211 隅丸 1. 0--0. 93--0. 46

SK1213 楕円 0. 92-0. 63-0. 28 青磁

SK1214 円 0. 53-0. 48-0. ユ

SK1217 不整形 2.12-**-0.06
SK1218 不整形 1.9-**-0.24 中世土師器

SK1226 円 0. 5-0. 45-0, 12

SK1233 不整形 0.65-**-0.
SK1234 楕円 0. 5-0. 37-0. 14

SK1242 不整形 0,38-**-0.
SK 楕円 0. 3--0. 2--0. 06 柱

SK 隅丸 0. 78-0. 58-0. 08

SK 不整形 0, 77-0. 48-0, 12

SK 不整形 0.38-**-0.
SK 円 0. 64--0. 6--0. 06

SK 275 楕円 0, 25-0. 17-0, 05

SK 不整形 0. 86-0. 61-0. 2

SK 楕円 0. 38--0. 25--0. 1

SK 0. 8-0. 55-0. 1

SK 円 0, 24--0。  19--0. 02 柱,加工材
SK 525 40 ? 不整形 1. 5--1. 1--0. 03

SK 41 ? 楕 円 1. 6-1. 18-0, 02

SK 40 ? 不整形 1. 4-1. 1-0. 1

SK 楕円 0. 62--0  5--0. 06

SK2023 楕 円 1. 8-1 4-0, 18 近世

SK2024 方 1. 4-1, 4-0。  15 近世
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第Ⅲ章 開帯大滝遺跡

第 7表 土坑一覧俗)

遣構番号 建物 平面形 規模 (長さ 幅 深さm) 出土遺物 時期 備考 挿図番号 図版番号

SK2040 13 ? ・15 円 0. 41-0. 38-0, 4

SK2049 楕円 0. 45-0, 22-0. 06

SK2054 楕円 0. 28-0. 21-0. 03

SK2056 楕 円 0. 85-0. 72-0. 2

SK2062 円 0. 52-0. 47-0, 05

SK2063 不整形 0.86-**-0.
SK2070 円 0. 55--0. 55--0. 07

SK2071 楕円 0. 28-0. 18-0. 1

SK2074 楕 円 0. 48-0, 35-0. 04

SK2083 円 0. 32-0. 31-0. 12

SK2089 方 0。  92--0. 77--0. 07

SK2091 不整形 1. 85-1. 52-0, 14 金箔
SK2092 方 1. 64--1. 64--0. 08 瀬戸美濃

SK2093 不整形 1. 16-0. 9-0. 18

SK2107 円 0. 56--0. 52--0. 1

SK2109 方 1. 86-1. 76-0, 17

SK2112 楕円 0. 61-0. 5-0, 05

SK2118 円 0. 5-0. 45-0. 21

SK2121 円 0. 23--0. 21--0. 09

SK2122 楕 円 0. 27-0. 23-0, 09

SK2125 楕 円 0. 75-0. 65-0. 24

SK2129 円 0. 51--0. 42--0. 12

SK2137 楕円 1. 74-1.4-0 2 白磁 24, 25

SK2138 方 l 6-1. 58-0. 24 しゃもじ 24, 25

SK2139 楕 円 1. 16--0. 67-0. 07

SK2140 楕 円 0。  77--0. 64--0. 09

SK2154 不整形 0. 52-0. 35-0. 07 焼 石
SK2157 万 0. 77-0. 57-0。 12

SK2158 円 0. 46--0. 46--0。  14

SK2165 9 精円 1. 0--0. 88--0. 44 中世土師器 井戸 ?

SK2166 不整形 0. 95-0. 73-0. 12

SK2176 不整形 0, 93--0. 82--0. 05

SK2180 円 0. 45--0. 41-0. 44 殊洲,柱
SK2195 方 l 2-1. 12-0. 2
SK2196 方 1. 6-1. 45-0. 12

SK2197 不整形 0, 8--0. 63--0. 06

SK2212 円 0. 48-0. 45-0. 18

SK2216 円 0. 27-0, 32-0. 15

SK2232 方 1. 48--1. 42--0。  12 瀬戸美濃

SK2236 楕円 0. 25--0. 19--0. 06 柱

SK2241 8 円 0. 55-0. 5-0. 45 漆椀 井戸 ?

SK2256 不整形 1. 11-1. 0-0. 14

SK2280 楕円 0. 61--0. 45-0. 05 珠洲

SK2282 方 1 4-1. 13-0 1
SK2285 方 1. 08--1. 02--0. 42 17

SK2286 不整形 1. 3--1. 2--0. 55 中世土師器,珠洲,瀬戸美濃 井戸 ? 17

SK2291 楕円 0. 37--0. 3--0. 3

SK2296 円 0. 43-0. 47-0. 2 柱

SK2306 楕円 1. 55--138--0. 3

SK2308 円 0.65-0.64-(0.09)
SK2312 不整形 1. 31-0, 82-0, 12

SK2313 不整形 1. 52--1. 36ユー0。  12

SK2315 不整形 l. 51--0. 63--0. 08

SK2316 楕 円 0. 38-0. 28-0. 04

SK2320 円 0. 29--0. 32--0. 08

SK2331 4 方 2. 45-1. 06-0. 1 11

SK2355 3 方 1. 78-1. 02-0. 1

SK2357 円 1. 08--0。  95--0. 22

SK2366 方 2. 25--1. 34--0. 1

SK2373 円 0. 82-0, 73-0, 09

207



2 遺構・遺物

第 7表 土坑一覧年)
遺構香号 建物 平面形 規模 (長 さ・幅・深さm) 出土遺物 時期 備考 挿図番号 図版番号
SK2376 精 円 0, 92-0, 76-0. 1
SK2377 楕 円 0.2-**-0.36 柱

SK2380 方 2. 27-1. 49-0. 35
SK2381 不整形 2.11-**-0。 箸,加工材
SK2385 不整形 0.85-**-0.16 中世土師器
SK2387 不整形 **-0.45-0.15

SK2403 6 不整形 2. 82-2. 65-0. 24

SK2406 4 円 0. 73-0. 71-0. 11 1ユ

SK2411 不整形 4-1. 75--0. 27

SK2413 楕円 1. 03-0, 89-0. 6 伊万里.柱
SK2414 方 1. 6-1. 33-0. 12 柱

SK2415 不整形 0, 74--0. 36--0. 07

SK2425 方 3. 09-1 69-0。 19 白磁,染付
SX2432 **-26.8-0.24
SK2444 不整形 0.4-**-0 2
SK2446 円 0 35-0. 32-0. 13
SK2449 円 1. 2--1. 23--0. 12

SK2465 楕円 1. 33-0. 86-0, 15
SK2466 方 1. 82-1. 11-0. 14
SK2467 楕 円 0. 32-0, 28-0。 2
SK2470 円 (0。 3)― (0.27)-0.H
SK2471 楕円 (0.54)― (0.42)-0,46
SK2473 不整形 (0.8)― (0,73)-0.46
SK2484 円 0. 28-0. 25-0. 15
SK2485 円 0. 28--0. 25--0, 09

SK2486 円 0. 24-0. 26-0. 2
SK2489 楕円 0. 53-0, 39-0. 36 柱
SX4005 1 不整形 0. 84-0. 64-** 集石遺構 6
SK4006 1 不整形 0, 8-0. 48-0. 08 6

SX4018ユ 不整形 2. 18-1. 26-0. 1 小札,加工材,砥石 71, 72
SX4018-2 円 0. 5-0. 44-0. 1 桶 71, 72
SX4018-3 不整形 0.46-**-0. 銅線,砥石 7 72,74

SX4018‐ 4 不整形 1. 16-0. 3-0. 04 加工材 7

SX4018-5 楕円 1. 42--0. 24--0. 08 炭化材,底板 7 穆

SX4018-6 楕 円 0. 5-0. 2-0. 1 加工材 7

SX4018-7 円 0. 4-0. 36-0. 16 加工材 7

SX4018-8 楕円 0. 92-0. 34-0。 1 加工材 7

SX4018-9 円 0, 24-0. 18-0. 06 7

SX4018-10 不整形 0.54-**-0. 加工材 焼土 7

S】酵018-11 円 0. 22-0. 2-0. 06 引手 7 74

SX4018 12 不整形 0. 8-0. 66-0。 14 桶,加工材 7 穆

S�018■ 3 不整形 0.34-**-0. 7 穆

SX4018 14 円 0.66-**-0. 7

SX4018 15 不整形 0,レ ー**-0. 7

SX4018 16 楕 円 0。 98-0. 5-0, 08 7

SX4018 17 楕 円 0.24-**-0.06 7

S�018 18 楕 円 0. 92-0, 32-0. 06 7

SX1018-19 円 0. 3-0. 2-0. 04 7

SX4018-21 楕 円 0, 82-0. 14-0. 04 7

SX4018-27 楕 円 0.55-**-0.08
SX4018 30 楕円 0. 68-0. 36-0, 04
SX4018 34 楕 円 0. 64-0. 18-0. 04
S�018-36 楕 円 0. 56--0. 48--0. 12 71, 73
SX4018‐ 37 楕 円 0.68-0. M-0.2
SX4018 38 楕 円 0. 66-0. 18-0. 04
S�018-39 楕 円 0. 88-0. 48-0. 06 71, 73
SX4018 40 不整形 0.35-**-0,
SX4018 41 楕 円 0. 58-0, 32-0. 06 加工材
SX4018-42 円 0. 52-0. 48-0, 04
S勲018‐ 43 不整形 **-0.4-0,16 箸 7

SX4018-46 不整形 1. 06-0. 68-0. 06 7

SX4018 47 不整形 0.「o4-**-0 7

SX4018-48 楕 円 0. 6-0. 18-0, 02 7
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第Ⅲ章 開律大滝遺跡

第 7表 土坑一覧俗)

遺構番号 建物 平面形 規模 (長さ・幅・深さm) 出土遺物 時期 備考 挿図番号 図版番号
SX4018-49 円 0. 54--0. 44--0. 06 7

SX4018-51 不整形 1. 2-0. 1-0. 14 7

SX4018-52 不整形 0, 7-0. 6-0, 04 焼土 7

SX4018-53 楕円 0. 96--0. 16--0. 06 小柄 7 73.74
SX4021 円 1. 12--0. 9--0. 06

SK4022 不整形 (1.2)― (0.84)-0.1 底板

SK4023 不整形 0,9-**-0, 04
SX4043 円 0. 72-0. 68-** 加工材

SK4047 不整形 2.09-**-0.
SK4048 不整形 1.48-**-0,2 加工材
SX4064 1 精 円 0. 5-0. 37-** 集石遺構 6

SX4065 円 0. 32-0. 35-0. 18 桶 近世 90, 93

S� 066 円 0。 76-0. 82-0, 26 曲物,底板 近世

SK4070 不整形 0。 79-**-0. 1

S斑081 不整形 0.53-**-0. l 加工材

SX4088 円 0, 1-0. 1-0. 34 杭

SK5003 方 1. 8-1. 3-0, 14
SK5004 不整形 1. 14-1 0-0. 23
SK5005 楕円 1. 46--0, 96--0. 1

SK5006 隅九 1. 28-1. 1-0. 08
SK5007 不整形 0. 88-0. 72-0. 23
SK5011 不整形 0, 8-0。  7-0. 13
SX5012 楕 円 2. 5-1. 06-0, 32
SX5013 円 1. 0-0. 9-0, 12 104

SX5014 円 0. 96-0. 94-0. 33 104

SX5015 円 0, 72-0. 7-0 24 漆椀 104

( )内 の数値は復元値。遺構の切り合いなどにより計測不能な場合 *で示した。

第 8表 井戸一覧

遺構番号 関連建物 平面形
規模
(長さ・幅・深さm)

最終
レベル (m)

出 土 壇還 物 備 考 挿図番号 図版番号

SE3 方 1.4--1.35--0.58 中世土師器,漆椀,曲物,下駄,加
工板,加工棒

SE96 円 1.2-116-064 21 12 中世土師器

SE181 2 円 0.8-(0.8)-0.8 20 84 漆椀,桶
SK242 円 0,7-07-006 21.51

SE319 43 ? 円 058-055-0.18 21.39 曲物,加工材
SE470 不整形 11-1.0-052 21.38 漆椀 99, 100 58, 78

SE471 51 ・ 53 楕円 1.02-0.82-0.52 21.14 炉壁,礎石,加工石 97, 98 67, 82

SE524 円 145- 4--0.52 21.44 加工材 噴砂に切られる

SE765 17 不整形 1.06- 02-08

SE804 不整形 1 44--1.34--0,78 21 21
小札,漆椀,加工材,加工捧 ,

石臼

SE819 不 整形 1,92- 3-0.58 21 36 底板,加工棒
SE864 円 0.88-0.85-058 21 34 中世土師器,桶
SE889 不整形 1.05-082-084 21.16 加工棒.石臼 40, 42

SE1010 円 0.86-082-0.62 21 27
SE1026 円 0,84--0.8--0 52 21 36

SE1035 44 ? 円 1.0-088-038 21.10 羽口,加工材
SEl182 円 1 1--0 95--0.3 21.28

SEl194 楕円 1.23-093-0.62 21.24
SE1215 不整形 18-1,15-0.80 21.16

SE1216 円 0,95-0,85-074 21.26 加工材
SE1275 51 ・53 不整形 075-0,7-0.60 21.42

SE2094 方 102-1.02-062 21 52 漆椀,下駄 24, 25

SE2283 円 0.83-0,77-05 21.60 桶,曲物
SE2302 3 円 10-0,95-0.64 21 06 曲物 地震によるずれ 9

SE2340 円 093-093-096 21.25 中世土師器,鎧,桶
SE234ユ 11 楕 円 1.1-1.9-0.86 21 33 瀬戸美濃,桶 23, 25

SE2423 6 方 1.56-145-066 21.30 珠洲,漆椀,桶 ,曲物,底板 ,
竹

13

SE2455 円 068-0.62-037 21 42 稲,底板
SE2488 11? 不整形 と,1--0 94-0 7 21.34

SE4004 l 円 111-108-(0.3) 21.00 6

SE4032 円 086-0。 78-0.4 21.02

( )内 の数値は復元値。遺構の切りあいなどにより計測不能な場合*で示した。
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第10表 木製品一覧(1)

挿  図 挿図番号 図版番号 遺構番号 座 標 種  類 規格 (長 ・幅cm) 材 質 備 考

8 フ SK8 漆椀 51-3.2

ぢ SK8 漆椀 9,3-5.3 ブ ナ

イ SK8 漆椀 9,3-5.3 ブナ

う SK8 漆椀 93-5,3 ブナ

び SK8 蓋 82-5,0

/ SE181 漆椀 67-35

9 SE2302 曲物 27.0--14 0 ヒノキ 上段

SE2302 曲物 27 0--14.0 ヒノキ 下段

SP2317 底板 23--11 ヒノキ

SK2403 漆椀 4,0-3,7 ブ ナ

22 SK2403 漆椀 11.0-8,0 ブ ナ

必 SK2403 漆椀 8.8 ケヤキ

/ SK2403 漆椀 ブ ナ

必 SK2403 漆椀 ブ ナ

クび SK2403

SK2403 33-2.2

穆 SK2403 加工材 10,7-0,7 ヒノキ

〃 SK2403 加工材 9.8-10 ヒノキ

SK2403 加工材 98-1.0 ヒノキ

SK2403 加工材 98-10 ヒノキ

ν SK2403 加工材 98-10 ヒノキ

"

SK2403 加工材 9,8-10 ヒノキ

SK2403 加工材 9,8-1.0 ヒノキ

」D‐ SK2403 加工材 9.8-1.0 ヒノキ

穆 SK2403 加 工材 9.8-1.0 ヒノキ

SK2403 箸 13,6-05

71 SK2403 加工板 30.5--7.8

j9 71 SK2403 /1ヽオし

々 7ユ SK2403 /1ヽオし

71 SK2403 /1ヽオし

イク SK2403 加工材 19 4-3.6

密 SK2403 加工板 17-3.2

密 SE2423 漆椀 3,1-1.5 ケヤキ

あ SE2423 漆椀 9.5-6.2 ブ ナ

SE2455 底板 14.2-85 ヒノキ

SE2455 桶 20,0-53 ス ギ

SK2241 漆椀 15.5 ブ ナ

男 SP2281 箸 22 0--0.6

SE2340 稲 37 8--8 5 二菜松類

SP2479 柱 19-75 ネムノキ

″ SP2480 加工材 45 5--8,0 柱 ?

ω SP2447 加工棒 8.5-1.6

a SE2094 漆椀 11-10.5 ブ ナ

b_9 SE2094 漆椀 4.4-3.1

徳 SE2094 下駄 13.0-6 8 ヤナギ類

7 SE2341 桶 22.0-70 ヒノキ科

α SK2138 しゃもじ 17 0-2.8 ヒノキ

/~9 SK2091 加工板 31-17 同定不可 金箔 ?

/r SK2091 加工板 3.1-17 同定不可 金箔 ?

/~F SK2377 柱 72.0--6.2

D X87Y90Ⅳ 漆椀 10 5--4.1

D X100Y89Ⅲ 漆 蓋 4,0-4.0 蓋 ?

′′
`

A X44Y99 3.2-2.9

Fイア A � 8Y100Ⅱ 蓋 5,0-(4.0) ヒノキ 底板か

Fフ8 SE819 底板 29,0-100

SK591 加工板 29.5-95 桶 ?

ν SD579 漆椀 125 ブ ナ

"
SK879 加工板 100-33 ス ギ

SK882 板 14.3--4 5 四隅に角釘穴有

/ぢア SK882 板 14 3--4 5 四隅に角釘穴有

第Ⅲ章 開諄大滝遺跡
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2 遺構・遺物

第10表 木製品一覧確)

挿  図 挿図番号 図版番号 遺構番号 座 標 種  類 規格 (長・幅cm) 材 質 備 考

/う∂ SK882 建築材 10.8--4,3 ほぞ穴有

/ぢ, SK879 杭 14.8--3.5 二葉松類

アイ0 馳 SK886 柄 13.4-2.8

どイ′ SK879 杭 38,0-2.2 二葉松類 ホブ穴右

ど4F2 74 SK879 杭 38.5--2.3 二葉松類

/密 74 SK879 杭 159--8.5 二葉松類

′46 SK908 柱 21.0-6.5 ニガキ

rFF/ SE864 手桶 28.5-6.2 ヒノキ科

/て9 SD701 X47Y82 容器 16.0-15.0 ヒノキ

/5θ SD647 漆椀 ブ ナ

SD647 底板 ヒノキ

rj4F SP392 抗 205-5.5

/55 SP391 抗 17.3--8.0

/56 SK393 杭 62.3-73

′jア SE3 下駄 (142)-8.5 二葉松類

/58 SE3 曲物 (260)-8.8 ヒノキ

/59 SE3 加工板 25.8-2.0

/鬱 SD6 加工棒 7.3-0.7

′6‐F SD6 X76Y88 漆椀 同定不可

ノ

“

SK7 X75Y881 しゃもじ (145)-5.5 ヒノキ

ノク SK7

′徳 72 SK7 櫛 (7.5)-4.0 ばら科ナシ亜科

′万θ SK200 折敷 17.0-3.0 コゲ有り

′万 SP199 箸 5。 7-0.5

ク0彦 C X69Y90Ⅱ 6.8-2.2

フ¢ C X69Y90Ⅱ 68-22
ク94F C X69Y90Ⅱ 6.8-2.2

ク′θ C X80Y83Ⅱ 漆椀 ブナ

C X35Y90 漆抗 ケヤキ

フイク C X61Y83Ⅱ 漆蓋 ケヤキ 皿か蓋 ?

80・ 81 C X46Y87 加工材 26.7--6.2 ヒノキ

フ/J 80  81 C X46Y87 加工材 26.7--6.2 ヒノキ

2/` 80,81 C X46Y87 加工材 26.7--6.2 ヒノキ

ク′ア C X46Y87 加工材 26 7--6.2 ヒノキ

フ′∂ C X46Y87 加工材 26.7--6.2 ヒノキ

馳 224 SE望018-1 (2.5)― (1.6)

74 229 SX4018-43 箸 14 7-0 7

2う2 SK4022 底板 ス ギ

25θ SK569 漆椀 ブ ナ

25tF SK416 柱 24.0--9.0

263 SE470 漆椀 ブ ナ

104 つ6' SX5015 漆椀 12.5-8.0

▼ ξ SD5001 X39Y621 底板 11.6-0,7

うθε C X67Y78 2.6-1.6

う0イ C X44Y81Ⅲ 下 駄 14.5-10.0 ニガキ

うθ5 E X53Y591 b 下駄 11.0-7.6

」% C X85Y74Ⅳ 底板 8.5-3.2

,0テ C X63Y74Ш 加工板 9.0-6.6

うOB C 蓋 ヒノキ

,2σ SX4065 桶 22.1--11.5 ヒノキ科

327 SX4066 蓋 29.8-93

328 SX4066 曲物 28.0-14.5 ヒノキ科 (ヒ ノキ?)

う6ク A X63Y1021a せ ん 4.6-2.6

欠損している場合は残存している部分の数値を ( )内に示した。
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第11表 石製品一覧

す帝 図 挿図呑号 図版番号 遺構番号 座   標 種 類 規格 (長 幅・重 cm・ g) 材  質 備 考

8 rF SD170 石 臼 115-**-540 凝仄角礫岩

SD170 石 臼 140-**-1300 凝灰角礫岩

A X46Y100] 砥 石 ll.2-4.5-300 砂質泥岩

SE804 石 臼 31.0-**-6000 凝灰角礫岩

′44 SE889 石 臼 306-**-2700 凝灰角深岩 SK2403の 遺物と接合

アイ5 SE889 石 臼 210-**-1500 凝灰角礫岩

/を8 SK676 焼石 17.0-**-2000

//~2 SKl12 焼 石 155-**-2600

2′ぢ C X33Y92 石鉢 115-**-310 疑灰角礫岩

剛 22` S�018 砥 石 3.8-**-50 疑灰岩

ククア SX4018 ll 砥 石 5.8-1-8 泥岩

ク彦∂ SX4018 砥 石 9,0-**-100 泥岩

_23, D X100Y1051 砥 石 2.8-08-4 粘板岩

244 SK55 石鉢 150-**-1000 凝灰角深岩

247 SD513 砥 石 70-**-150 泥岩

255 SE471 礎石 19.5-**-6000 安山岩 ?

クjび SE471 作業石 27,0-**-6800

ιθフ E 五輪塔 25,0-17 5-12600 凝灰角礫岩 水輪

εぅ/7 SD3001 加工石 340-**-4500 凝灰岩 板状

欠損などにより計測不能な場合*で示した。

第Ⅲ章 開存大滝遺跡

第12表 金属製品一覧(1)

挿 図 挿図番号 図版番号 這構番号 座 標 種類 規格 (長・幅・厚・重cm g) 材質 備 考

11 SD2339 刀子 53-08-0.4-3.38 鉄

″ 87・ 88 SD2339 銭 25-**― **-3,70 熙寧元賓

/′ 9 A 漁41Y991d 刀状 8.3-2 4-一 文 2--33.98 鉄

A X39Y107] 刃状 9.0--2,1--0.5--29 12 鉄

A X39Y100Ⅲ 刃】犬 17 0--4.0--2.5--101 61 鉄

′クク A X31Y98Ⅱ ―Ⅲ e 飾金具 62-2.1-0.2-5,84 銅

′23 87  88 A X30Y98Ⅲ 銭 24-**― **-2.63

87・ 88 D X86Y82Ⅳ 銭 2.3-**一 **-2,64 聖宋元賓

/25 87・ 88 D X86Y82Ⅳ 銭 2.3-**一 **-2.24 熙寧元賓 ?

/クb 87・ 88 D X90Y8211 銭 2.5-**― **-2.86 鋼 皇宋通賓

′フア SK817 年 21.7-1.3-03-3803 銅

87  88 SK879 銭 24-**― **-2.99 元豊通賓 ?

′52 SK700 鉄瓶 24-20-13-2140.0 鉄

Fd0 87  88 SK381 銭 2.4-**― **-379 元祐通費

rテ5 SK236 金具 48-1.5-01-427 亜鉛

C X46Y931d 鉄 鏃 55-11-10-7.04 鉄

フθう C X28Y841d 鳶口 165-70-1.0-15± 52 鉄

ク0` C X38Y91Ⅲ 匙 14 5--2 2--0.1--6 27

フθア 87・ 88 C X78Y89] 銭 24-**一 **-316 熙寧元賓

74 222 S�018--53 小 柄 7 5--1.2--0.6--8.38

223 SX4018-11 X88 5Y82 5Ⅳ 引手 26-1.8-0.2-3.35 鉄

225 SX4018-3 銅線 1-13-0.7-4,96

235 D X90Y851 板 208-01-165-11.41

23び D X91Y81Ⅲ 釘 2 6--1.5--0 8-1 87 鉄

7うア D X97Y81Ⅲ 小柄 4.9-1.2-0.4-303

4958 D X91Y83-841 釘 12 2--1 1--1,2--26 38 鉄

SP1522 輪 状 5.6-45-21-29,0 鉄

243 SP81 鉄津 45-37-25-58,79 湯口 ?

24, SKl13 釘 12-0.5-05-03 鉄

フイび SE1035 羽 口 75-6.0-2.0-1667 土 製 鉄付着
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挿 図 挿図番号 図版番号 遺構番号 座 標 種類 規格 (長・幅・厚・重cnl・ g) 材質 備 考

効 84 SK1068 警 6.8-13-0,1-6.46

2,7 87・ 88 SD5001 X69Y59 銭 2.5-**一 **-2.96 開元通賓

フア∂ 87・ 88 SD5001 X76Y59 銭 2.5-**― **-3.28 銅 元豊通費

クテ
'

87・ 88 SD5001 X65Y57 銭 2.5-**― **-3.53 銅 寛永通費

F X75Y601 警 10.2-0.9-1,0-3.35 鋼

C X67Y74Ⅱ 釘 9。 2-0.7-0.7-15.81 鉄

E Xl14Y107 1 釘 5.0-0.5-0.5-2.19 鉄

C X66Y76Ⅲ 環状 2.6-2.6-0.9-6.04 銅

ε/イ C X39Y37皿 輪状 5.8-5.5-0,7-ll.66

X68Y62 金具 105-5,5-2.2-63.71 鉄

C X35Y81■ 羽 口 9,0-9,0-5.0-167.82 土製 鉄付着

C X64Y75Ⅲ 羽 口 4.5-3.0-1.7-44.60 土 製 鉄付着

325 94 SD190 煙管 6.0-09-0.9-2.87 銅

」J0 SD2001 X38Y103Ⅲ 円盤状 3.5-**― **-27.04 鉄

」J` SD3001 X104Y1201a 煙管 7.5-1.0-1.0-4.89 銅

男 ∂ 87・ 88 SX 0 銭 2.9-**― **-6.71 銅 熙寧元費, 2枚重ね

339 87・ 88 SX 0 銭 2.9-**― **-3.41 銅 熙寧元費

340 87・ 88 SX 0 銭 2.9-**― **-2.24 元豊通費

ぢFF 87・ 88 SX 0 X49Y921d 銭 2.3-**― **-2.42 銅 熙寧元賓 ?

」をク 87・ 88 SX 0 X47Y921 d 銭 2.5-**― **-3.49 銅 開元通費

」イう 87・ 88 SX2002 X55Y104 d 銭 25-**― **-2.86 銅

う44 87・ 88 SX2002 X55Y103 d 銭 2.4-**― **-289 鋼 嘉定通費

うb8 A X53Y103 煙管 4.0-2.0-1.7-6.46 銅

う

`9
94 D X100Y95 煙管 5.0-1.0-1.0-389 銅

じ万θ 94 A X65Ylll 警 9.3-1.2-03-8.61

εア/ 87・ 88 A X34Y961c 銭 2.1-**― **-2.08 9枚一括, 2枚重ね

572 87・ 88 A X34Y961c 銭 21-**― **-0.86 銅 9枚一括

うアう 87・ 88 A X34Y961 c 銭 2,1-**― **-1.63 銅 9枚一括, 2枚重ね

うアイ 87・ 88 A X34Y961c 銭 2.1-**― **-347 飼 9枚一括, 3枚重ね

,75 87・ 88 A X53Y1031 銭 2.4-**一 **-2.42 銅 寛永通費

Jttσ 87・ 88 C 銭 2.5-**― **-2.03 開元通費

5ア7 87  88 A X38Y99Ⅱ 銭 25-**― **-3.39

うヌ∂ 87・ 88 D X94Y881 銭 2.4-**― **-1.94 寛永通賓

2 遺構 。遺物

第12表 金属製品一覧確)

銭の場合、規格は径と重さを示している。
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第Ⅳ章 地崎遺跡

遺跡の概要

概   要
地崎遺跡は小矢部市字地崎地内に所在する。地形的には小矢部川と岸渡川に挟まれた河岸段丘状に

立地し,遺跡の約 l km北東に現在の小矢部川の河道がある。調査面積は1,636♂で,標高は22.4～ 22.7

mを測る。現況は水田で, 」R北陸本線の線路沿いに位置する。

検出した遺構は近世の掘立柱建物・柵・溝・井戸・土坑である。掘立柱建物は4棟あり,西狽I調査

区・東側調査区でそれぞれ建て替えが考えられる。建物内部には,土間部分と推定される方形の竪穴

状土坑がある。井戸も, 3基のうち2基は建物の内部あるいは庇下に存在したものと考えられる。井

戸の形態は,井戸側に石組と曲物を使用するもの,石組と到 り抜き丸太を使用するもの,素掘 りのも

のがあり,建物内にあったと推定される井戸は前二者の形態をとる。溝は,自然流路のほかに建物の

敷地を区画したと考えられるものもある。土坑は,建物の周囲に密集し,大小あわせて500余 りを数え

る。その中には柱穴状の小土坑も多数含み,建物の床持柱かとも思われるが, 2棟の敷地が重複して

おりどちらに属するか判断が困難なため,主柱列に並ぶものを建物の柱穴と捉え,その他は土坑に含

めて記述する。ただし,柱根が残るものと土層断面に柱の痕跡 (柱痕)がみられるものは,ピ ットと

して土坑とは別に記載する。

遺物は,土師器・珠洲・八尾・輸入陶磁器・土師質土器・瀬戸美濃・信楽・越中瀬戸・唐津・伊万

里・須佐唐津・木製品 。石製品 。金属製品があり,16世紀末～18世紀前半のものが主体である。特に

越中瀬戸が多く,底部に墨書のあるものが一定量みられる。木製品は,漆器・箱 ?。 曲物・下駄 。加

工木のほか,柱穴に遺存した柱や抗が多い。石製品は,石臼が多く,礎石として用いられたものもあ

る。他に石硯・石外・茶臼・砥石がある。金属製品には煙管・銅銭・馬鍬の刃等がある。

B調 査 経 過

調査は平成 5年 5月 17日 に開始した。調査区の中央には農道があつたが,こ の農道を使つて北側の

水田へ農業用機械が進入するために撤去不可能であった。そのため農道部分は発掘調査を行わず,こ

の農道を境に,調査区を便宜的に西側調査区,東側調査区に分けて調査を行った。表土は水田耕作土

で,層厚約20cmと 薄かったため人力による掘削を行った。まず西側調査区から表土を除去し,西側調

査区の包含層掘削及び遺構精査と並行して東側調査区の表土除去を行った。遺構精査の結果,建物等

の遺構が調査区外に延びる可能性が高いと考え,調査区の東西及び南側に,約 600♂調査面積を拡張し

た。排水溝が東側調査区の S D450の 東側を切つて S K500の 南で曲がり,西側調査区へ続いてSD

403を切つて北へ曲がるように掘られているが,こ の排水溝に囲まれた部分が当初の調査予定区域であ

る。 5月 25日 に,西側調査区から遺構発掘を開始し, 6月 22日 に西側調査区の空中写真測量を行った。

西側調査区は遺構の切 り合いが多く,井戸や礫の詰まった土坑の断ち割り等の残務に時間を要し,並

行して東側調査区の遺構発掘を行った。東側調査区は7月 21日 に空中写真測量を行い,こ のとき西側

調査区の石等除去後の写真測量を兼ねた。全調査を終えたのは7月 27日 である。

C 土    層
基本層序は, Ia層 :2.5YR3/1黒 褐色シル ト (耕作土), Ib層 :5Y4/1灰 色シル ト (床土),Ⅱ a
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2遺 構

層 :2.5Yワ 1責灰色シル ト (遺物包含層), Ⅱb層 :7.5YR4/1褐 灰色ンル トに2.5Y7/3浅黄色砂が粒状ま

たは帯状に混入 (遺物包含層),Ⅲ層 :2.5Y7/3浅黄色砂質シルトまたは砂 (遺構確認面)である。Ⅱ

層の土は,耕地整理による削平のため部分的にしかなく,厚 さは20cmを 越えない。Ⅲ層は,西区北東

端から東区にかけては砂であるため,降雨の後は遺構の崩壊が著しく,こ れを防ぐためにマーキング

を兼ねて固めに溶いた石灰を遺構の肩に塗布し,その粘性によってかろうじて肩を保護し,崩壊した

部分は修復を重ねるという状態であった。なお,当遺跡のように遣構面が軟弱な場合に,樹脂を利用

して遺構を一時的に保護することができないか,Ⅲ層の砂をサンプルとして実験を行っている注l。

遺構内の埋土は,西側調査区と東側調査区で異なった特徴がある。東区の埋土は,褐灰色もしくは

黄灰色のシルト系を主体として,地山の砂や黒褐色粘質土,灰白色シルト等が粒または帯状に少量混

入するパターンが多い。これに対し西区では,上記の異なる様々な上の粒またはブロックが霜降り状

に混じり合うパターンが多くみられ,時折これが遺構の違いなのか同一遺構内の埋土の違いなのか判

断に迷うことがあった。

A 掘立柱建物
1号掘立柱建物 (SBl,第 115～ 118図 ,図版99～ 101)

西側調査区に位置し,切 り合いからSB3よ り新しい。東西棟で主棟方向はN-77° ―W,面積は S

P247か ら西へ続 く東西方向の柱列までを敷地に含めると162.6♂ , S P220の柱列までにとどめると

132♂である。西面及び南面はSD7に より敷地を区画したものと考えられる。

S P299か らS P324ま で東西方向に並ぶ柱列は棟支え柱と考えられる。この柱列のうち柱根が残っ

ていたものは S P 150'S P 194で ,柱の直径は約12cn4であり, S P 194の柱は炭化している。 S P324

は柱は残存 しないが柱穴の底に柱の痕跡かと思われる炭化物が残っている。また S K373の 上面には

集石がみられるが柱の土台とされたものであろうか。

S P249か らS P 143ま で東西方向に並ぶ柱列は北側の上屋柱と考えられる。 S P249の 上面には割

れた石臼が置かれており,礎石に転用したものと思われる。石臼は招 り面の周りが欠損し,底面の方

が残りがよく凹面になっているため柱の座りがよいと思われたか,底面を上にして据えられていた。

S P 285は礫が多く根固めに使用された可能性もある。また上層と下層の境に打ち割つた石がみられる

が,礎石であろうか。この柱列のうち埋土に柱痕が認められるものは S P323,柱根が残るものは S

P143・ S P205で , S P143の柱は直径約15cmで ある。 S P205は 長楕円を呈し,中心に柱が据えられ

ていた。長径124cm,短径30cm,深 さ36calである。柱の径に対して掘形は狭く,中程の深さから柱は掘

形いっぱいになる。このように柱の直径に対して掘形に余裕をもたせないのは,こ の柱を動きにくく

する必要があつたためと考えられ,ま た柱の直径は約20cmで当遺跡から出上した柱の中では最も太い

ことから,大黒柱であった可能性が高いと考えられる。

S P 177か らS P18ま で東西方向に並ぶ柱列は南狽Iの上屋柱と考えられる。このうち柱根が残るもの

はS P17・ S P83で ある。柱の直径はともに約12cmで ある。また S P15は柱痕は確認されなかったが ,

多数の礫がちようど柱を取り囲んだような状態で検出された。これらは根まき石であろう。

S P253か らS P 145ま で東西方向に並ぶ柱列は下屋柱と考えられる。このうち柱根が残るものは S

P145。 S P 175。 S P253・ S P288,埋 土に柱痕が認められるものは S P283で ある。柱の直径はSP

145が約 8 cm, S P 175が根元の大い部分で約18cm, S P253・ S P288が約10cmで ある。

構遺
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第Ⅳ章 地崎遺跡

S P220からS P146ま で東西方向に並ぶ柱列は又下屋柱と考えられる。この柱列のうち柱根が残っ

ていたものは S P298。 S P333で ,柱の直径は S P298で約10cmである。また S K365内 の柱もこの柱

列に並ぶ。また S P362は ,埋土に柱痕が認められる。

S P186か らS P 125ま で東西方向に並ぶ柱列は,埋土に柱痕がみられるか柱根そのものが残ってい

る柱穴であるが,梁方向の柱列には並ばないため床持柱あるいは間仕切り的な柱と考えられる。 SP

125に は柱が残っており,その直径は約10cmで ある。 S P136は柱の表皮のみ残り,S P186は埋土に柱

痕が認められる。 S P327は礫が多く,埋土に炭化物がみられる。

S P247からS P393ま で東西方向に並ぶ北端の柱列は,軸方向が主軸とは若千異なるが,4基の柱穴

が梁方向の柱列に並ぶことから,庇を付けて井戸 (S E278)を 屋根の下に取り込んだ構造と考えられ

る。この柱列のうち柱根が残っていたものは S P209・ S P236・ S P383で , S P236の柱の直径は約

14cmである。また S P208は 断面形から中心に柱が据えられていたと思われる。

井戸,溝の他にSBlに付属する遺構として,敷地内北東隅に位置する土間がある。土坑の項で後

述するが,土間はS K330。 S K394,S K395か ら構成される。また土間よりさらに北に位置するSK

245は整地土坑と思われるもので,位置的には入り回付近を整地したものである可能性が高い。

出土遺物は中国製染付 (S P15)。 越中瀬戸 (S P 175,S P221・ S P241・ S P298・ S P323・ S

P362,S P366・ S P393)・ 伊万里 (S P15'S P241),柱 (S P17・ S P83・ S Pl13・ S P125・

S P175。 S P 194。 S P205。 S P209,S P236・ S P253・ S P277・ S P286。 S P333・ S P383),

礎板 ?(S P 186)。 曲物 (S P194・ S P393)。 加工木 (S P 150'S P 194・ S P241),石 臼 (SP

249)・ 砥石 (S P 175)で ある。遺物の年代と,切 り合いでSB3よ り新しいことから,時期は17世紀

後半～18世紀前半頃と考えられる。

2号掘立柱建物 (SB2,第 119・ 120図 ,図版99。 101・ 102)

東側調査区に位置し,切 り合いからSB4よ り新しい。南北棟で,棟方向はN-5° ―W,面積は南

端の S P616ま でを建物の敦地と想定すると209.8♂ である。

S P 583,S P 540か ら南へ続く中央の柱列が上屋柱, S P469か ら南と東へ続く柱列及び S P682か

ら南へ続く柱列は下屋柱,南端の S P616も 1基であるが下屋柱となる可能性がある。 S P478か ら南

へ続く柱列が又下屋柱と考えられる。北面の S P575か ら西へ続く柱列は屋根の下に丼戸を取 り込む

ために張り出した部分と考えられる。さらにその北側には石列を伴う土坑 S K582が接し,こ れは屋

外ではあるが建物に付属する施設と推測される。また敷地内北東隅にあるS K500は 土間部分と考え

られる。 S K5001こ 隣接して屋外に位置するS K6441よ ,遺物から建物の廃絶に伴う廃棄土坑の可能性

がある。

棟支え柱に関しては,棟の通る位置にいくつかの柱穴は存在するが SB4に みられるような柱列は

ない。中央の 2列の上屋柱が主となって小屋組を支え,小屋組により棟木があげられたものと考えら

れる。上屋柱の柱穴は不整形を呈し,長径は129～ 253硼 ,深 さ29～ 51cmで他の柱穴より規模が大きい。

これらは,柱抜き取り穴としては大きすぎるようで,砂地で軟弱な地盤を整地するために,建築前に

地山の上をシルト系の土と入れ替え鴇き固めたものと考えられる。 SB2よ り古いSB4の棟支え柱

にもこの様な柱穴がみられ,規模はSB2の 方が大きくなっている。建物の軸組構造の中で主要とな

る柱にのみこのような整地が行われたのであろう。このタイプの柱穴に限つていえば,埋土に柱痕を

残すものはSB4の S P584の みで他は一気に埋め戻した土と思われ,掘立柱ではなく礎石など土台

となるものが使用された可能性がある。また同時期に隣接する建物でありながらSBl・ SB3に こ
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の様な柱穴がみられないのは,遺構面の上の性質の違いによるものであろう。調査中も,西側調査区

は比較的安定していたが,砂 を地盤とする東側調査区では降雨の後の遺構の崩壊が激しく,脆い地盤

であった。

柱根が残るものは S P504の みで,柱の直径は約 8 cmである。柱は腐食していた。 S P 526は埋上に

柱痕かと考えられる部分がある。 S P 574は埋土に3～ 10cm大の礫が多量に含まれており,柱の上台と

された可能性がある。 S P 5731ま 長楕円形を呈し,埋土には小礫から30cm大の礫が多く含まれ,ま た

「次工門」の墨書のある越中瀬戸が出上した。建物の北面にあたり,S P 574同様土台として使用され

たものと仮定すると,位置的には柱ではなく壁を支えたものとも考えられる。

出土遺物は越中瀬戸 (S P412・ S P483。 S P 573・ S P581・ S P 586。 S P 632・ S P633)。 唐津

(S P 573・ S P581。 S P632・ S P641)。 伊万里 (S P641・ S P685),柱 (S P504),加工木 (S

P586),石鉢 (S P483)である。切 り合いからSB4よ り新 しく,S K482よ り古い。建物の時期
は,17世紀後半～18世紀前半頃と考えられる。

3号掘立柱建物 (SB3,第 121・ 122図 ,図版99,102,103)

西側調査区に位置し,切 り合いからSBlよ り古い。東西棟で,棟方向はN-86° 一W,面積は92.4

∬である。建物の西面及び南面の柱の並びに平行してSD5が取り図んでおり,溝により敷地を区画
したものと考えられる。

S P81から西へ続く柱が棟支え柱の柱列, S P358及び S P49か ら西へ続 く柱列が上屋柱, S P218

から西へ続く柱列が下屋柱と考えられる。

棟支え柱に関しては,東端の柱穴であるS P81に は径約16cmの腐食した角柱が残っていた。また同

じ柱穴内に上部を角材状に加工した杭が打たれていた。対する西端の S P124か らも,角柱かどうか

は不明であるが S P81と 同等の径の柱が検出された。 S P328は小礫が詰まった柱穴で,柱の上台と

して埋め込まれたものと考えられる。 S P165か らは径約 8 cmの柱が出土した。この S P165に ついて

は南北に並ぶ柱列がないが,棟支え柱列のみ強化するために柱間を狭 くしている可能性もあると考え

SB3の柱穴に含めた。

上屋柱では S P122。 S P153・ S P167・ S P358に柱根が残っていた。ただしS P 1221よ根のような

部分があり,自然木の可能性もある。 S P153は腐食した柱根が残っていた。 S P 167の柱根も腐食し

ているが,径は約12cmで ある。 S P358は東側に礫が詰まっているが,径約12cmの柱根が西端で地山に

約30cm食い込んだ状態で検出された。東側は柱の上台として礫が埋め込まれたのであろうか。 S P58

には柱痕と思われる埋上の違いが認められた。 S P123は 15cm大の礫が数個詰まっており,土台また

は根固め石の可能性がある。 S P149は 上屋柱列に並び径約 6 cmの柱痕が残るが,位置的に対称とな

る柱が無く,床持柱または間仕切り的な柱と考えられる。

下屋柱では S P168・ S P218か ら柱根が出上した。 S P168は 中央に径約12cmの柱が立っており,柱

穴の底から硯が出上した。 S P218の柱根の径は約17cmで西端から出上した。 S P140で は埋土に柱痕

が確認された。

SB3に 付属する土坑として敷地内南西隅にあるS K170がある。規模や形状は土坑の項で後述す
るが,配置からみても厩の可能性があると考えられる。

出土遺物は瀬戸美濃 (S P140。 S P163)。 越中瀬戸 (S P165。 S P168),柱 (S P81・ S P123・

S P165。 S P168。 S P218・ S P358)・ 杭 (S P81)。 加工木 (箱 ?)(S P124)・ 硯 (S P 168)で

ある。これら遺物の年代と,切 り合いでSBlよ り古いことから,時期は16世紀末～17世紀前半頃に
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推定される。

4号掘立柱建物 (SB4,第 123。 124図 ,図版99。 101・ 104)

東側調査区に位置し,切 り合いからSB2よ り古い。南北棟で,棟方向はN-2° 一W,面積は東端
のS P545。 S P618ま でを建物の敷地と想定すると136.5ぽ である。

中央の S P 584か らS P675を結ぶ柱列が棟支え柱で, S P507・ S P 541か ら南に続く柱列が上屋柱

と考えられる。 S P479から南と東に続く柱列が下屋柱と考えられ,東側の 2基の柱穴も下屋柱の可

能性がある。S P496・ S P 522・ S P 536・ S P538の柱列は床持柱あるいは間仕切 り的な柱と思われ

る。棟支え柱及び北側の上屋柱である S P 507・ S P 584・ S P541は不整形を呈し,長径は94～ 166cm,

深さ22～ 41cmで他の柱穴より規模が大きい。これらはSB2同様に,砂地で軟弱な地盤を整地するた

めに,建築前に地山の上をシルト系の土と入れ替えたものと考えられる。

柱根が検出された柱穴は S P475,S P 522・ S P 525,S P 536,ま た柱痕と思われる埋上の違いを

確認した柱穴はS P477・ S P496。 S P584である。柱根の直径はS P475。 S P522が約10cm,SP

525が約20cm, S P 536が 約 7 cmで ,腐食して表皮のみ残っていた。掘形坦土は基本的には褐灰色シル

トが主体で,こ れに地山の砂・砂質シルトや黒褐色粘土質シル トが混入するものが多い。

SB4の 敷地内北東隅に位置する S K677は 不整形の上坑であるが,若干削平されて西側検出面が

低 くなっており,元の平面形とは異なると思われる。またSBlの S K500と 同様に建物の北東隅に

あたることから, SB4の上間部分であった可能性が考えられる。

出土遺物は越中瀬戸 (S P629)・ 伊万里 (S P629),柱 (S P475。 S P 522。 S P525。 S P536)・

円形板 (S P525)である。SB2よ り古く,16世紀頃のものと思われる土師質土器橋鉢が出土したS

K677の上面から柱穴が掘 り込まれていることから, SB4の時期は16世紀末～17世紀前半頃と推定

される。

B 棚   列
1号柵列 (SAl,第 125図 )
西側調査区の南に位置する。 6基の柱穴から構成されるが,排水溝付近にもう1基あった可能性が

ある。柱穴は楕円形を呈し,長径は40～ 60cm前後のものが多く,深さは25～ 30cmである。S P99,S

P25は柱痕らしき埋土の違いを認める。埋土は褐灰色または黄灰色シルトに,地山の砂と灰白色シル

トが混入する土である。東側に関連する遺構があったかもしれないが,撹乱を受けており不明である。

C ピ ッ ト
24号ピット (S P24,第 126図 )

西側調査区のSD5の南に位置する。楕円形を呈し,長径60cm,深さ34cmである。埋土は上層が淡

黄色シルト,下層は灰責褐色粘土質シルトで杭状に突出しており,杭が腐食したか抜き取られたもの

と推測される。切り合いからS K23。 S K126よ り新しい。

51号 ピット (S P51,第 126図 )

SB3の東側,S K170の 南東に位置する。楕円形を呈し,長径60cm,深さは 8 cmである。東端に杭
または柱と思われる木を検出したが,削平をうけて残っている部分が少なく,柱根と断定し難い。埋

土は黄灰色シルトに地山の砂質シルトが混入する土であり,中央には礫がある。

53号ピット (S P53,第 137図 )

SB3の敷地内南側, SD5の北に位置する。楕円形を呈し,深さは25cmである。埋土は黄灰色シ

ルトに地山の砂が混入する上で,中央に径約12cmの加工木が立った状態で出上した。杭であろうか。
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切り合いからS K372よ り新しい。

56号 ピツト (S P56,第 126図 )

SB3の南辺に接し,切 り合いからS K359よ りも新しい。楕円形を呈し,遺構内の東端から柱根を

検出した。柱根は表皮しか残っておらず,表皮内には浅黄色砂が混入する黄灰色シルトが入つていた。

掘形の上は黄灰色シルトに褐灰色シルトと地山の砂が混入する土である。

62号 ピツト (S P62,第 126図 )

S P56の 東側に位置する。切 り合いからSB3よ り古い。楕円形を呈し,中央やや北寄りに柱根が

残っていた。柱の直径は約 9 cmである。埋土は黄灰色シルトに地山の砂が混入する上である。

68号 ピット (S P68,第 126図 )

SB3の南辺に接し建物の柱列には並ばないが,床持柱であった可能性もある。楕円形を呈し,中

心に腐食した柱根が残っていた。掘形の埋土は黄灰色シルトに地山の砂質シルトが混入する土である。

112号ピット (SP■2,第 126図 )

SBlの東辺に接し,切 り合いからSBlに属する S P l13よ りも新しい。楕円形を呈し,長径86c14,

深さ29cmである。中心に柱痕を認める。掘形の上は責灰色シルトに地山の砂が混入する土である。

116号ピット (S Pl16,第 126図 )

直径約15cmの柱が出上したが, SB3を取り囲んでいるSD5の外 (西側)にあり,他に建物とし

て並ぶ柱穴は検出されなかった。円形を呈し,直径54cm,深さは17cmで ある。掘形の埋土は黄灰色シ

ルトに地山の砂が混入する上である。柱の根元約15cmは掘形が無く,軟弱な地盤に沈んだものと思わ

れる。切 り合いからSK■ 7よ りも古く, S Kl16の時期は17世紀以前と考えられる。

135号 ピット (S P135,第 126図 )

SBlの西辺に接し,遺構内の南隅から柱根または杭の根元と思われる木を検出したが,建物の柱

列には並ばない。切り合いからS K134よ り新しい。円形を呈し,直径は60cm,深 さは15cmである。埋

土は責灰色シルトに地山の砂と褐灰色シルトが混入する土である。

144号 ピット (S P144,第 127図 )

SBlの西側の敷地内に位置するが柱列には並ばない。円形を呈し,直径46cm,深 さは36cmである。

中央に柱痕と考えられる埋土の違いを認める。柱痕部分は黄灰色シル トに褐灰色シルトが混入する土

で,柱または杭が腐食したか抜き取られたものと考えられる。

184号 ピット (S P 184,第 139・ 140図 )

SBlの敷地内中央,試掘 トレンチの南に位置する。埋土は責灰色シル トに地山の砂が混入し中央

には礫が多い。北隅から柱根と思われる木を検出した。切り合いからS K389,S K390よ り新しい。

出土遺物は内野山窯系の唐津である。

219号 ピット (S P219,第 127図 )

SBlの東辺に接するが,敷地外で,柱列には並ばない。楕円形を呈し,長径104cm,深さは20cmで

ある。中央に柱痕を認める。掘形の土は責灰色シルトに地山の砂と灰白色シルトが混入する土である。

244号 ピット (S P244,第 141図 )

SBlの敷地内北側,S K394の 北に位置する。楕円形を呈し,長径70cm,深 さは22cmであるb上面

は砂混じりの黒色シルトで礫が覆っていた。その下は黄灰色シル トに地山の砂が混入する上で,最下

層は黒色シルトである。礫の下から直径約 8 cmの柱が出土した。円形板・越中瀬戸も出土した。

271号 ピット (S P271,第 140図 )
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SBlの 敷地内東側に位置し,S K395の東に接する。楕円形を呈し長径は96cm,深 さは30cmである。

南側は底面が一段高くなっているが,そ こから杭を検出した。南側の埋土は地山の砂に黄灰色シルト

が混入する土で,北側の埋土は黄灰色シルトに灰白色シルトと地山の砂が混入する上で 2層 に分かれ

る。上面では埋上の違いがわからず一つのピットとしたが,南 と北で別の遺構であった可能性もある。

281号 ピット (S P281,第 140図 )

SBlの敷地内北側,S K394の北に位置する。ほとんど掘形はなく,直径約12cmの柱根が掘形いつ

ぱいに据えられている。埋土は褐灰色シル トに地山の砂が混入する土で,炭化物を含む。 S K394の

上面から掘 り込まれている。出土遺物は越中瀬戸である。

308号 ピット (S P308,第 138図 )

SB3の 敷地内東側,S K170の 北に位置する。楕円形を呈し,長径26cm,深さは18cmである。柱は

南端に立った状態で出上した。埋土は褐灰色シルトに明褐灰色シルトと地山の砂が混入する上で,単

層である。切 り合いからSBlに属する S P 186よ り古 く,S P309よ り新しい。

326号 ピット (S P326,第 143図 )

SBlの東側に位置し,S K402に接する。杭または柱と思われる直径約10cmの木が中央に立った状

態で検出された。円形を呈し,直径は52cm,深さは20cmである。埋土は基本的にはシルト系の上に地

山の土が混入する上で, 2層 に分かれる。切 り合いからS K402よ り新しい。出土遺物は伊万里である。

350号 ピット (S P350,第 134図 )

SBlの西狽1敷地内に位置し,S K363に接する。切り合いから,SBlに 属するS P298,及 びS

K363, S K349よ り古い。深さは17cmで浅いが,南側に腐食した木があり,柱根の可能性がある。埋

土は灰白色シルトに地山の砂が混入する土で,中央には礫がみられる。

351号 ピット (S P351,第 135図 )

SBl,SB3の 西側敷地内,試掘 トレンチの北側に位置する。楕円形を呈し,深 さは19cmで ある。

埋土は酸化鉄を含むにぶい黄橙色シル トー層で,細杭が検出された。切り合いからS K160よ り新しい。

377号 ピット (S P377,第 139。 141図 )

SBlの敷地内北側,S K394の北に位置する。埋土は基本的にはシルト系の上に地山の砂が混入す

る上で,何層かに分かれる。上面には礫が覆い。中央が一段深 く掘 り込まれており,そ こから杭また

は柱の根元と思われる木片を検出した。切 り合いからSBlに 属するS P362,及びS K378。 SP

244よ り古 く, S K245。 S K379。 S K380。 S K382よ り新しい。

410号 ピット (S P410,第 143図 )

西側調査区の東端, S K402の西に位置する。掘形は無く杭が打ち込まれていた。付近にはS P420,

S P421等 ,当遺構と同様に直接地山に打ち込まれた杭や, S P218, S P219, S P326等 掘形をもつ

ものが散在するが,位置的には不規則で,建物の柱列に並ばず,性格は不明である。

420号 ピット (S P420,第 143図 )

西側調査区の東端, S K402の西に位置する。 S P410と 同様に掘形は無く杭が打ち込まれていた。

421号 ピット (S P421,第 143図 )

西側調査区の東端, S K402内 に位置する。 S P410と 同様に掘形は無く杭が打ち込まれていた。

459号 ピット (S P459,第 127・ 131図 ,図版104)

S D450の 北側に位置するピットで,杭が東側と北側に2本打ち込まれていた。上面には集石がみ

られ,その中に混じつて破損した石臼の一部が出上した。集石の下の土層は二層に分かれており,杭
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の先端は下層から土中約40cmの深さまで達 していた。隣にはこの遺構 と同じく集石 と杭のみられる遺

構 S P460があり,同 じ性格のものと考えられる。

460号 ピット (S P460,第 127・ 131図 ,図版104)

S P459の 隣に位置する土坑で, S P459同様杭が 4本打ち込まれていた。 1本は西側にあり, 3本

は東側に少し間隔をあけながら並んだ状態で打ち込まれていた。上面には集石がみられ,坦土は褐灰

色シル トに地山土が混入する土一層である。杭は S P459と ほぼ同じ深さまで打ち込まれている。こ

れら二つの遺構を断ち割る際,杭の先端まで掘ると水が湧き出してきた。地山も砂であるから,軟弱

な地盤に杭を数本ずつ打ち込み,さ らに石で根元を固めて何かを固定したものと推測される。また S

D450を隔てた対岸に, 2箇所の集石がみられる。S D462・ S D467の 西端に位置するものである。

この 2箇所の集石下から杭は検出されなかったが皿状に落ち込み S P460同様の上が堆積していた。

これら4箇所の集石が同じ性格のものであるなら, S D450に架かる簡易な橋を固定したものとも推

測される。 S D460の 出土遺物は杭の他に板状の加工木がある。

461号 ピット (S P461,第 127図 )

S P460の 北偵1に位置する。円形を呈し,ほぼ掘形いつぱいに柱を検出した。柱の径は約15cmであ

る。

519号 ピット (S P519,第 127図 ,図版104)

SB2及 びSB4の 敷地内西側に位置する。柱列に並ばないが床持柱の可能性も考えられる。楕円

形を呈し,長径56cm,深 さ29cmである。中央から直径約15cmの柱が出上した。柱の根元は地山に若干

食い込み,掘形の埋土は灰黄褐色シルトである。

529号 ピツト (S P529,第 127図 )

SB2・ SB4の敷地内東側に位置し, SB2に属する S P483に接する。精円形に近い不整形を呈

し,長径56cm,深さ19cmである。坦上に柱痕と思われる埋上の違いを認める。埋土は,柱痕部分は灰

黄褐色砂質シルト,掘形は灰白色シル トに黄灰色シルトと地山の砂が混入した上である。切り合いか

らS P483よ り古い。

549号 ピット (S P 549,第 123・ 124図 )

SB4の敷地内中央に位置する。SB4の柱穴である S P 5981こ接し,切 り合いからS P 598よ り古
い。柱穴内のやや北寄りに直径約 7 cmの柱根が残る。掘形の埋土は褐灰色シルトに地山の砂と責灰色

シルトが混入する上である。

619号 ピット (S P619,第 127図 )

東側調査区の S E634の西に位置する。楕円形を呈し,長径90cm,深 さは32cmである。中央に柱痕を

認める。根元と考えられる部分は地山に突出しており,杭か柱が食い込んだものと思われる。

665号 ピット (S P665,第 147図 )

調査区東端,S K645の 東に位置する。やや不整な楕円形を呈し,長径52cm,深さ16cmで ある。中心

よりやや北寄りに柱痕と考えられる埋上の違いを認める。柱痕部分の埋土は黒褐色砂質シルトで締ま

りがやや悪 く,掘形には地山土を埋め戻している。 S K645の 周囲にはこれを取り巻 くように柱穴状

の小土坑がみられ, S P665も そのひとつである。 S K645に 関連する柱穴群であろうか。

672号 ピット (S P672,第 146図 )

SB2の敷地内東側,S K500の上面から掘 り込まれており,中央に柱痕がある。柱痕のまわりには

柱の表皮のみ残っている。掘形の埋土は褐灰色シル トに地山の上が混入する土である。円形を呈し,

22望
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第125図 遺構実測図
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2遺 構

直径は21cln,深 さは19cmで ある。 SBlの 柱穴の可能性があるが,柱列に並ばない。

D 溝
1号溝 (SDl,第 128・ 129図 )

西側調査区の東端に位置する南北方向の溝で,北側は農道下にのび,東肩は若干撹乱をうけている。

幅170cm,深さ62cmである。埋土は何層かに分かれるが,基本的には下層に粘土質シルトが堆積し,上

層に若干の礫が混入するシルト系の土が堆積する。底の標高は南側で22.33m,北側で22.16mを測り,

北へ向かって傾斜している。

東側調査区の S D450の 方へ向かうが, S D450は東から西へ向かって流れており,埋土も異なるの

で別の遣構と考えられる。

出土遣物は越中瀬戸,漆器,煙管である。煙管は上層から出土しており,埋土と包含層の間から唐

津内野山窯の製品が出上していることから,溝は17世紀頃の遺構で,17世紀末～18世紀前半頃に埋ま

ったものと推測される。

2号溝 (SD2,第 128。 130図 ,図版105)

西側調査区の西側に位置する南北方向の溝で,北側は調査区外へのび,南側はS D403に接するが切

り合いは不明である。幅は380cm,深さは32cmである。 SD5・ SD7が 建物の敷地を区画する溝と

考えられる一方,当遺構はこの集落を大きく区画する溝と考えられる。

基本的には幅広の 1条の溝と考えられるが,底は 3条の溝が平行して走るような地山の高まりがあ

る。中央の地山の高まりと,溝の底の高低差は20～ 40cmである。 3条の溝状のプランは溝全体を10cm

程下げた時点で検出され,dセ クション付近までは明瞭であつたが,S D403と 接する辺りで不明瞭に

なった。形状から人工的に掘られた溝と考えられるが,なぜこの様な形状を呈するのか不明である。

出土遺物は,珠洲・土師質土器・越中瀬戸・唐津・伊万里,漆器・加工木,石臼,金属製品である。

唐津内野山窯製品の小破片を下限と考えると,溝は17世紀末～18世紀前半頃に埋まったと推測される。

5号溝 (SD5,第 128。 132図 ,図版105)

SD3の 西側から南側を囲むように巡る溝で,敷地を区画する溝と考えられる。幅は最も広い部分

で80cm,深 さは19cmで ある。埋土は責灰色シルトである。北側は調査区外にのび,南西のコーナーは

SB3の敷地に合わせて直角に曲がり, SB3の西辺を過ぎた辺りでやや内側に入り再び西へ向かう。

西側ではSD6が 平行に走っているが,切 り合いからSD5が SD6よ り新しく,当初 SD6の 流路

であったものが,後でやや南の方へ付け替えられたものと考えられる。

切り合いから,柱根のあるS P62,及びS K106。 S K107・ S K133よ り新しく,S K133か ら胎土

目の唐津が出上していることから, SD5は 16世紀末～17世紀後半に造られたものと考えられる。ま

た,埋土から伊万里の青磁皿が出土していることから,17世紀後半頃に埋まったものと推測される。

6号溝 (SD6,第 128。 132図 )

SB3の南西に位置し,切 り合いからSD5の付け替え前の溝と考えられる。幅は42cm,深 さは10

cmで ,埋土は責灰色シルトに地山の砂質シルトが混入する上である。

7号溝 (SD7,第 128,132図 )

SBlの 西側から南西端にかけて検出された溝で,幅30cm,深 さ12cmで ある。埋土は黄灰色シルト

に地山の砂質シルトが混入する上である。 SBlよ り南西に位置するS K29,S K30の上面にもこの

溝の埋土が確認されたが,薄 く残っているだけだったため精査中にみえなくなってしまった。もとは

S K29付近で西へ曲がり, SBlを 取 り囲んでいたと推測される。切 り合いからS K134よ り新しい。

2Z2



第Ⅳ章 地崎遺跡

8号溝 (SD8,第 128・ 132図 )

SD2と SD5の 間にある細い溝で,幅32cm,深 さ 6 cmである。埋土は黄灰色シル トに地山の砂質

シルトが混入する上である。浅いため途切れがちで南北に続きがあつたのかどうかは不明である。

9号溝 (SD9,第 128・ 130図 )

西側調査区の南側にある溝で,S D10・ S Dllと 平行に走るが,性格は不明である。幅Mcm,深さ

7 cmで ,埋土は黄灰色シルトに地山の砂質シルトが混入する上である。

10号溝 (S D10,第 128。 130図 )

西側調査区の南側にある溝で, SD9。 SD■ と平行に走るが,性格は不明である。幅は最も広い

ところで210cm,深さ10cmで ,埋土は褐灰色シルトにピートが混入する土である。

11号溝 (S Dll,第 128。 132図 )

西側調査区の南側にある溝で, SD9・ S D10と 平行に走るが,性格は不明である。幅40cm,深 さ

12cmで,埋土は黄灰色シルトに地山の砂質シルト,ピート,植物遺体が混入する上である。

403号溝 (S D403,第 128。 130図 ,図版105)

西狽1調査区の西端に位置する溝である。SD2と接するが,切 り合いは不明であつた。北側は深さ

14cmと浅く,埋土は地山の砂質シルトに灰白色シルトが少量混入する上で,南端では深さ40c4で埋土

は黄灰色シルトに地山の砂質シルトと灰黄褐色粘質シルトが混入する土である。

南側の,東肩が直線的になる部分が本流で,北狽1は氾濫により地山が削られた部分ではないかと考

えられる。幅は北の最も広いところで760cmであるが,南の本流と推測する部分では,底に礫が集まっ

ている辺りが最も低く,西の方へ向かって高くなっており,本来の溝の幅は 3～ 4mと推測される。

上面からS D405が掘 り込まれており, S D403が古い。出土遺物は越中瀬戸・伊万里,加工木で,遺

物の年代から溝は17世紀～18世紀の遺構で18世紀後半～19世紀初頭頃に埋まったものと推測される。

4髄号溝 (S D404,第 128,132図 )

調査区西端の細い溝で,流路は直角に曲がる。幅22cm,深 さは 6 cmで浅く,北側は途切れる。埋土

は責灰色シルトで,時期は不明である。

405号溝 (S D405,第 128・ 130図 )

調査区西端に位置し,S D403の上面から掘り込まれている。幅は最も広いところで120cm,深 さは

7 cmで浅く,南側は途切れる。埋土は褐灰色シルトに小礫と炭化物が混入する上である。

出土遺物は越中瀬戸の小破片である。 S D403よ り新しいので,18世紀後半～19世紀初頭以降の溝と

考えられる。

450号溝 (S D450,第 131・ 144図 ,図版105)

東側調査区の北側を東西に走る幅約 2m,深 さ30cmの溝である。埋土は,上層が褐灰色シルトに地

山の砂質シルトが混入する土で,下層は灰責褐色砂質シルトである。下層には植物遺体が多く含まれ

ていた。

底面の標高は西端で22.28m,東 端で22.48mを測り,西へ向かって傾斜している。西端は南に向かっ

て緩やかに湾曲し,西側調査区のSDlの 方向へ向かっているが, SDlは北へ向かって底面が傾斜

しており埋土も異なるため,別の遺構と考えられる。

切 り合いからS K451よ り古 く, S D455。 S K415・ S K4叉 。S K456よ り新しい。 S K454か ら登

窯期の製品と考えられる越中瀬戸皿が出土しているため,S D450は 17世紀以降に造られたと考えら

れる。また,埋土から越中瀬戸 。唐津・伊万里が出土しており,その年代から溝は17世紀末～18世紀
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2遺 構

前半に埋まったものと推測される。

455号溝 (S D455,第 131図 )

東側調査区の S D450の北に位置する。幅22cm,深さ14cmで ,埋土は褐灰色シルトに地山の砂が混入

した土である。切り合いからS D450よ り古く,S K415よ り新しい。 S K415から越中瀬戸が出土して

おり, S D455の時期は17世紀前半頃と考えられる。

462号溝 (S D462,第 131図 ,図版105)

東側調査区の S D450の南に位置する。幅56cm,深 さ16cm,埋土は褐灰色シル トに地山の砂が混入す

る土である。西端に集石がみられる。南側の S D467と平行し,埋土も同様の幅,深さ,埋上であるこ

とから2つの溝に挟まれた幅約 lmの範囲が,公的あるいは建物に伴う私有の道であった可能性が考

えられる。

遺物は伊万里の一重網目文の陶胎染付が出土しており,S D467の時期も併せて考えると,溝は17世

紀末～18世紀前半頃に埋まったと推定される。これはSB2の廃絶の時期とも重なり, SB2に伴う

ものであった可能性が高い。

4o3号溝 (S D463,第 131図 )

東側調査区の S D450の 北に位置する。幅26cm,深 さ20cm,埋土は褐灰色シルトに地山の砂が混入す

る上である。切り合いからS D464よ り古い。

464号溝 (S D464,第 131図 )

東側調査区の S D450の北に位置する。幅21cm,深さ23cln,埋土は明褐灰色砂質シルトに地山の砂が

混入する土である。切り合いからS D463よ り新しい。

467号溝 (S D467,第 131図 )

東側調査区の S D450の南に位置する。幅77cm,深 さ16cm,埋土は褐灰色シル トに地山の砂が混入す

る上で,西端に集石がみられる。 S D462と 同様の性格のものと考えられる。刷毛目唐津の抗が出土

しており,溝は17世紀後半～18世紀前半頃に埋まったと推定される。

471号溝 (S D471,第 131図 )

東狽1調査区の S D450の南に位置する。幅38cm,深 さ8 cm,埋土は地山の砂質シルトに褐灰色シルト

が混入する上である。切り合いからS K470。 S D467よ り古い。胎土目の唐津が出土しており,溝は

16世紀末～17世紀初頭頃に埋まったものと考えられる。

473号溝 (S D473,第 131図 )

東側調査区の S D450の南に位置しS K470の 下から検出された溝状の遺構である。幅23cm,深 さ11

cm,埋土は褐灰色シルトに地山の砂が混入する土である。出土遺物は瀬戸美濃の志野九皿で,S D467

より古いことから,溝は16世紀末～17世紀初頭の遺構と考えられる。

542号溝 (S D542,第 146図 )

SB2,SB4の 敷地内東側,S K677の上面に掘られた短い溝状の遺構である。幅22cm,深さは 5

cmで ,東へ向かって深くなっている。埋土は黒褐色シルトである。切り合いからS K677よ り新しく,

S K500の南辺に平行であることからSB2に 関連する遺構の可能性もあるが,性格は不明である。

647号溝 (S D647,第 147図 )

調査区東端,S K644の上面に位置する細い溝状の遺構である。方向は建物や土坑の向きとは異なり,

関連性はないものと考えられる。幅は42cm,深 さは 7 cmである。埋土は褐灰色シル トで,砂が混入す

る。切 り合いからS K644よ り新しい。
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2遺 構

E 井
278号井戸 (S E278,第 115。 133図 ,図版106)

井戸側が石組,水溜に曲物を使用する井戸である。西に接するS K279と は埋土の切 り合いがなく,

S K279が S E278を構築する際に同時に掘られた浅いテラス部分と考えられる。掘形の平面形は楕円

形で直径盈cm,深さは136cm,底 の標高は22.05mで ある。地山は表面に 5～ 7c14の浅黄色シルトがあ

り,その下は浅黄色砂,灰色砂が堆積している。井戸は灰色砂の途中まで掘り込まれており,湧水は

井戸底より約10cm下 で確認した。石組は,最下段の石が曲物の上面に少しかかる程度に置かれ,上に

向かってわずかに開き気味に積まれる。石は10～20cm大の長方形の河原石を使用し,放射状に置く。

曲物は径27cm,高 さは23cmで二箇所で樺皮綴じされたものであったが調査中に崩れてしまった。下部

には釘穴があることから,底板を外し転用したものと考えられる。水溜部分の掘形は約30cmで曲物に

対して狭く,裏込めの上はシルト・砂質シルトである。石組部分の裏込めはシルト・粘土質シル トを

用いより強固にしている。井戸内部の埋土は褐灰色シルトにブロック状の黒褐色シル トと粒状の浅黄

色砂質シルトが混入する上である。

530号井戸 (S E530,第 120。 133・ 145図 ,図版106)

井戸側が石組で水溜は到 り抜き九太の井戸である。掘形は径約2.3mの 円形を呈し,深 さは63cm,

底の標高は22.32mで ある。地山は表面に浅責色シル トが20～ 30cm堆積し,その下は褐灰色砂礫,青灰

色砂となる。井戸は黄褐色砂礫の途中まで掘られ,湧水は灰色砂を20cm掘 り下げた時点で確認した。

井戸の掘形の埋土は,石組を囲む固くしまったシルトと,さ らにそれを取り囲む砂質土に分けられ,

この埋上の違いは真上からみると二重円を描いたようにみえる。石組は椀状に緩やかに開く形態で ,

積み上げるというよりも,む しろ井戸側をシルトで固めその表面が崩落するのを防ぐために大小の石

を隙間無く貼 り付けたという構造である。また S E278の 曲物直上の石のように水溜の九太を押さえ

るように置かれた石はなく,丸太の上面は露出しており装飾のためか 3～ 5硼の間隔で放射状に線刻

されている。掘形は底部が狭く,丸太の半分程の高さから上に向かって皿状に広がる形態である。掘

形の狭い水溜下半部分の裏込めには径 2～ 5c14の比較的細かい石を充填し,上部では10cm前後の石を

用いて固定させている。

この井戸の構築の順序は次のように推測される。はじめに2m余 りの穴を掘 り,水が湧き出た辺り

をさらに15cm程掘 り下げ,水溜となる今」り抜き九太を据える。石をいれて裏込めした後,穴の外側か

ら掘り返した地山の砂を埋め戻す。井戸狽1を よく締まるシルトで固め,さ らに石を貼って完成させる。

また井戸底から曲物が出土した。底板が無く,水を浄化させるための装置とも考えられるが,曲物を

据えるための掘形が確認されなかったため井戸構造の一部として固定されたものとは断定しがたい。

井戸内の埋土は,最下層が黒掲色粘質土,下層が灰色砂,上層は褐灰色シル トに地山の浅黄色砂・

黒褐色粘質土・礫等が混入する土である。下層及び最下層は井戸使用時に堆積したもので,上層は埋

め戻しの際の土と考えられる。

634号井戸 (S E 634,第 133図 ,図版105)

東側調査区の南端に位置する素掘りの井戸である。 SB2の柱穴 S P635の埋上の下から検出され,

S P635よ り古いと考えられる。直径は約60cmの円形を呈し,底面の標高は22.19mで ある。似たよう

な板状加工木が 7点出土しており,井戸側かあるいは井戸の上部施設に使用されていた部材の可能性

も考えられる。隣に柱痕のあるS P619があり,覆い屋が付いた可能性もあるが,南側は調査区外で実

証性は低い。

一戸
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F 土

14号土坑 (S K14,第 135図 )

SBl・ SB3の 敷地内西側に位置し,南側は試掘 トレンチに切られる。埋土は黄灰色シルト,褐

灰色シルト,黒色粘質土シルト,地山の土が混じった上で,単層である。炭化物と木屑を含む。切り

合いからS K160よ り新しい。

16号土坑 (S K16,第 136図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。平面形は切り合いのため不明であるが, 2m
前後の大型の土坑である。埋土は,基本的には黄灰色シルトに地山の砂が混入する土で何層かに分か

れ,下層には黒褐色ピート層や灰色粘土質シル ト層がみられ,炭化物が混入する。切 り合いからSB

lに属する S P15。 S P17,SB3に 属するS P35。 S P 165,及 びS K34。 S K39。 S K344よ り古

く, S K325よ り新しヤヽ。

19号土坑 (S K19,第 125図 )

西側調査区のSAlの東に位置する。方形を呈し,長辺は138cm,深さは19cm,埋土は黄灰色シルト

に地山の砂が混入する土で, SAlに近接するが性格は不明である。

27号土坑 (S K27,第 128図 )

西側調査区のSD7に切り合う土抗で, SD7よ り古い。浅い落ち込み状の遺構で,埋土は責灰色

シルトに地山の砂が混入する上である。出土遺物は越中瀬戸である。

29号土坑 (S K29,第 136図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。楕円形を呈し,長径は84cm,深さは24cmであ

る。坦土は褐灰色シルトに灰白色シルトが混入する上の単層で,ピートと酸化鉄が含まれる。切り合

いからS K30よ り古 く,S K102よ り新しい。また,当初 SD7の上が上面にみえていたが,薄かった

ため精査中にみえなくなってしまった。

30号土坑 (S K30,第 136図 )

SB3の敦地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。円形を呈し,直径は110cm,深さは26cmである。

埋土は褐灰色シル トに灰白色シル トが混入する上の単層で,炭化物が含まれる。切 り合いからSK

29,S K31・ S K102・ S K360・ S K361よ り新しい。また,当初 SD7の 土が上面にみえていたが ,

薄かったため精査中にみえなくなってしまった。出土遺物は加工木である。

31号土坑 (S K31,第 136図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。楕円形を呈し,直径は70cm,深さは24cmであ

る。坦土は明褐灰色シル トに灰白色シルトが混入する上の単層で,ピートと酸化鉄が含まれる。切 り

合セヽからS K30よ り古く, S K101・ S K360。 S K361よ り新しい。

34号土坑 (S K34,第 136図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。円形を呈し,直径54cm,深さは23cmである。

埋土は黄灰色シルトに地山の砂と礫が混入する上で,単層である。切り合いからS K35よ り古い。出

土遺物は唐津である。

35号土坑 (S K35,第 136図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。円形を呈し,直径70cm,深さ25cmである。切

り合いからS K34よ り新しい。SB4の南北方向の柱列に並ぶが,東西方向では若干位置がずれる。

補助的な柱穴の可能性もあるが,土坑に含めておきたい。

坑
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38号土坑 (S K38,第 137図 )

SB3の 敷地内南側, SD5の北に位置する。楕円形を呈し,長径は64cm,深さは36cmである。埋

土は黄灰色シルトに地山の砂が混入する上で,礫を含む。切り合いからS P53・ S K372よ り新しい。

39号土坑 (S K39,第 136図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。楕円形を呈し,長径は90cm,深さは30cmであ

る。埋土は責灰色シルトに地山の砂が混入する上で,単層である。埋土中には小礫が多く,木片も混

入していた。切り合いからS K344よ り新しい。出土遣物は中国製白磁,加工木である。

43号土坑 (S K43,第 137図 )

SB3の敷地内南側, SD5の北に位置する。円形を呈し,直径は68cm,深さは20cmである。埋土

は褐灰色シルトに地山の砂が混入する土で,酸化鉄と礫を多く含み,礫の中には打ち割ったものも含

まれる。 SB3の補助的な柱穴の可能性もあるが柱列には並ばない。出土遺物は越中瀬戸である。

79号土坑 (S K79,第 121図 ))

SB3の敷地内東側,S K170の西に位置する。楕円形を呈し,長径70cm,深さは21cmである。埋土

は黄灰色ンルトに地山の砂と炭化物が混じる。出土遺物は伊万里小杯で,遺物の年代から時期は17世

紀前半頃と推定され, SB3の柱穴であった可能性があるが,柱列には並ばない。

86号土坑 (S K86,第 138図 ,図版102)

SB3の 敷地内東側,S K170の北に位置する。楕円形を呈し,長径は60cm,深 さは27cmである。

埋土は基本的には黄灰色シルトに灰白色シルトと地山の砂が混入する上で, 3層 に分かれる。切り合

いからSB3に属するS P81よ り古く,S P87よ り新しい。

87号土坑 (S K87,第 138図 )

SB3の敷地内東側,S K170の 北に位置する。円形に近い不整形を呈し,長径は98cm,深さは42cm

である。埋土は灰黄褐色シルトに黒褐色シルトが混入する上で,多量の小礫と酸化鉄を含む。切り合

いからS K86よ り古い。出土遺物は越中瀬戸・須佐唐津である。

90号土坑 (S K90,第 125図 )

西側調査区のSAlの東に位置する。長楕円形を呈し,長径170cm,深さ24cm,埋土は基本的には黄

灰色シル トに灰白色シルトと礫が混入する上で,何層かに分かれる。SAlに 隣接するが性格は不明

である。

93号土坑 (S K93,第 125図 )

西側調査区SD5の 南側, SAlの東に位置する。楕円形を呈し,長径68cm,深さ16cmで,柱穴状

の小土坑であるが性格は不明である。出土遣物は瀬戸美濃・須佐唐津である。

100号土坑 (S K100,第 128図 )

西側調査区のSD5の東,試掘 トレンチの西に位置する。円形を呈し,直径48cm,深 さ26cmである。

埋土は黄灰色シルトに地山の砂が混入する上である。出土遺物は唐津である。

101号土坑 (S K101,第 136図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。楕円形に近い不整形を呈し,長径は108cm,深

さは27cmである。埋土は責灰色シルトに地山の砂と褐灰色シル トが混入する上で,単層である。西側

の隅から木片が出土したが,杭ではないようである。切り合いからS K31よ り古い。

102号土坑 (S K102,第 136図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。方形に近い楕円形を呈し,長径は220cm,深さ
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は30cmである。埋土は黄灰色シル トに地山の砂 と褐灰色シル トが混入する土で,単層である。切 り合

いからS K29。 S K30よ り新しい。

103号土坑 (S K103,第 137図 )

SBlの 敷地内南端,S K371の 西に位置する。円形を呈し,直径36cm,深 さは16cmである。埋土は

黄灰色シル トに褐灰色シル トと地山の砂質シルトが混入する土である。SB4の柱列に並び,補助的

な柱の可能性もあるが,梁方向に並ばず柱痕もないので土坑に含めておく。出土遺物は越中瀬戸であ

る。

106号土坑 (S K106,第 128図 )

西側調査区のSD5に接し,切 り合いからSD5よ り古い。不整形を呈し,深 さは16cmで ある。埋

土は灰白色砂質シル トに黄灰色シルトと地山の砂が混入する上である。出土遺物は越中瀬戸である。

107号土坑 (S K107,第 128,132図 )

西側調査区SD5の 東に位置し,切 り合いからS D105よ り古い。円形を呈し,直径は110cm,深 さ

は38cmである。埋土は黄灰色シルトに灰白色シルトと炭化物が混入する上である。出土遺物は越中瀬

戸で,時期は16世紀末～17世紀と考えられる。

108号土坑 (S K108,第 135図 )

SBl及 びSB3の 敷地内西側,S K386の北に位置する。円形を呈し,直径40cm,深 さは26cmであ

る。埋土は灰黄色シルト及び灰白色シルトに地山の上が混入する上で,何層かに分かれる。酸化鉄と

ピートが含まれる。出土遺物は越中瀬戸である。

111号土坑 (S Klll,第 135図 )

SBlの 敷地内西側,試掘 トレンチの北に位置する。円形を呈し,直径22cm,深 さ20cmで ,埋土は

黄灰色シルトの単層である。出土遺物は曲物である。

117号土坑 (SK■ 7,第 126図 )

西側調査区のSD5の 西側に位置し, S Pl16と 接する。切り合いからS Pl16よ り新しい。楕円形

を呈し,長径64cm,深 さ20cmである。埋土は責灰色シルトに地山の砂質シルトと褐灰色シルトが混入

する上である。出土遺物は瀬戸美濃・越中瀬戸である。

121号土坑 (S K121,第 12卜 122図 ,図版102)

SB3の 敷地内南端に位置する。SB3に属する S P 1221こ接する。隅九方形を呈し,径は56cm,深

さは19cmである。埋土は責灰色シルトに地山の上が混入する上である。出土遺物は16世紀末～17世紀

初頭の唐津で,遺物の年代と切 り合いで S P122よ り新しいことから時期は17世紀前半頃と考えられる。

130号土坑 (S K130,第 137図 )

SB3の敷地内南側,SD5の 北に位置する。平面形は楕円形で長径106cm,深 さは39cmである。埋

土は,基本的には地山の砂と黄灰色ンル トが混じる土で,上層は地山の砂の割合が高く,下層は責灰

色シルトが主体となる。切 り合いからS K372よ り新しい。

131号土坑 (S K131,第 138図 )

SB3の敷地内南側, SD5の北に位置する。平面形は切 り合いのため不明で,深 さは24cmである。

埋土は赤灰色シルトに地山の砂が混入する上で,単層である。切 り合いからSB3に属するS P49よ

り古い。

133号土坑 (S K133,第 128図 )

西側調査区のSD5の東に接し,切 り合いからSD5よ り古い。楕円形に近い不整形を呈し,長径
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110cm,深 さ18cmである。埋土は黄灰色シルトに地山の砂と灰色シル トが混入する土である。出土遺物

は唐津である。

148号土坑 (S K148,第 135図 )

SBl・ SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの北に位置する。不整形を呈し,長 さ60cm,深 さ23cm

である。埋土は褐灰色シルト,黄灰色シルト,地山の上が混じる土で,何層かに分かれるが,すべて

埋め戻しの際の上と考えられる。切り合いからS K172よ り古 く, S K386よ り新しい。出土遺物は越

中瀬戸である。

155号土坑 (S K155,第 134図 )

SBlの北西,S K363の上面に位置する。楕円形を呈し,深さは13cmで浅い。埋土は責灰色シルト

に灰責色シルトと地山の砂が混入する上である。出土遺物は越中瀬戸である。

157号土坑 (S K157,第 135図 )

SBloSB3の 西側敷地内,試掘 トレンチの北に位置する。円形に近い不整形を呈し,直径は66

cm,深さは13cmである。埋土は責灰色シルトに浅責色砂,黒褐色粘質上が混入する土で,単層であり,

炭化物を含む。切り合いからSB3に属するS P 156,及 び S K207よ り新しい。

160号土坑 (S K160,第 135図 )

SBl・ SB2の 敷地内西側,試掘 トレンチの北に位置する。円形に近い不整形を呈し,直径は 2

m,深 さは47cmである。切 り合いからS K14・ S K351よ り古い。埋土は灰白色砂に地山の土が混入

し,酸化鉄を含む。出土遺物は越中瀬戸である。

161号土坑 (S K161,第 135図 )

SBloSB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの北に位置する。精円形に近い不整形を呈し,中央は

一段下がつている。直径は66cm,深 さは30cmである。埋土は責灰色シル トに地山の上が混入する土

で, 2層 に分かれる。切り合いからSBlに属するS P152,SB3に 属する S P 153よ り古く,SK

386よ り新しい。出土遺物は越中瀬戸である。

162号土坑 (S K162,第 143図 )

西側調査区の東端に位置し,南西側を暗渠に切られる。楕円形を呈し,長径は120cm,深さは34cmで

大型の上坑である。埋土は褐灰色シルトに地山の砂と,ピートが混入する土で,酸化鉄を含む。切 り

合いからS K367よ り新しい。

170号土坑 (S K170,第 138図 )

SB3の敷地内東側に位置する。楕円形を呈し,長径は3m,深 さは63c14である。北側の壁面がほ

ぼ垂直に立ち上がり,南狽1は不規則な段状に掘られている。東西の壁は上方は垂直な立ち上がりをみ

せるが,下半は皿状に緩やかに湾曲している。床面はほぼ平らである。埋土は基本的には黄灰色シル

トに地山の砂と黒色シルト,灰白色シルト,明青灰色シルト等が混入する上で,何層かに分かれる。

当遺跡の井戸は標高22.05～22.32mま で掘り込まれており, S K170は約22.10mに 底面があることか

ら,井戸の可能性も考えられるが,土層断面には井戸側等の痕跡は確認できず,ま た規模も井戸にし

ては大きすぎると思われる。位置的にはSB3の南東隅にあたり,この建物に付属する土坑と考える。

具体的な機能としては厩に相当しようか。出土遺物は中世土師器・瀬戸美濃,越中瀬戸・唐津,加工

木,銅銭である。加工木は多数あり,その中には板状のものや数本の杭などが含まれる。遺物の年代

と, SB3に伴うと考えられることから,土坑の時期は16世紀末～17世紀前半頃と考えられる。

172号土坑 (S K172,第 135図 )
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SBl,SB3の 西側敷地内,試掘 トレンチの北に位置する。楕円形を呈し,中央はやや深くなっ

ている。長径80cm,深さは20cmである。埋土は褐灰色シルトに責灰色シルトが混入する土で,単層で

ある。切 り合いからSB3に属する S P 149,及 び S K148・ S K387よ り新しい。
179号土坑 (S K179,第 143図 )

SB3の東側,S K170よ り東に位置する。楕円形を呈し,長径76cm,深さは20cmである。埋土は赤
褐色砂で礫が充填されている。隣に同様に礫を充填した S P353があるが, ともに建物の敷地外で性

格は不明である。

183号土坑 (S K183,第 135図 )

SBl・ SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの北に位置する。楕円形を呈し,長径は144cm,深さは
25cmである。埋土は基本的にはシル ト系の土に地山の砂が混じる土で,何層かに分れるが,すべて埋

め戻しの際の上と考えられる。切り合いからS K387よ り新しい。出土遺物は唐津である。

193号土坑 (S K193,第 139。 140図 )

SBlの 敷地内中央,試掘 トレンチの南に位置する。楕円形を呈し,長径は■Ocm,深 さは27cmであ
る。埋土は基本的には黄灰色シルトに地山の砂が混入する土で, 3層 に分かれる。上 。中層には炭化

物が含まれる。切り合いからS P 184よ り古 く, S K389。 S K390よ り新しい。出土遺物は瀬戸美濃・

越中瀬戸である。

196号土坑 (S K196,第 139。 140図 )

SBlの 敷地内東側,試掘 トレンチの南に位置する。円形を呈し,直径128cm,深 さは30cmである。
埋土は基本的には黄灰色シルトに地山の砂と黄灰色シルトが混入する上で,何層かに分かれ凹状に堆

積 している。西側は一段高 くなっている。切 り合いからS K313よ り新 しい。出土遺物は京焼風唐

津・越中瀬戸,漆器,煙管である。

200号土坑 (S K200,第 135図 )

SB4の 敷地内北端,試掘 トレンチの北に位置する。円形を呈し,直径90cm,深さ23cmである。埋
土は黄灰色シル トに地山の砂と黒色粘土質シル トが混入する上である。切 り合いからS K315。 SK
394よ り新しい。 SB4の柱列に重なり,位置的にみて S K200が掘られる以前にはSB4の柱穴があ
つた可能性がある。

207号土坑 (S K207,第 135図 )

SBloSB3敷 地内西側に位置し,北側は試掘 トレンチに切られる。深さは49cmである。埋土は

上面の一部に褐灰色シルトのブロックがあり,以下は地山の砂に褐灰色シルト,黄灰色シルトが混入

する土である。切 り合いからSBに属するS P156,及び S K157よ り古い。

210号土坑 (S K210,第 139。 140図 )

SBlの 敷地内北側, S K394の北西に位置する。楕円形を呈し,長径は50cm,深さは30cmである。
埋土は責灰色シルトに地山の砂が混入する上で,上面に礫がある。切り合いからS K214よ り古 く,S
K211・ S K212よ り新しい。

2■号土坑 (S K211,第 139・ 140図 )

SBlの 敷地内北側,S K394の北西に位置する。切 り合いのため平面形は不明で,深さは14cmで あ
る。埋土は何層かに分かれるが,基本的にはシルト系の上に地山の砂質シル トが混入する土である。

出土遺物は越中瀬戸である。

212号土坑 (S K212,第 139。 140図 )
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SBlの敷地内北側,S K394の 北西に位置する。円形を呈し,直径は50cm,深さは20cmである。埋

土は褐灰色シルトに地山の砂が混入する上である。炭化物が含まれる。切り合いからS K210よ り古く,

S K213よ り新しい。

213号土坑 (S K213,第 139。 140図 )

SBlの 敷地内北側,S K3%の北西に位置する。不整形を呈し,深さは26cmである。埋土は褐灰色

シル トに地山の砂が混入する上で,上面には礫が多い。切 り合いからS K212よ り古い。出土遺物は

越中瀬戸である。

214号土坑 (S K214,第 139。 140図 ,図版107)

SBlの 敷地内北側,S K394の 北西に位置する。楕円形を呈し,長径66cm,深 さは18cmである。埋

土は酸化鉄を含む灰責褐色土で,小礫が充填される。切 り合いからSBlに 属するS P215,及び S

K210,S K2■ より新しい。

224号土坑 (S K224,第 139,140図 )

SBlの 敷地内北側,S K394の 北西に位置する。円形を呈し,長径60cm,深さは16cmで ある。埋土

は褐灰色シルトに地山の砂が混入する上で,礫を多く含む。切り合いからSBlに属するS P277,及

び S K211・ S K395よ り新しい。

232号土坑 (S K232,第 139・ 141図 )

西側調査区の北端,S K394の 北に位置する。円形を呈し,直径44cm,深 さ16cmで,柱穴状の小土坑

であるが性格は不明である。出土遺物は越中瀬戸である。

235号土坑 (S K235,第 139。 141図 )

SBlの敷地内北側,S K394の北に位置する。円形を呈し,直径は54cm,深さは9cmである。埋土

は責灰色シルトに褐灰色シル トが混入する上で,上面を礫が覆っている。

237号土坑 (S K237,第 139。 141図 )

SBlの 敷地内北側,S K394の北に位置する。楕円形を呈し,深さは1lcmで ある。埋土は褐灰色シ

ルトに地山の砂が混入する上で,炭化物を含む。切り合いからSBlに属するS P236,及びS K243

より古い。出土遺物は越中瀬戸である。

240号土坑 (S K240,第 139,140図 )

SBlの 敷地内東側に位置し,南は試掘 トレンチに切られる。径は126cm,深 さは51cmである。埋土

は基本的にはシル ト系の上に地山の砂が混入する土で,水平堆積の 2層 に分かれる。 S K394の 上面

から掘 り込まれている。出土遺物は越中瀬戸である。

243号土坑 (S K243,第 139図 )

SBlの 北東にある方形の上坑で,長 さ190cm,幅 140cm,深 さ23cmである。埋土は灰褐色シルトと

褐灰色シルトの水平堆積で,切 り合いからS K245よ り新しくS P244よ り古い。

245号土坑 (S K245,第 139図 )

SBlの北東にある不整形の上坑である。長さ228cm,深 さ25cmで ,溝状に長く,SBlの 北東隅に

位置し,土間と考えられるS K395の北辺に平行している。埋土は基本的にはシルト系の上に地山の浅

責色砂が混入する上で,部分により若干異なる。地山が砂質シル トで軟弱なため,地盤を強化するた

め整地を行った土坑であろうか。出土遺物は越中瀬戸である。

250号土坑 (S K250,第 143図 )

SBlの東に位置し, S K402の西に接する。円形を呈し,直径は110cm,深 さは22cmである。埋土
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は灰色シル トに炭化物が混入する土で,礫 を含む。切り合いからS K256・ S K402よ り新しい。

256号土坑 (S K256,第 143図 )

SBlの東に位置し, S K402の西に接する。不整形を呈し,長径は136cm,深 さは17clnである。埋

土は褐灰色シル トに黄灰色シル トと炭化物が混入する上で,礫を多く含む。切り合いからS K250よ り

古く,S K402よ り新しい。

259号土坑 (S K259,第 139・ 140・ 142図 )

SBlの 敷地内東側に位置し, S K395の南に接する。円形を呈し,直径124cm,深 さ26cmである。

埋土は褐灰色シル トに黄灰色シル トと炭化物が混入する上である。切 り合いから,S K305。 SK

306。 S K395。 S K396よ り新しい。出土遺物は下駄である。

261号土坑 (S K26と ,第 139,140図 )

SBlの 敷地内東側,試掘 トレンチの南に位置するも楕円形を呈し,深 さは35cmである。埋土は褐

灰色シル トに地山の砂質シル トと黄灰色シルトが混入する土で,単層である。 S K313の 上面から掘

り込まれている。出土遺物は越中瀬戸である。

262号土坑 (S K262,第 139,140。 142図 )

SBlの 敷地内東側に位置し,S K395の東に接する。不整形を呈し,深 さは34cmである。埋土は

基本的には褐灰色シルトに地山の砂が混入する土で,何層かに分かれる。切り合いからS K263。 SK

265。 S K299よ り新しい。

263号土坑 (S K263,第 139・ 140。 142図 )

SBlの 敷地内東側に位置し,S K395の東に接する。不整形を呈し,深 さは28cmである。埋土は

褐灰色シルトに地山の砂が混入する土である。切り合いからS K262よ り古 く, S K265よ り新しい。

出土遺物は唐津である。

265号土坑 (S K265,第 139,140。 142図 )

SBlの 敷地内東側に位置し, S K395の東に接する。楕円形を呈 し,深 さは23cmである。埋土は

基本的には褐灰色シル トに地山の砂と炭化物が混入する土で, 2層 に分かれる。切 り合いからSK

262,S K263よ り古く, S K299。 S K396よ り新しい。出土遣物は唐津・越中瀬戸である。

269号土坑 (S K269,第 139。 140・ 142図 ,図版107)

SBlの敷地内東側に位置し, S K395の上面から掘 り込まれる。円形を呈し,直径120cm,深 さは

14cmで ある。埋土は褐灰色シル トに地山の砂が混入する上で,礫が充填される。隣接するS K354・

355は 同様に礫が充填された円形の遺構で,こ れらは同種の性格をもつ可能性が高いと考えられる。

S K395は SBlの 上間の一部と考えられるが,近世民家における土間は主に作業場として機能分化

した空間である。そこに掘られているこれらの遺構は,土間で行われる作業の土台として使用された

ものかもしれない。

280号土坑 (S K280,第 139～ 141図 )

SBlの敷地内東側, S K394内に位置する。不整形を呈し,長径134cm,深 さ50cmである。埋土は

水平堆積の 3層 に分かれる。上 。中層は基本的には黄灰色シルトに地山の砂質シルトと褐灰色シルト

が混入する土で,上層には炭化物が多く混入する。下層は暗青灰色粘土質シルトである。切り合いか

らSBlに 属するS P241,S P283よ り古 く, S K264,S K394よ り新しい。出土遺物は越中瀬戸 ,

加工木で, 2点の越中瀬戸に墨書がみられる。

284号土坑 (S K284,第 139,141図 )
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SBlの 敷地内東側, S K394内に位置する。平面形は切り合いのため不明で,深さは33cmである。

埋土は基本的には褐灰色シルトに地山の砂と黄灰色シルトが混入する土で 2層 に分かれる。切り合い

からSBlに 属するS P283,及び S K280よ り古く,S K334,S K394よ り新しい。

287号土坑 (S K287,第 139・ 141図 )

SBlの北端,S K3Mの北に位置する。円形を呈し,直径40cm,深 さ22cmである。埋土は褐灰色シ

ルトに地山の砂が混入する上である。切り合いからS K378・ S K382よ り古い。

296号土坑 (S K296,第 118。 134図 )

不整形を呈し,深 さは44cmで ,北側は調査区外にのびる。埋土には礫が多く含まれる。切り合いか

らSBlに属する S P393よ り古い。出土遺物は越中瀬戸・伊万里,漆器・円形板・加工木,銅銭であ

る。この遺構から出上した越中瀬戸には「○」等の墨書のあるものが 2点含まれ, 1点は登窯期のも

のである。隣接する S K363か らも越中瀬戸が多く出上し,墨書のものが含まれることから,切 り合い

はあるが,埋土の違いだけで,一連の遺構の可能性も考えられる。欠けた食器類が多く出土すること

から, SB3の廃棄に伴う廃棄土坑であろうか。時期は17世紀前半～中頃と推定される。

305号土坑 (S K305,第 139。 140。 142図 )

SBlの敷地内東側に位置し,S K395の南に接する。切り合いのため平面形は不明で,深さは24cm

である。埋土は黄灰色シルトに地山の砂と褐灰色シルトが混入する上である。切 り合いではS K306・

S K395よ り新しく,SBlに 属する S P 304,S K259。 S K355よ り古いが,単に埋上の違いで,実

質は S K395と 同様に土間の一部を構成するものと考えられる。

306号土坑 (S K306,第 118。 139・ 140。 142図 )

SBlの敷地内東側に位置し,S K395の南に接する。切り合いのため平面形は不明で,深さは40cln

である。埋土は黄灰色シルトに地山の砂と褐灰色シルトが混入する上である。切り合いではSBlに

属するS P304, S K259。 S K305。 S K355よ り古いが, S K305と の関係は,単に埋上の違いで,実

質はS K395と 同様に土間の一部を構成するものと考えられる。

313号土坑 (S K313,第 139・ 140図 )

SBlの 敷地内東側,試掘 トレンチの南に位置する。深さは22cmである。埋土は褐灰色シルトに黄

灰色シルトと炭化物が混入する上である。北側の掘形がどこになるのかは不明瞭であった。切り合い

からSBlに属するS P 194,SB3に 属するS P218,及 び S K196・ S K314よ り古い。建物を構築

する際,地盤を強固に整地するため掘られた土坑であろうか。

314号土坑 (S K314,第 139。 140図 )

SBlの敷地内東側に位置し,S K3131こ接する。平面形は切 り合いのため不明で,深さは32cmであ

る。埋土は褐灰色シルトに地山の砂と責灰色シルトが混入する土で,単層である。切り合いからSB

lに属する S P194・ S P195よ り古く, S K313よ り新しい。出土遺物は土師質土器である。

315号土坑 (S K315,第 135図 )

SBl・ SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの北に位置する。円形を呈し,南側は試掘 トレンチに

切られている。直径110cm,深 さは41cmである。埋土は黄灰色シルトに,褐灰色シルトと地山の上が混

入する。 S K200,S K339よ りも古い。建物を構築する前に,地盤を強固に整地するため土を入れ替

えた土坑であろうか。出土遺物は越中瀬戸である。

325号土坑 (S K325,第 136図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。楕円形を呈し,長径は60cm,深 さは24cmであ
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る。埋土は褐灰色シルトに,地山の砂と黄灰色シルトが混入する土で,炭化物が混入する。切り合い

からSB3に属するS P35,及び S K344よ り古 く,S K16よ り新しい。出土遺物は中国製染付である。
330号土坑 (S K330,第 139,140図 ,図版107)

SBlの敷地内北東に位置する大型土坑である。切り合いのため平面形は不明であるが,東側の肩
はほぼ直線をなす。深さは19cmで,埋土は上下 2層の水平堆積である。下層が灰白色シル トに灰色シ

ル トと浅黄色シルト,酸化鉄が混入する土で堅くしまっており,上層は褐灰色シルトに浅黄色砂質シ

ル トと炭が混入する上である。これらはS K395の埋上の上面にのっている。S K394と S K395は埋土

の違いはあるが一連の遺構と考えられ,S K330と 共にSBlの 土間部分を形成したものと推測され
る。切り合いではSBlに属する柱穴やその他の上坑はすべて S K330の 上面から掘 り込まれたもので,
SBlの建築にあたっては,土間を構築した後に柱穴を掘り柱を立てたものと考えられる。出土遺物
は越中瀬戸 。伊万里,加工木である。

334号土坑 (S K334,第 139～ 141図 )

SBlの 敷地内東側, S K394内 に位置する。平面形は切り合いのため不明で,深 さは20cmである。
埋土は褐灰色シルトに責灰色シルトと地山の砂が混入する土で,単層である。切り合いからSBlに

属するS P283,及び S K284よ り古く,S K335よ り新 しい。

335号土坑 (S K335,第 139～ 141図 )

SBlの 敷地内東側,S K394内 に位置する。楕円形を呈し,深 さは20cmである。埋土は基本的に
シル ト系の上に地山の砂が混入する上で 2層 に分かれる。切 り合いからSBlに属するS P286,及
び S K334よ り古い。出土遺物は越中瀬戸である。

340号土坑 (S K340,第 135図 )

SBl・ SB3の敷地内西側に位置し,南側は試掘 トレンチに切られる。上面に礫が多く,深さは
12cmで浅い。埋土は黄灰色シルトの単層で,炭化物を含む。切り合いからS K391・ S K373よ り新し

ヤヽ。

344号土坑 (S K344,第 136図 )

SB3の敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。楕円形を呈し,長径は68cm,深さは19cmで あ
る。埋土は褐灰色シル トに地山の砂と黄灰色シルトが混入する上の単層で,炭化物を含む。切り合い

からSB3に属する S P35よ り古く,S K325よ り新しい。
345号土坑 (S K345,第 134図 )

不整形を呈し,深 さは36cmである。ほぼ中央が一段低くなる断面形から,柱穴の可能性も考えられ

るが,埋土は単層で性格は不明である。切り合いからS K348よ り新しく, SBlに属する S P333よ

り古い。

348号土坑 (S K348,第 134図 )

不整形を呈し,深さは47cmである。SBlの 北西に位置し,S K296に接する。切り合いからSBl
に属するS P333,及びS K345・ S K296・ S K363よ り古い。埋土は地山の砂と灰黄色シル トが混入

する黄灰色シルトで,単層である。出土遺物は曲物である。切り合いはあるが, S K296。 S K363と

一連の遺構である可能性があり,時期は16世紀末～17世紀前半である。

349号土坑 (S K349,第 134図 )

楕円形を呈し,深さは27cmである。切り合いからSBlに属するS P298よ りも古く, S K363よ り
新しい。埋土は黄灰色シル トに地山の砂と褐灰色シルトが混入する上で単層である。
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353号土坑 (S K353,第 143図 ,図版107)

SB3の 東側,S K170よ り東に位置する。楕円形を呈し,長径60cm,深さは24cmである。埋土は灰

責褐色砂質シルトで,礫が充填されている。隣に同様に礫を充填した S K179があるが,と もに建物の

敷地外にあり,性格は不明である。

354号土坑 (S K354,第 139。 140・ 142図 ,図版107)

SBlの 敷地内東側に位置し,S K395の 上面から掘 り込まれる。楕円形を呈し,長径92cm,深 さ

27cmである。埋土は礫が充填され,隙間には淡褐色土の混入する褐色砂質シルトが入る。隣接するS

K269。 S K355と 同様の性格をもつ可能性が高いと考えられる。 S K395は SBlの 上間と考えられ,

近世民家において上間は作業空間であるから,そこに位置するこれらの遺構は作業の上台として使用

されたものかもしれない。『富山県史 民俗編』によれば,富山県の民家では,土間で藁仕事をすると

き,藁を杵や木槌で打たねばならないので,ジ ョウボ石という台石が前のかみ手の一隅に半分埋めて

置かれていたという。これらの遺構はその前身的なものではないだろうか。

355号土坑 (S K355,第 139。 140・ 142図 ,図版107)

SBlの敦地内東側に位置し, S K395の上面から掘り込まれる。楕円形を呈し,長径152cm,深 さ

24cmである。埋土は礫が充填され,隙間には灰色シルトが入る。隣接するS K269・ S K354と 同様の

性格をもつ可能性が高いと考えられる。

359号土坑 (S K359,第 186図 )

SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。楕円形に近い不整形を呈し,長径86cm,深さ

34cmである。埋土は上層が褐灰色シルトで,下層はこれに地山の砂が混入する上である。切り合いか

らS P56よ り古く, S K360・ S K361よ り新しヤヽ。

360号土坑 (S K360,第 136図 )

SB3の敷地内西側,試掘 トレンチの南に位置する。楕円形を呈すると思われるが切り合いのため

不明で,深さは29cmである。埋土は灰黄褐色シルトの単層である。切り合いからS K30,S K31・ S

P56・ S K359よ り古く, S K361よ り新しい。

361号土坑 (S K361,第 136図 )

SB3の敷地内西側,試掘トレンチの南に位置する。平面形は切り合いのため不明で,深さは26cm

である。埋土は褐灰色シルトの単層で酸化鉄が含まれる。切り合いからS K30。 S K31。 S P56。 S

K60・ S K359よ り古い。

363号土坑 (S K363,第 134図 )

不整形を呈し,深さは51cmである。埋土はほとんど水平堆積であるが,何層かに分かれる。SBl
の北西,S K296の南に位置する。切り合いから,SBlに 属するS P175。 S P298。 S P333,及び

S K155。 S K296。 S K345。 S K349よ り古く, S K348。 S K384よ り新しい。

出土遺物は越中瀬戸,茶臼である。この土坑からは越中瀬戸がまとまった量出上しており,その中

には「○」等の墨書のあるものが 2点含まれる。隣接するS K296か らも墨書のある越中瀬戸など欠け

た食器が多く出土しており,切 り合いはあるが,埋上の違いだけで,一連の遺構の可能性がある。S

B3の廃葉に伴う廃棄土坑であろうか。時期は17世紀前半～中頃と推定される。

364号土坑 (S K364,第 138図 )

SB3敷地内東側に位置し,西側をS K1701こ切られる。長径は130cm,深 さは38cmである。埋土は

下層にS K170の 上層と同様の土が入り,上層は灰白色砂質シルトに黄灰色シルトと酸化鉄を含む土
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である。

365号土坑 (S K365,第 139。 140図 )

SBlの 敷地内北側に位置し, S K3mの北に接する。方形を呈し,長 さ170cln,深 さは44cmである。
西側が一段深く掘り込まれており,そこから杭または柱と考えられる木が検出された。また杭より南

側, S K394に近い位置の上面に打ち欠いて加工を加えたと思われる石が出上した。石は長楕円形で ,

長さは38.5cm,厚 さは17.2cm,5.3kgの重量がある。上面は平坦で,裏面は剥離している。埋土は基本

的にはシル ト系の上に地山の砂が混入する土であるが 2層 に分かれる。切 り合いから,S E278・ S

K214・ S K394よ り古ヤヽ。

367号土坑 (S K367,第 143図 )

西側調査区の東端に位置する。円形を呈し,南東は暗渠に,南側をS K1621こ切られる。直径は約

180cm以上,深さは36cmで ,大型の上坑である。埋土は黄灰色砂に地山に砂が混入する土で,単層であ

る。切り合いからS K162よ り古い。

368号土坑 (S K368,第 137図 )

SB3の 敷地内東側, S K170の北西に位置する。円形を呈し,直径は220cm,深さは38cmである。
埋土は,基本的には灰黄色シルトに地山の砂が混入する土で, 2層 に分かれ,下層には砂が多く混入

する。炭化物と酸化鉄が含まれる。切 り合いからSB3に 属する S P48よ り古 く,S K371よ り新 し
い。建物を構築する前に,地盤を強固にするため整地を行った土坑であろうか。

371号土坑 (S K371,第 118。 137図 )

SB3の 敷地内東側, S K170の北西に位置する。不整形を呈し,長径は192cm,深 さは32cmである。
埋土は灰白色シルトに地山の砂が混入する上の単層で,酸化鉄と炭化物を含む。切 り合いからSBl
に属するS P327・ S P366, SB3に 属するS P328,及び S K368よ り古い。建物を構築する前に,

整地するため掘られた土坑であろうか。

372号土坑 (S K372,第 137図 )

SB3の 敷地内南側,SD5の 北に位置する。楕円形に近い不整形を呈し,長径は246cm,深 さは38

cmである。埋土は,基本的には灰褐色シルトまたは青灰色シルトに地山の砂と褐灰色シルトが混入す

る上で, 3層 に分かれる。切り合いからS K38,S K130よ り古く,S P53よ り新しい。出土遺物は越

中瀬戸である。                        .

373号土坑 (S K373,第 116。 135図 )

SBlの 敷地内西側,試掘 トレンチの北に位置する。長楕円に近い不整形を呈し,長径190cm,深さ
は28cmである。埋土は灰黄褐色シルトに地山の上と黒色シルトが混入する上で何層かに分かれ,酸化

鉄とピートが含まれる。切り合いからSBlに属するS P 174,SB3に属するS P168,及 びS K339,

S K340よ り古い。出土遺物は伊万里・越中瀬戸,加工木である。

378号土坑 (S K378,第 141図 )

SBlの 敷地内北側,S K394の 北に位置する。楕円形を呈し,長径70cm,深 さは18cmである。上面
は礫に覆われ,東側が一段深く掘り込まれている。埋土は灰黄褐色シル トに地山の砂が混入する上で,

単層である。切り合いからS K380。 S K382・ S P377。 S K379よ り新 しい。

379号土坑 (S K379,第 141図 )

SBlの 敷地内北側,S K394の北に位置すると上面には礫が多く,埋土は地山の砂が混入する褐灰
色シル トである。切り合いからSBlに属するS P362,及びS K378。 S P244・ S P377よ り古い。
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382号土坑 (S K382,第 141図 )

SBlの 敷地内北側,S K394の北に位置する。不整形を呈し,深さは12cmで ある。埋土は灰責褐色

シルトに地山の砂が混入する土で,単層である。上面に礫がみられる。切 り合いからS K378。 SK

380よ り古く, S K287よ り新しい。

384土坑 (S K384,第 134図 )

円形を呈し,深さは27cmである。SBlの 北西に位置し,S K863の南に接する。切り合いからSK

363よ り古い。埋土は明褐灰色シルトに褐灰色シルトと地山の砂が混入する上である。

386号土坑 (S K386,第 135図 )

SBl・ SB3の 敷地内西側,試掘 トレンチの北に位置する。不整形を呈し,深 さ26cmで単層の落

ち込みである。埋土は褐灰色シルトに地山の砂と灰白色シル トが混入する上である。切り合いから,

SBlに属するS P324。 S P152, SB3に 属する S P 149。 S P153,及びS K148・ S K161よ りも

古い。

387号土坑 (S K387,第 135図 )

SBl・ SB3の敷地内西側,試掘 トレンチの北に位置する。方形に近い不整形を呈し,深 さは20

cmである。埋土は水平堆積で 2層 に分かれる。上層は褐灰色シルトに黒色粘土質シルトと酸化鉄,ピ

ートが混入する土で,下層はにぶい黄褐色シルトに褐灰色シルトと酸化鉄が混入する上である。切り

合いから,SBlに 属するS P150,SB3に属するS P163,及びS K148・ S K172・ S K183・ S

K391よ り古い。出土遺物は越中瀬戸である。

389号土坑 (S K389,第 140図 )

SBlの 敷地内東側,試掘 トレンチの南に位置する。円形を呈し,直径は110cm,深さは36cmである。

埋土は灰白色シルトに地山の砂と黒色粘土質シルトとピートが混入し,酸化鉄を含む。断面は橋鉢状

に中央が深 くなる。切 り合いからS Kl割 。S K198よ り古 く,S K390よ り新しい。出土遣物は唐津

である。

390号土坑 (S K390,第 140図 )

SBloSB3の 敷地内東側,試掘 トレンチの南に位置する。方形を呈すると思われるが,北側は

切 り合いのため不明である。東西に320cm余 りある大型の土坑で,深 さは38cmで ある。埋土は灰白色

シルトに地山の砂と黒色粘土質シルトが混入する上で,ピートと酸化鉄を含む。切り合いからSBl

に属するS P194, SB3に 属するS P358,及 びS K184・ S K193。 S K314・ S K389よ り古い。 S

B3の敷地の北東隅にあたり,建物に付属する土坑であつた可能性がある。

391号土坑 (S K391,第 135図 )

SBl・ SB3の 敷地内西側に位置し,南側は試掘 トレンチに切られる。埋土は灰色シルトの単層

で,炭化物を含む。切り合いからSB3に 属するS P163,及び S K340よ り古 く,S K387よ り新しい。

394号土坑 (S K396,第 140図 ,図版107)

SBlの 敷地内北東に位置する大型土坑である。切り合いのため平面形は不明であるが,西側のプ

ランはほぼ直線をなし,お よそ方形を呈したものと推測される。深さは38cmである。埋土は,尿下層

に灰黄褐色粘土質シルトがあり,上層は灰白色シルトに灰色シルトと酸化鉄,炭が混入する土が厚く

堆積する。上層は堅くしまっている。完掘すると床面は東に隣接するS K395と フラットになることか

ら, S K394と S K395は埋土の違いはあるが一連の遺構で,共にSBlの上間部分を形成したものと

推測される。また S K395の上面には S K330の締まった土が水平堆積している。土間の構築はまず S

2δ5



2遺 構

K394,S K395を 掘って地山の砂質シルトとシル ト系の土を入れ替え,さ らに上面に S K330の 上を

のせて掲き固めたものと推測される。切り合いでは,S K365よ りは新しいが,SBlに 属する柱穴や

その他の土坑はすべてこの土坑の上面から掘 り込まれたものであり,土間の構築は柱穴を掘って柱を

立てる作業に先行したものと考えられる。出土遺物は越中瀬戸である。

395号土坑 (S K395,第 140図 ,図版107)

SBlの 敷地内北東に位置する大型土坑である。切 り合いのため平面形は不明であるが, S K330,
S K394と 一連の上坑と考えられ,お よそ方形を呈するものであろう。深さは36cmである。埋土は最

下層に酸化鉄とピートが混入する青灰色粘土質シルトがあり,その上に灰白色シルトに灰色シル トと

浅責色シル トが混入する上が水平堆積し,さ らに上層は灰色シルトに淡黄色シルトと酸化鉄が混入す

る土で堅くしまっている。切り合いでは, SBlに属する柱穴とその他のほとんどの土坑がこの土坑

の上面から掘り込まれている。出土遣物は曲物,石硯である。

396号土坑 (S K396,第 142図 )

SBlの敷地内東側に位置し,S K395の南に接する。不整形を呈し,深さは32cmである。埋土は基

本的には黄灰色シルトに灰白色シルトと地山の砂が混入する土で,水平堆積の何層かに分かれる。切

り合いからS K199・ S K259。 S K262,S K263,S K265。 S K299,S K301よ り古い。

402号土坑 (S K402,第 143図 ,図版107)

西側調査区の東端に位置する。不整形を呈し,深 さは35cmである。南北に長く約11.5mで ,北は調

査区外へと続く。また東狽Iは農道下に続くため,全体の規模はわからない。当初いくつかの上坑が切

りあつているようなプランが見えたが,発掘していくと異なる土がブロック状に混入しているだけの

ものとわかり,単一の土坑とした。埋土は基本的にはシルト系の上に地山の砂と,砂質シルト,粘土

質シルト,炭化物が混入する土で,皿状に堆積するが,床面はほぼ平坦である。埋土は堅く締まって

おり,整地を行った遺構の可能性がある。切 り合いからS P326。 S K250,S K256よ り古い。また

中央よりやや南よりにS P410。 S P420。 S P421の 杭が打たれているが,関連性があるものかどう

かは不明である。出土遺物は中国製青磁・土師質土器・越中瀬戸・唐津,漆器椀・下駄 。折敷 ?・ 加

工木で,遺物の年代から,遺構の時期は16世紀末～17世紀前半と推測される。

415号土坑 (S K415,第 144図 )

東側調査区 S D450の 北に位置する。不整形を呈し,長さは71cm,深 さは14cmの浅い落ち込み状の上

坑である。坦土は褐灰色シル トに地山の砂と責灰色シルトが混入する。切 り合いからS D450, SD

455よ り古い。出土遺物は越中瀬戸で,遺構の時期は16世紀末～17世紀前半と推定される。

416号土坑 (S K416,第 144図 )

西側調査区の S D450の北に接し,切 り合いからS D450よ り古い。浅い落ち込み状の土坑で,上面

には集石がみられる。深さは22cmである。出土遺物は唐津である。

451号土坑 (S K451,第 144図 )

東側調査区西端に位置し,S D450に接する。西側は農道下へのびている。深さは36cmである。埋土

は褐灰色シルトに地山の砂質シルトと黒褐色シルト,青灰色砂質シル トが混入する上である。切り合

いからS D450よ り新しい。出土遺物は唐津で,内野山窯の製品があり,遺構の時期は17世紀後半～18

世紀前半頃と推定される。

452号土坑 (S K452,第 144図 )

東側調査区の北端に位置する。北側は調査区外へのびる。不整形を呈し,長さは230帥 ,深さ22cmで
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浅い落ち込み状の上坑である。埋土は黒褐色粘土質シルトで,単層である。切り合いからS K453よ り

新しい。出土遺物は唐津・伊万里,漆器・加工木で,遺構の時期は17世紀後半～18世紀前半と推定さ

れる。

453号土坑 (S K453,第 144図 )

東側調査区の北端に位置する。北側の肩は緩やかにあがる。平面形は円形を呈すると思われるが ,

切り合いのため不明である。直径は270cm,深さは14cmで , S K452同様浅い落ち込み状の土坑である。

埋土は褐灰色シル トで,単層である。切 り合いからS K452よ り古い。出土遺物は越中瀬戸で登窯期

のものがあり,遺構の時期は17世紀前半頃と推定される。

454号土坑 (S K454,第 144図 )

東側調査区の北側に位置し,S D450の北に接する。楕円形に近い不整形を呈し,深さ14cmの浅い落

ち込み状の土坑である。埋土は,上層が褐灰色シルトに地山の砂が混入する上で,下層は上層の土に

植物遺体と礫が多く混入する。切り合いからS D450よ り古くS K456よ り新しい。出土遺物は越中瀬

戸・唐津で,遺構の時期は16世紀末～17世紀前半頃と推定される。

456号土坑 (S K456,第 144図 )

東側調査区の北端に位置する。北側は調査区外にのびる。東西に約 8mの幅で広がつており,南側

は二股に分かれ,深 さは32cmである。自然流路の可能性も考えられるが,底面の標高は北端で22.30

～22.34m,南 端で22.37mと 南が若干高くなっており,性格は不明である。埋土は灰褐色シルトに地山

の砂が混入する。出土遺物は,珠洲・中国製白磁・土師質土器・越中瀬戸・唐津・伊万里,曲物,馬

鍬の刃で,遺構が埋まったのは16世紀末～17世紀前半頃と推定される。

468号土坑 (S K468,第 144図 )

東側調査区の北側に位置し, S K456内にある。ただしS K456は その部分ではかなり浅くなってき

ており,新旧は不明である。円形を呈し,直径108cm,深 さは10cmの浅い土坑である。埋土は褐灰色シ

ルトに地山の砂が混入する上で,小礫を多く含む。

470号土坑 (S K470,第 131図 )

東側調査区の S D450の南に位置する。楕円形に近い不整形を呈し,長 さ366cm,深さ14cmで ある。

埋土は地山の砂が混入する褐灰色シルトである。切 り合いからS D467よ り古く, S D471よ り新しい。

また S D473は S K470の下から検出した。

482号土坑 (S K482,第 145図 ,図版108)

SB2の 北側に位置する。長方形に近い不整形の大型土坑で,東側は排水溝に切られる。東西に

349cm,深 さは37cmである。埋土は2層 に分かれ,下層にはオリーブ黒色粘質土,上層には褐灰色シル

トに地山の砂が混入する土が堆積する。埋土には近世の遺物と多量の礫や割石が含まれていた。 SB

2の付属施設と考えられる S K582を 切つており,SB2の 廃絶に伴う廃棄土坑と考えられる。割石

は建物の基礎に使用されていたものであろうか。出土遺物は信楽・越中瀬戸・唐津・伊万里・陶器 ,

漆器 。加工木 (箱 ?)で ,それらの年代から遺構の時期は18世紀前半頃と推測される。

500号土坑 (S K500,第 146図 ,図版107・ 108)

SBlの 北東隅に位置する方形の上坑である。北側は埋上の違いがあり,平面形もやや不整形にな

るが,一連の土坑と考えられる。南北465硼 ,東西444硼 ,深 さ24cmである。埋土は基本的には黄灰色

シル トに地山の砂質シルトが混入するシルトで,何層かに分かれるが,堅 くしまっている。北側部分

は明褐色砂に黄灰色シルトと褐灰色シル トが混入する土である。貼床は確認されなかったが, SBl

ク
／
ｒ
υ
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2遺 構

の土間部分と推測され,埋上がしまっていることからこれが埋められた状態で機能したものと考えら

れる。建物の間取 りとして,この上間の位置 (建物の北東隅)と ,土間の北西 (建物の北面)に丼戸

を配する構造はSBlと 共通する。出土遺物は越中瀬戸・唐津・伊万里,加工木である。

543号土坑 (S K543,第 146図 )

SB2,SB4の 敷地内東恨1に位置し,S K500の南に接する。平面形は円形または楕円形を呈する

と思われるが,切 り合いのため不明である。深さは25cmである。埋土は基本的には褐灰色砂質上に褐

灰色粘土質シルトが混入する上で, 2層に分かれる。

548号土坑 (S K548,第 120図 )

SB2の 敷地内中央に位置し,切 り合いからSB2に属するS P586よ り新しい。楕円形を呈し,長

径76cm,深さ20cmである。埋土は黒褐色砂質土,褐色砂質土の上下 2層 に分かれ,上面に礫がある。

出土遺物は越中瀬戸・唐津である。

564号土坑 (S K564,第 124図 )

SB4の 北側, S E530の南に位置する。切 り合いからS K625よ り新しい。円形を呈し,直径37cm,

深さ17cmで ある。埋土は黒褐色シルトで礫が混入する。出土遺物は唐津である。

582号土坑 (S K582,第 145図 ,図版108)

SB2の北に位置する。平面形は楕円または長方形と思われるが,切 り合いのため不明である。東

西に184cm,深さは13cmで ある。南側縁辺部に石列がある土坑で,石は拳大の河原石を用いており,石

列の上面は堅くしまった浅黄色シルトで覆われている。検出面ではこのシルトが南側に帯状に見えた。

東西に切つた土層断面では浅黄色シルトの上面に薄い炭の層が確認された。SBlの 北面に接し,石

列が北側の柱列と平行であることから,建物の付属施設と考えられる。浅責色シルトは石列の上にの

みみられ,石 とシルトで堅く整地して使用されたものと考えられる。浅黄色シルトより北に堆積する

埋土は,基本的にはシルト系の上に地山の砂が混入する上で何層かに分かれるが,S K582が これらの

上が埋められた状態で機能したものか,廃棄後埋め戻したものなのか不明である。 S E 5301こ切られて

おり,井戸が後で作られたことを示している。出土遺物は唐津,漆器である。

592号土坑 (S K592,第 146図 )

SB2の 敷地内東側に位置し,S K500の上面から掘 り込まれている。円形を呈し,東側は排水溝に

切られる。直径は26cm,深 さは30cmである。埋土は灰黄褐色シルトに地山の砂と小礫,炭化物が混入

する上で,木屑が含まれる。

593号土坑 (S K593,第 146図 )

SB2の敷地内東側,S K500の南に位置する。楕円形を呈し,南側は排水溝に切られる。深さは30

cmで ,埋土は褐灰色シルトに地山の砂が混入する土である。SB2の柱穴の可能性もあるが,柱列に

は並ばない。出土遣物は越中瀬戸である。

600号土坑 (S K600,第 147図 ,図版108)

調査区東端に位置する,大型の方形土坑である。南北に672cm,東西に429cm,深さは33cmである。

埋土は基本的には上層が砂礫,下層は植物遣体を多く含む粘質シルトで,部分的にシルト,砂質シル

トが堆積する。下層と上層の境は凹状で所々波打つており,生活面らしきものは認められない。下層

は灰色粘質シルトで植物遺体が含まれしまりがやや悪い上であることから,ま ず当時の表上が埋めら

れ,その後砂礫を敷いて何らかの目的のため整地を行ったものと考えられる。切り合いからS K644,

S K645よ り古い。出土遺物は瀬戸美濃・越中瀬戸・伊万里,加工木で,遺物の年代から遺構の時期は

2δ8



第Ⅳ章 地崎遺跡

17世紀前半頃と推測される。

625号土坑 (S K625,第 123図 )

SB2・ SB4の敷地内北端に位置し, S E 5301こ 接する。切 り合いからS E 530よ り新しい。楕円

形を呈し,長径198cm,深 さは40cmである。埋土は上層が褐灰色シルトに地山の砂と黒褐色シルトが混

入する土で,下層は地山の砂にシルト系の上が混入する上である。SB4の柱列に重なり,位置的に

みて S K625が掘られる以前にはSB4の柱穴があつた可能性がある。

644号土坑 (S K644,第 147図 ,図版108)

調査区東端に位置し, S K600の南に接する。南側は排水溝に切られる。方形を呈し,東西240cm,

南北は4m以上になり,深 さは29cmである。埋土は,上層が黒褐色砂質土,下層は褐灰色砂質シルト

に灰白色シルトが混入する上で,上層には木片が含まれる。北側には褐灰色砂がみられる。切り合い

からS D647よ り古く, S K600よ り新しい。向きが SB2の軸線と平行になり,上間と考えられる S

K500の隣に位置する。出土遺物は越中瀬戸・唐津・伊万里 。陶器で,遺物の年代から遺構が坦まった

時期は17世紀後半～18世紀前半頃と推定される。久けた食器類が多量に出上し,その年代がSB2の

廃棄の時期に重なることから, SB2の廃絶に伴う廃棄土坑の可能性が考えられる。

645号土坑 (S K645,第 147図 ,図版108)

調査区東端に位置し,S K600の 南に接する。やや不整な方形を呈し,東西237cm,南北159cm,深さ

は18cmである。埋土は下層に薄く灰黄褐色砂があり,上層に厚 く黒褐色シルトが堆積する。切り合い

からS K600よ り新しい。周囲には断面に柱痕が残るS P665の他,柱穴状の小土坑が多く,この上坑

に関連するものであるかもしれない。出土遺物は越中瀬戸・唐津・伊万里・陶器である。

669号土坑 (S K669,第 146図 )

SB2の 敷地内東側,S K500の上面から掘り込まれた柱穴状の小土坑である。円形を呈し,直径は

26cm,深 さは20cmである。埋土は褐灰色シルトで,礫を含む。

671号土坑 (S K671,第 146図 )

SB2の 敷地内東側,S K500の 上面から掘 り込まれている。楕円形を呈し,長径は49cm,深 さは11

cmである。埋土は褐灰色シルトに責灰色シルトと炭化物が混入する上で,礫が多く含まれる。SBl

の柱穴の可能性もあるが,柱列に並ばず,性格は不明である。

677号土坑 (S K677,第 146図 )

SB4の敷地内北東隅に位置する。現況では長方形に近い不整形を呈するが,西狽1の検出面は若干

削平されて低くなっており,西側のプランは原形をとどめていないものと思われる。深さは20cmであ

る。埋土は基本的にはシルト系の上に地山の砂や黒褐色粘土質シルトが混入するもので,何層かに分

かれる。S K500と 同様に建物の北東隅にあたる土坑であることからもSB4の土間であつた可能性が

考えられる。出土遺物は土師質土器である。

684号土坑 (S K684,第 145図 )

調査区東側,S K482の東に位置する。平面形は円形または楕円形と思われるが,西側は排水溝に切

られているため不明である。深さは23cmである。埋土は褐灰色シルトに灰白色シルトと礫が混入する

土で,単層である。 S K482と排水溝を隔てて隣り合つているが別の遣構と考えられる。
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第145図 遺構実測図
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3 遺   物

A 掘立柱建物
1号掘立柱建物 (SBl,第 148～ 150図 ,図版■0・ ■1・ 119。 121～ 123,125)
′。2は S P15から出土した。′は中国製染付の皿である。全面施釉で高台下端を釉剥ぎする。内面

と高台内に染付がある。16世紀頃の製品である。2は伊万里の碗である。外面に染付がみられる。

Jは S P83か ら出土した柱である。

イはS Pl13から出土した柱で,縦に割れ芯の部分が空洞化しており根元の加工などは不明である。

5～ 3は S P175か ら出土した遺物である。5・ びは越中瀬戸悟鉢である。5は口縁部の縁帯を外方につ

まみ出す形態である。全面に錆釉を施す。びの卸日は一単位2.3cm幅に8条を数える。/は柱根である。

上端は腐食のため細くなっている。下端は中央に向かって削る。dは砥石である。

フはS P 150か ら出土した板状の加工木である。幅6.lcm,厚 さ0.6cmで,一端は欠損している。

′θはS P186の 根巻き石の下から出土した加工木で礎板または根固めに使用されたものと考えられ

る。

″・′2は S P194から出土した遺物である。′′は厚みのある加工木で表面は平坦に削られているが ,

木取りは木目に沿っておらず,下端も一応削り取られてはいるが加工は粗い。断面は台形を呈する。

表面は一部を残し焼けている。柱穴の中から出土しており,根固めに用いられたものであろうか。部

分的に炭化している。″は出土状況から柱と思われる。割れ口は焼けていないが,表面は黒く炭化し,

強い火を受けたものと考えられる。

′ぢは S P205の柱である。上端は腐食が進み,下端は削って平坦にしている。当遺跡から出上した

柱の中ではもっとも太く, SBlの 中心付近に据えられた柱で,大黒柱と考えられる。

/は S P221から出土した越中瀬戸皿である。向付の形態で登窯期のものである。鉄釉を施し,内

禿で外面下半は露胎である。内面に直接重ね焼きの痕跡が残る。高台内に墨書がある。

′5・ ′びはS P241から出土した遺物である。′jは越中瀬戸の椀である。鉄釉を施し,外面に灰釉を

流しかける。イは伊万里の小型の碗である。外面に草花文,内面に界線の染付がある。

′/は S P249の 上面に据えられていた石臼で,礎石に転用されたものと考えられる。下臼で,日 は

8分画,副溝は 9条まで認められる。招 り面のまわりは欠損している。

′∂は S P253の柱である。円柱で,下端は側面から一方向に削る。

′,は S P277の柱である。円柱で,下端は芯に向かって削り若干尖らせる。

2θは S P286の柱である。断面は長径 7 cmの楕円形を呈し,表面には部分的に漆が残っている。廃

棄の際に中程で切断しようとしたものか,横方向の切れ目が途中まで入つている。

2′ ～

"は
越中瀬戸の皿である。すべて鉄釉を施す。2′ はS P298から出土したいわゆる向付の形態

の皿である。
"は
S P 323出土で,削 り込み高台で,口縁部は直線的にのびる。男～必は S P362か ら

出上した。男・/は削り込み高台の底部である。内禿で底部外面も露胎である。必は向付の形態で,

登窯期の製品である。

2σはS P366出 土の越中瀬戸壺である。体部は九みをもち,口縁部は短 く立ち上がり断面方形を呈

する。内外面に鉄釉を施す。

2/・ 刻はS P393から出土した遺物である。2/は越中瀬戸の皿で向付の形態であり,登窯期の製品

である。鉄罪由を施し,内禿で外面下半は露胎である。2∂は円形板である。両面に黒漆を塗るが片面は
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第Ⅳ章 地崎遺跡

漆の残 りが悪い。孔が 2箇所みられる。

2号掘立柱建物 (SB2,第 150。 151図 ,図版110～ 112・ 116・ 119・ 124)

"は
S P412か ら出土した越中瀬戸皿である。削り出し高台の九皿である。灰釉を施し,内禿で外

面下半は露胎である。

ぢθ～♂びはS P483か ら出土した遺物である。ぢθ～ぢjは越中瀬戸皿である。ぅθ・」Fは灰釉を施し,ν・

"・
うイ・」5は鉄釉を施す。内禿で外面下半は露胎である。Jθ～ν・ぢjは削 り出し高台である。νは

端反皿である。
"は
口縁部の内外面に煤が厚く付着し,灯明皿として使用されたと考えられる。ぢθ・

夕 。ぢjは見込みに直接重ね焼きの痕跡が残る。夕・ν・ぢjは登窯期の製品である。」びは石鉢で石材は

凝灰角礫岩である。

ぢ/～″は S P573か ら出土した遺物である。づ/・ ぢ∂は越中瀬戸である。ぅ/は椀で,鉄釉を施すが ,

外面底部は露胎である。」∂は向付形態の皿で登窯期の製品である。底部内面に「次工門」,高台内に

「二」の墨書がある。ぢ9は唐津皿である。灰釉を施し,内面に4箇所胎土目が残る。
.16世
紀末～17世

紀初頭の製品である。

つ～つはS P 586か ら出土した越中瀬戸皿である。つ・れは鉄釉,つは灰釉を施す。つは九皿で削

り込み高台である。イ′は口縁部が強く屈曲する折縁皿である。つは九皿である。

密はS P 586か ら出土した板状の加工木である。厚さ l cmで両端は欠損している。

密 。ちは S P632か ら出土した遣物である。密は越中瀬戸皿である。削り込み高台で回縁部は直線

的にのびる。灰釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。ちは唐津の甕である。体部内外面に格子目

叩きを施す。底部外面は無調整である。断面は赤褐色と白色を呈する胎土が互層になっている。

ては S P 633か ら出土した越中瀬戸の悟鉢である。全面に錆釉を施す。底部外面は回転糸切 りであ

るb卸 日は一単位2.9cm幅に9条 を数える。

ク～つは S P641か ら出上した遺物である。クは唐津皿で灰釉を施す。16世紀末～17世紀初頭の製

品である。奄は伊万里小杯である。全面に透明釉を施し,高台端部を釉剥ぎする。外面に染付がある。

17世紀前半～中頃の製品である。つは伊万里碗である。内外面に染付がある。

5θは S P685か ら出土した伊万里皿である。蛇の目釉剥ぎで,重ね焼きの痕跡が残り砂が溶着して

いる。内面と体部外面に透明釉を施し,内面に染付がみられる。高台には砂が溶着する。17世紀後半

～18世紀前半の製品である。

3号掘立柱建物 (S B3,151'152図 ,図版109,121・ 122)

夕は S P81か ら出土した杭である。上部は断面長方形の角柱状に丁寧に削られているが,土中に埋

もれる下端部分の調整は粗く,芯に向かって削り細 く尖らせている。同遺構からこの杭の他に直径20

cm前後の角柱を検出したが,腐食して脆くなっており取 り上げの際に崩れてしまった。

身は S P 123の柱である。下端は不定方向から削り,ほぼ平坦である。

男は S P 124か ら出土した板状の加工木である。片面は約 l cmの 幅を残して黒漆を塗る。片面は素

地で,班点状の焼け焦げがみられる。箱状の容器の一部であろうか。

/は S P140か ら出土した志野菊皿である。内面に一箇所,外面に二箇所円錐ピンの痕跡が残る。

16世紀末～17世紀初頭の製品である。

万は S P165の柱である。下端は二方向から削って尖らせる。

jびは S P163出 上の志野九皿である。全面に貫入の入った長石釉を施す。削り出し高台で口縁端部

は外反する。大窯Ⅳ期～登窯Ⅱ期に生産されたもので,時期は16世紀末～18世紀中頃である。
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5/～ ωはS P168から出上した遺物である。5/。 58は越中瀬戸である。j/は椀で鉄釉を施し,灰釉

を内面に流しかける。男は皿で,口縁部はわずかに外反し端部は九くおさめる。鉄釉を施す。″は石

硯である。狽1面及び内面に墨が付着する。ωは柱である。下端は水平に切られている。

6‐Fは S P218の柱である。下端は不定方向に削り,やや丸みをもたせる。

鬱は S P358の柱である。下端は不定方向に削り,尖 らせる。

4号掘立柱建物 (SB4,第 152図 )

傷は S P 525出上の円形板である。厚みは1,3cmと 厚 く,桶の蓋の可能性がある。断面に2箇所亀裂

がみられるが目釘の跡であろうか。

密はS P 536出土の柱である。根元は中央へ向かって削っている。

0は S P629出上の伊万里白磁碗である。器壁は薄く胎土は緻密である。

B ピ ッ ト
53号 ピット (S P53,第 152図 )

“

は加工木である。直径3.2cmの棒状で,孔がある。

116号ピット (SP■6,第 153図 )

クは柱である。根元は中央に向かって削っているようであるが,芯が腐食して空洞になっているた

め明確でない。

184号 ピット (S P184,第 153図 )

彿・ωは唐津皿である。彿は灰釉を施し,16世紀末～17世紀初頭の製品である。ωは内野山窯系

の製品で,内面に灰釉,外面に銅緑釉を施し,外面下半は露胎である。17世紀後半～18世紀前半の製

品である。

244号 ピット (S P244,第 153図 )

刀は越中瀬戸皿である。向付の形態で登窯期のものである。削り込み高台である。鉄釉を施し,内

禿で外面下半は露胎である。々は円形板である。黒漆が塗られている。

281号 ピット (S P281,第 153図 )

″は越中瀬戸皿である。灰釉を施し,内禿で,外面下半は露胎である。口縁部は直線的にのび,削

り出し高台である。登窯の製品と思われる。

350号 ピット (S P350,第 153図 )

万は柱である。断面は楕円形で,下端は削って若干尖らせる。

459号 ピット (S P459,第 153図 ,図版123)

〃は石臼である。上自で心棒受けと供給口があり摺り面は凹面となっている。

b・ πは杭である。な・χ「ともに直径約 9 cmの太い杭で,根元は中央に向かって削 り尖らせる。

表面は炭化しており,一度焼き付けた後先端を削ったものと思われる。

460号 ピット (S P460,第 153図 )

〃・/8は杭である。〃は下端を中央に向かって削 り尖らせており,表面は炭化している。潜は下

端を一方向から削うて尖らせる。かは加工木である。やや不整な直方体を呈し,全面平坦に削られ

ている。

519号 ピット (S P 519,第 153図 )

∂θは柱である。両端を欠損している。
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C溝

1号溝 (S Dl,第 154図 )

∂′・諺は越中瀬戸橋鉢である。3′ は内面に炭化物が付着する。全面に錆釉を施す。

“

は煙管の雁首である。頸部は湾曲しつつ立ち上がり,円形の火皿が付 く。羅宇との接合部は折れ

て曲がつており,隆帯はみられない。緑青がみられる。17世紀のものと考えられる。

2号溝 (SD2,第 154図 ,図版109,123・ 125)

Mは珠洲指鉢である。卸目は一単位3.5cm幅に15条 を数える。

φ～炒は越中瀬戸である。φ～3/は椀である。φは鉄釉に灰釉を流しかけ,外面下半は露胎とな

る。8び 。3/は鉄琴由を施し,3/は体都中程に沈線が入る。88は皿である。鉄釉を施し,内禿で底部外

面も露胎である。炒は越中瀬戸悟鉢で全面に錆釉を施す。

,θは唐津椀で灰釉を施す。16世紀末～17世紀初頭の製品である。

夕は土師質土器である。外面は不定方向のナデ,内面は横方向のハケメを施し,指頭圧痕が残る。

径は30cm前後に復元される大型の製品である。火舎であろうか。

ν 。男は漆器椀である。内面は朱漆,外面は高台内を含め黒漆を塗る。/は加工木である。厚さ

4.4cmで両面をほぼ平坦に削っているが,加工面は木目に対して斜めになっており不整形をなしている。

"は
石臼である。上臼で供給口がある。%は円錐状の金属製品で用途は不明である。

5号溝 (S D5,第 154図 ,図版120)

,/は伊万里の青磁皿である。高台内を含み全面に明緑灰色の釉を施し,見込みは蛇の目釉剥ぎ,畳

付の釉は剥ぎ取る。蛇の目釉剥ぎの部分と畳付には砂が溶着する。

403号溝 (S D403,第 155図 ,図版■0。 119。 122)

男～r"は越中瀬戸である。男は椀の底部で削り出し輪高台である。鉄釉を施し,外面底部は露胎

である。
"は
椀である。削り出し輪高台である。鉄釉の上に灰釉を流しかけ,外面底部は露胎である。

rοθは向付の形態で,灰釉を施し,登窯期の製品である。′θ′・′
"は
括鉢である。内外面錆釉を施す。

′″は卸目の磨滅が著しい。

F%～ ′0びは伊万里である。′餌は陶胎染付の椀で18世紀前半の製品である。′ンは波佐見窯系の碗

で,18世紀の製品である。′いは白磁皿である。全面に施釉 し,見込みは蛇の目釉剥ぎ,畳付は釉を

剥ぎ取る。17世紀後半～18世紀前半の製品である。′拓は仏飯器である。染付は菊花散らしで,18世

紀後半～19世紀初頭の製品である。

′γは板状の加工木である。′鉗は板状の加工木で,不規則に孔が穿たれる。

450号溝 (S D450,第 155図 ,図版110・ ■6・ 118・ 119)

F″～′′jは越中瀬戸である。′のは天目茶椀で鉄釉を施す。ガθ～ガイは皿である。′′θは見込みに

かたばみの印花がある。外面には焼成時に溶着したと考えられる別個体の皿の口縁部破片が付着する。

削り込み高台である。灰釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。
"′

～ガJは ,鉄釉を施し,内禿で

外面下半は露胎である。河′は直接重ね焼きをした痕跡がある。ガイは向付の形態で登窯期の製品であ

る。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。河jは橋鉢で,内外面に錆釉を施す。

′′び・FF/は ,伊万里碗で外面に染付がある。

′′∂～′%は唐津である。ガBは皿で,灰釉を施し,外面下半は露胎である。16世紀末～17世紀初頭

の製品である。声9～′″は内野山窯系の皿で,内面に銅緑釉,外面に灰釉を施す。蛇の目釉剥ぎし,

外面下半は露胎である。′″は高台内に墨書がある。′2′・′
"は
砂目がなく,17世紀末～18世紀前半
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の製品である。′%は刷毛目二彩手の鉢で,銅緑釉が一部に施される。砂・胎土目が残 り,日 跡の間
に高台の一部が癒着する。17世紀の製品である。

462号溝 (S D462,第 156図 ,図版120)

′
"は
伊万里碗である。陶胎染付で,意匠は一重網目文である。17世紀後半～18世紀前半の製品で

ある。

467号溝 (S D467,第 156図 ,図版117)

巧イは唐津の刷毛目椀である。高台内は露胎である。17世紀末～18世紀前半の製品である。

471号溝 (S D471,第 156図 )

′
"は
唐津皿である。内面に胎土目を残す。灰釉を施し,底部は露胎である。16世紀末～17世紀初

頭の製品である。

473号溝 (S D473,第 156図 )

′Jびは志野九皿である。大窯Ⅳ期～登窯Ⅱ期の製品で16世紀末～18世紀中頃の時期が与えられる。

D 井   戸
530号井戸 (S E530,第 156図 ,図版121)

′ぢ/は曲物である。井戸の底から出土し,水溜として使用されたものと考えられる。ヒノキ科の材

である。′ぢ∂は井戸側として使用された到 り抜き丸太である。図として一部分しか掲載できないが ,

直径約50cmの一本造 りで,厚 さは 2 cm前後である。内面には手斧痕が残る。上側の端面には装飾を意

図してか,年輪に対して放射状に約 3 cm毎 に直線が刻まれている。樹種はブナである。

634号井戸 (S E634,第 156図 )

′″・′々 は板状の加工木である。′初は0,5cm,′々は0.8cmの 薄い板で,こ の井戸からは同様の加工

木が 7点出土している。井戸の偵1板または上部施設に使用されたものであろうか。

E 土   坑
27号土坑 (S K27,第 157図 )

′密は越中瀬戸皿である。見込みに凸帯状の段を有し,直接重ね焼きをした痕が残る。灰釉を施し,

内禿で,外面下半は露胎である。

30号土坑 (S K30,第 157図 )

′つは加工木である。薄い板状で,曲物の可能性がある。

34号土坑 (S K34,第 157図 )

′密は唐津皿である。内野山窯系の製品で,内面に銅緑釉を施す。17世紀後半～18世紀前半のもの

である。

39号土坑 (S K39,第 157図 )

′密は中国製白磁壺または水注である。口縁部は折れて垂下し顎部に沈線をもつ。内外面に施釉さ

れる。1060～ 1230年頃の製品である。

′ちは板状の加工木である。厚さは l cmで ,両端と一方の側面は欠損 している。同遺構からはこの

他にも同様の板状の加工木片が数点出土している。

43号土坑 (S K43,第 157図 )

′FFJは越中瀬戸皿である。削り込み高台で,灰釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。全体に煤

けており二次的に火を受けたものと考えられる。

79号土坑 (S K79,第 157図 )
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′クは伊万里の小杯である。薄手で,口縁部は外反する。内外面に施釉し,外面に花文の染付があ

る。17世紀前半～中頃の製品である。

87号土坑 (S K87,第 157図 ,図版117)

′埼は越中瀬戸皿である。削り込み高台で鉄釉を施し,内禿で外面底部は露胎である。

′つは須佐唐津橋鉢である。削 り出し高台でロクロ成形である。高台内には幅約 l cm前後で平行に

並ぶ削り痕がみられる。畳付は表面が磨滅しているが,全面に鉄泥を施す。卸目は一単位2.3cm幅に8

条を数える。17世紀後半～19世紀前半の製品である。

93号土坑 (S K93,第 157図 )

′jθは唐津皿である。灰釉を施し,外面下部は露胎である。16世紀末～17世紀初頭の製品である。

100号土坑 (S K100,第 157図 )

′5′ は唐津皿である。灰釉を施し,外面下半は露胎である。見込みに胎土目が残る。16世紀末～17

世紀初頭の製品である。

107号土坑 (S K107,第 157図 )

′νは越中瀬戸悟鉢である。全面に錆釉を施す。卸目は一単位2.6cmに 13条を数える。

108号土坑 (S K108,第 157図 )

′jJは越中瀬戸天目茶椀である。内外面に鉄釉を施す。

111号土坑 (SK■ 1,第 157図 ,図版121)

′5tFは 円形板である。0,7cmの厚みがある。

121号土坑 (S K121,第 157図 ,図版116)

′55は唐津筒型椀である。鉄牙由を施し,外面底部は露胎である。16世紀末～17世紀前半の製品であ

る。

133号土坑 (S K133,第 157図 ,図版■8)

′5びは唐津皿である。日縁部は波縁で,内面に胎土目が残る。灰釉を施し,外面下半は露胎である。

16世紀末～17世紀初頭の製品である。

155号土坑 (S K155,第 157図 ,図版■0)

′5/・ ′男は越中瀬戸皿である。′ぅアは灰釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。′58は 口縁端部を

上方へつまみ,端部は九 くおさめる。削り込み高台である。鉄牙由を施し,内禿で外面下半は露胎であ

る。

160号土坑 (S K160,第 157図 )

′
"は
越中瀬戸皿である。端反皿で登窯期のものと考えられる。鉄釉を施す。

170号土坑 (S K170,第 157図 ,図版109・ 1■～■3。 ■6)

′ωは土師器皿である。見込みと口縁部を撫で,外面底部は無調整で板状の圧痕が残る。口縁部と

内面の広い範囲に油煙が付着し灯明皿として使用されたものと考えられる。

′αは瀬戸美濃天目茶椀である。口縁部は折れて端部へ向かい直線的にのびる。鉄釉を施し,外面

底部は露胎である。大窯Ⅳ期に比定され,16世紀末～17世紀初頭の製品と考えられる。

′鬱は唐津の瓶である。ロクロ整形で,内面は無調整で粘土のねじれた痕を残す。外面に鉄釉を施

すが,下半は露胎である。16世紀末～17世紀初頭の製品である。

′傷～′oは越中瀬戸皿である。′密は灰釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。′密は口縁端部

を上方へつまみ端部は九くおさめる。破片であるが,日縁部の一部がわずかに袂れており,輪花状に
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なる可能性がある。鉄釉を施 し,内禿で外面下半は露胎である。二次的な被熱のためか釉が融け級状

になっている。口縁部には油煙が付着 し,灯明皿 として使用されたものと考えられる。′oは削 り出

し高台で,内底面に釉止めの段をもつ。鉄釉を施 し,内禿で外面下半は露胎である。

′

“

・′クは加工木である。 F“は厚さ0.6cm幅 4.2cmの 薄い板状の加工木で,一端は斜めに切 られ,も

う一端は欠損している。′クは板状の加工木である。

′彿は洪武通賓で背文字は「治」である。明銭で,初鋳は1368年である。

183号土坑 (S K183,第 158図 ,図版116)

′つは唐津椀である。内外面に明緑灰色の透明な灰釉を施 し,外面底部は露胎である。16世紀末
～17世紀初頭の製品である。

193号土坑 (S K193,第 158図 ,図版109)

′刀は志野皿である。長石釉を施し,高台内は露胎である。大窯Ⅳ期～登窯Ⅱ期の製品で,16世紀

末～18世紀中頃の時期が与えられる。

196号土坑 (S K196,第 158図 ,図版125)

′〃は京焼風唐津椀である。黄色みがかった透明釉を施し,貫入がみられる。17世紀後期～18世紀

初頭の製品である。

′″は煙管の雁首である。頸部は湾曲しつつ立ち上がり,胴部と羅宇の接合部は隆帯状になってい

る。火皿は円形で,頸部との間に突帯状の膨らみがある。16世紀末～17世紀の製品と考えられる。

211号土坑 (S K211,第 158図 )

′万は越中瀬戸の悟鉢である。卸目は一単位3.2cm幅に9条を数える。全面に錆釉を施す。

213号土坑 (S K213,第 158図 )

′/は越中瀬戸皿である。向付の形態で登窯期のものである。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎

である。見込みに直接重ね焼きの痕跡が残る。

232号土坑 (S K232,第 158図 )

′万は越中瀬戸皿である。向付の形態で登窯期のものである。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎

である。

240号土坑 (S K240,第 158図 )

′/は越中瀬戸皿である。向付の形態で登窯期のものである。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎

である。破片のため一部分しかわからないが,内面は釉を四角く抜 くようである。

259号土坑 (S K259,第 157図 ,図版121)

′〃は一木造 りの連歯下駄である。台の平面形は隅九方形で,前方より後方が若干狭 くなる。前重

は中心に穿たれ,後壼は後歯の直前に穿たれる。台表の指圧痕から右足用と思われる。ヒノキ科の材

である。

261号土坑 (S K261,第 158図 )

′潜・′ルは越中瀬戸皿である。ともに鉄鵜を施し,内禿で外面下半は露胎である。′ルは向付の形

態で登窯期のものである。

265号土坑 (S K265,第 158図 ,図版118)

′∂θは唐津皿である。内野山窯系の製品で,内面に銅緑釉,外面に灰釉を施す。蛇の目釉剥ぎし,

底部外面は露胎である。高台内に墨書「一」がある。17世紀末～18世紀前半の製品である。

280号土坑 (S K280,第 158図 ,図版109)
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′∂′・′νは越中瀬戸皿である。ともに高台内に墨書がある。 /8′ は灰釉を施し,内禿で外面下半は

露胎である。墨書は「○」である。′膨は向付の形態で登窯期のものである。削 り出し高台で,鉄釉

を施し,内禿で外面下半は露胎である。

′8」は板状の加工木である。断面に3箇所目釘が打たれた跡がみえる。

296号土坑 (S K296,第 158。 159図 ,図版109,113・ 121)

′∂イ～′拶は越中瀬戸である。′χ～′8∂は皿である。′影・′φ・/88の高台内には墨書があり,前二

者は「○」である。′影～′8びは灰釉を施し,内禿で,外面下半は露胎である。Fdびは見込みに菊の印

花があり,直接重ね焼きをした痕が残る。′3/。 ′38は向付の形態で,登窯期のものである。鉄釉を施

し,内禿で外面下半は露胎である。′拶は括鉢である。内外面に錆釉を施す。

ヮθは伊万里碗である。全面に施釉し,畳付の釉を剥ぎ取るが砂が溶着する。

′夕は板状の加工木である。片面は焼け焦げている。′
"は
円形板で,孔が穿たれる。一部焼け焦げ

ている。

′男は永楽通賓である。明銭で,初鋳は1408年である。

314号土坑 (S K314,第 159図 ,図版109)

′/は土師質土器である。内面は横方向の粗いナデを施し,指頭圧痕が残る。大型の製品で,直径

は40cm前後に復元される。火舎であるうか。

315号土坑 (S K315,第 159図 ,図版■3)

′
"は
越中瀬戸皿である。向付の形態で登窯期のものである。削り出し高台で鉄釉を施し,内禿で

外面下半は露胎である。

325号土坑 (S K325,第 159図 ,図版120)

ヮびは中国製染付皿である。内外面に施釉するが,畳付から高台内にかけては露胎である。16世紀

後半～17世紀初頭の製品である。

335号土坑 (S K335,第 159図 )

′ノは越中瀬戸皿である。向付の形態で,登窯期のものである。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露

胎である。

348号土坑 (S K348,第 159図 )

′好～2θOは曲物である。F,3・ ′
"は
1箇所ずつに,2θθは 3箇所に孔がみられる。

363号土坑 (S K363,第 159図 ,図版109。 ■4)

2θ′～2θ/は越中瀬戸である。20′ ～26石は皿である。2θ′・2"は高台内に墨書があり,2θ′は「○」

である。2θ′・2χは灰釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。2θ′は内面に直接重ね焼きの痕があ

る。20びは見込みに16弁菊の印花がある。口縁部には油煙が付着しており,灯明皿に使用されたもの

と考えられる。2ν～2"は向付の形態で,登窯期のものである。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎

である。2弼 は内面に直接重ね焼きをした痕が残る。2θ/は橋鉢である。口縁部は縁帯を外方につまみ

出す形態で,内外面に錆釉を施す。

2鋸は茶臼である。内面は丁寧に磨かれ,日 は磨耗している。底部外面は,接地面を幅約 4 cmの高

台状に残し,内側を聾で狭る。石材は砂岩である。

372号土坑 (S K372,第 160図 ,図版110)

2のは越中瀬戸皿である。見込みに12弁菊の印花があり,直接重ね焼きをした痕が残る。灰釉を施

し,内禿で外面底郡は露胎である。
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373号土坑 (S P373,第 160図 ,図版122)

2′ 0は越中瀬戸の椀で,鉄釉を施す。2′′は伊万里の碗で,外面に染付がみられる。2′2は加工木で,

用途は不明である。断面は台形を呈し,両端は斜めに切られている。

387号土坑 (S K387,第 160図 )

2′ J。 2′イは越中瀬戸である。2巧は天目茶椀である。内外面に鉄釉を施す。2rィは皿である。内面に

釉止めの段をもつ。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。

389号土坑 (S K389,第 160図 ,図版■6)

2′5は唐津瓶である。内外面に鉄釉を施す。16世紀末～17世紀初頭のものである。

394号土坑 (S K394,第 160図 )

2′びは越中瀬戸椀である。内外面に灰釉を施す。

395号土坑 (S K395,第 160図 ,図版125)

2′ァは土師質土器悟鉢である。底部破片で,内面は部分的に剥離している。外面には煤が付着する。

2だは円形板である。欠損しているため径は不明であるが,タト周は斜めに薄く削がれ日釘が打たれ

ているので,曲物の底板と考えられる。2ヮは石硯である。硯頭部分の破片で,さ らに縦半分に割れ

ている。硯頭と裏面の角は表面が剥離している。石材は泥岩である。

402号土坑 (S K402,第 160図 ,図版121)

″θは土師質土器悟鉢である。卸目の単位は1.8cmに 6条を数える。外面下半に煤が付着する。

"′
は中国製青磁碗である。高台断面が四角 く底部は器壁が厚い。龍泉窯系のもので,内面にヘラ

で花文状の文様を施す。オリーブ灰色の釉を内外面に施し,畳付および高台内は露胎である。胎土は

やや砂っぽい。太宰府分類の I類 2～ 4に相当し,1160～ 1230年 頃の製品である。

″2・ ″Jは越中瀬戸である。222は椀で,削 り出し輪高台である。灰釉を施し,外面底部は露胎と

なる。22Jは 壷である。口縁部は短く折れて直立し,端部は断面方形を呈する。内外面に鉄釉を施す。

22イは唐津瓶である。高台内部を決 り込み,高台をつくり出す。内面底部の中心にロクロで挽き残

した部分が盛り上がる。内外面に鉄釉を施し,底部は露胎である。16世紀末～17世紀初頭の製品であ

る。

225は漆器椀である。高台は脚の部分が欠損し磨滅している。内面は朱漆,外面は黒漆が塗られる。

″びは下駄である。後歯は台と同じ一木から作 り,前歯は別材でほぞで組み合わせる。前歯ははず

れほぞ穴のみ残る。台は隅丸方形を呈し,前方より後方が狭 くなる。前壷は中央に穿たれ,後壺は台

表から後歯の直前へ向かって斜めに穿たれる。ヒノキ科の材である。

″/は板状の加工木である。角は九く削られている。

″∂は曲物で樺皮綴じされている。229は板状の加工木で,樺皮綴じされているが,0,9cmの 厚みがあ

り,一端は斜めに切られている。折敷であろうか。

416号土坑 (S K416,第 160図 )

%θは唐津皿である。内野山窯系の製品で,内面に銅緑罪由,外面に灰釉を施し,蛇の目釉剥ぎする。

17世紀後半～18世紀前半の製品である。

451号土坑 (S K451,第 160図 ,図版116)

%′ 。2νは唐津である。%′ は皿である。内野山窯系の製品で,内面に銅緑釉,外面に灰利を施す。

17世紀後半～18世紀前半の製品である。%別よ小椀である。灰釉を施し,外面下半は露胎である。胎

土目が残る。16世紀末～17世紀初頭の製品である。
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452号土坑 (S K452,第 160図 )

2"は伊万里の青磁皿である。蛇の目釉剥ぎし,外面底部は露胎である。17世紀後半～18世紀前半

の製品である。

%イ・2J5は板状の加工木である。男Yは厚さ l cmで ,両端は欠損している。2ぢ5は厚さ1,7cm,幅 7.1

cmで一端は欠損している。

453号土坑 (S K453,第 161図 )

必び～%8は越中瀬戸である。必びは椀である。内外面に鉄釉を施す。%/は向付の形態の皿で登窯期

のものである。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。%∂は悟鉢である。内外面に鉄釉を施す。

454号土坑 (S K454,第 161図 ,図版■4)

2,9は 越中瀬戸皿である。口縁部は直線的にのび,削 り出し高台である。鉄釉を施し,内禿で外面

下半は露胎である。登窯期の製品と思われる。

2イθは唐津瓶である。ロクロ整形で,外面に鉄釉を施し,内面及び外面下半は露胎である。16世紀

末～17世紀初頭の製品である。

456号土坑 (S K456,第 156図 ,図版125)

′/は中国製白磁碗である。胎土はやや砂っぽく,釉には貫入が見られる。■世紀後半～12世紀前

半の製品である。

′か は土師質土器梧鉢である。底部外面には煤が付着する。

72び。″/は越中瀬戸である。F2びは皿である。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。彪冽よ橋

鉢で内外面に錆釉を施す。

′フ8・ r"は伊万里である。″8は碗で外面に染付がある。/妙は瓶で竹文の染付がある。

′Jθは唐津の小椀である。灰釉を施し,外面下半は露胎でロクロロが残る。胎土目積みである。16

世紀末～17世紀初頭の製品である。

′夕は曲物である。側面と両端は欠損している。

Fνは馬鍬の刃である。断面は長方形で,頭部は片面へ折 り肥厚させる。頭部は横に広がり,先端

に向かって細 くなる。

482号土坑 (S K482,第 161図 ,図版109。 ■0・ 117。 ■9。 121)

2∠′・クつは越中瀬戸皿である。勿引よ見込みに凸帯状の段があり,菊の印花を施す。灰釉を施し,

内禿で外面下半は露胎である。2つは向付の形態で登窯期のものである。内外面に鉄釉を施す。

身り。2暫イは唐津皿である。内野山窯系の製品で,内面に銅緑釉,外面に灰釉を施す。2密は砂目が

なく17世紀末～18世紀前半の製品である。″例ま京焼風唐津椀である。内外面に施釉 し,貫入がはい

る。17世紀後半～18世紀前半の製品である。

2イびは陶器鉢である。胎土はにぶい黄橙色を呈し,内外面に透明釉を施す。器壁は薄く,体部は九

みをもち口縁部へ向かい外反する。一部に外面から指で押さえ窪ませた部分があるが,破片であるた

め全体の器形は不明である。

//～必θは伊万里で,染付は外面に2条の界線のみみられる。2クは陶胎染付の碗で18世紀前半の

製品である。27∂は碗で,一重網目文の染付がある。17世紀後半のものである。男りは碗で外面に染付

がある。必θは白磁皿で内外面に施釉される。17世紀後半～18世紀前半の製品である。

必Fは唐津 ?橋鉢である。胎土はにぶい赤褐色を呈し,硬質である。

2νは信楽甕である。外面に錆釉を施す。17世紀のものである。
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25」 は越中瀬戸悟鉢である。内外面に錆釉を施す。卸目の単位は2.5cm幅に 7条 を数える。

25イは加工木である。片面は黒漆塗り,裏は朱塗りで,組み合わせのため幅 6111111の 帯状に薄く削 り

込んだ部分がある。箱状の木製容器の一部であろうか。

500号土坑 (S K500,第 161図 ,図版109)

25J。 あびは越中瀬戸皿である。255は 内外面に灰釉を施す。必びは向付の形態で登窯期の製品である。

鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。高台内に墨書「九」がある。

25/は伊万里の白磁皿である。蛇の目釉剥ぎし,重ね焼きの痕が残る。外面底部は露胎である。17

世紀後半～18世紀前半の製品である。

万8は細い角材状の加工木である。厚さは1.4cmで ,断面は長方形を呈する。 4面はほぼ平坦に削り,

単部は一端が欠損している。

548号土坑 (S K548,第 161図 )

2す9は越中瀬戸小杯である。口縁部は天目茶椀風に外反し,底部は削 り込み高台である。鉄釉を施

し,外面下半は露胎である。

564号土坑 (S K564,第 161図 )

2ωは唐津皿である。内面に灰釉を施し,胎土目が残る。16世紀末～17世紀初頭の製品である。

582号土坑 (S K582,第 161図 ,図版■7)

2α は漆器椀である。内面朱漆,外面は黒漆を塗る。樹種はブナである。

2鬱は唐津播鉢である。口縁部は縁帯状に外面に肥厚する。卸目の単位は5,3cm幅 に14条 を数える。

口縁端部外面にのみ鉄釉を施す。胎土は灰赤色を呈し,堅 く焼き締まっている。

593号土坑 (S K593,第 162図 )

2傷 は越中瀬戸悟鉢である。口縁部は断面三角形を呈し,内外面に錆釉を施す。

600号土坑 (S K600,第 162図 ,図版109。 119)

27は瀬戸美濃天目茶椀である。内外面鉄綸を施し,底部外面は露胎である。大窯Ⅳ期～登窯 I期

の製品で16世紀末～17世紀末のものと考えられる。

2o・ ク

“

は越中瀬戸である。2oは向付の形態で登窯期のものである。鉄釉を施し,内禿で外面下

半は露胎である。2ι懸は火桶である。口縁部は断面方形を呈し,穿孔がある。内外面に鉄釉を施すが ,

内面の口縁部以下は露胎である。

2クは伊万里碗である。外面に菊花文の染付がある。不動山 3号窯の製品に類似品があり17世紀前

半のものと考えられる。

2彿は曲物である。この土坑からは他にも同様の破片が数点出土している。2のは板状の加工木であ

る。厚さは1.7cmで ,側面に2箇所目釘が打ち込まれている。一端は欠損しているが,も う一端は丸み

をもちつつ斜めに切られているようである。

644号土坑 (S K644,第 162図 ,図版109。 110・ 116)

2刀～2がは越中瀬戸である。
"92々

は椀で削り出し輪高台である。鉄釉を施し,底部外面は露胎

である。2"～ 2潜は皿である。2″は灰釉,2万～2万は鉄釉を施し,内禿で外面底部は露胎である。

22は見込みに12弁菊の印花と直接重ね焼きした痕がある。ク〃・2たは向付の形態で,登窯期のもの

である。鉄釉を施し,内禿で外面下半は露胎である。2ヌ∂は高台内に墨書「九」がある。2がは括鉢で

ある。口縁部は断面三角形を呈し,錆釉を施す。

28θ～2じjは唐津である。28θは椀である。内野山窯系の製品で,内面に灰釉,外面に銅緑釉を施し
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外面底部は露胎である。見込みに胎土目が残る。17世紀後半～18世紀前半の製品である。2∂′～2φは

皿である。28′ 。2νは灰釉を施し,外面下半は露胎である。見込みに胎土目が残る。16世紀末～17世

紀初頭の製品である。28」・28イは内野山窯系の製品で,内面に灰釉,外面に銅緑釉を施す。17世紀後

半～18世紀前半の製品である。2φは溝縁皿で見込みに砂目が残る。17世紀前半の製品である。

28びは伊万里碗である。陶胎で,全面に施釉し,畳付の釉を剥ぎ取る。18世紀前半の製品である。

23/は 陶器鉢である。外面は黄灰色の灰釉に白化粧土を重ね横縞の文様になっている。

645号土坑 (S K645,第 163図 ,図版116・ 119)

雰∂。289は 越中瀬戸である。238は 皿で,見込みに印花を施すが意匠は不明である。内外面露胎で

ある。289は槽鉢である。口縁部は断面三角形を呈し,内外面に錆釉を施す。

か 0・
"′
は唐津皿である。

"θ
は内野山窯系の製品で,内面に銅緑釉,外面に灰釉を施し,底部外

面は露胎である。17世紀後半～18世紀前半の製品である。
"ど
は大型の皿で,内外面に灰釉を施し,

内面に鉄絵がある。16世紀末～17世紀初頭の製品である。

292～ 郷びは伊万里である。292・ 2男 は碗である。292は 内外面に染付がある。29ぅは青磁である。

蛇の目釉剥ぎし,外面底部は露胎である。釉剥ぎ部分には重ね焼きの痕跡が残り,釉剥ぎされなかっ

た部分に砂が溶着する。17世紀後半～18世紀前半の製品である。2/。 2ワ5は皿である。2/は 内面に

あやめの染付があり,山辺田 6・ 7号窯に類似品がある。17世紀前半の製品である。内外面に施釉し,

畳付部分を釉剥ぎするが,295は畳付に砂が溶着する。妙びは瓶である。頸部破片で薄手である。内

外面に施釉し,外面に染付がある。

29/は 陶器鉢である。胎土は褐灰色を呈する。内外面に鉄釉を施し,朝鮮唐津にみられる藁灰釉に

似た浅責色の釉を流しかける。全体に光沢のある釉である。

677号土坑 (S K677,第 163図 ,図版117)

"∂
は土師質土器播鉢である。焼成は甘く浅黄色を呈し磨滅が著しい。口縁端部は丸みをもち,内

面口縁部下に沈線をもつものと思われるが磨減のため不明である。卸目の単位は 2 cm幅 に7条 を教え

る。16世紀頃のものと思われる。

F 表土 ・包含層 (第 164～ 170図 ,図版109・ 110。 115～ 120。 124)

299～ラγは越中瀬戸である。299・ JθOは椀である。2,9は 内外面に鉄罪由を施し,灰釉を流しかける。

づθθは鉄釉を施し,外面底部は露胎である。」θ′は天目茶椀である。内外面に鉄釉を施し,灰釉を流し

かける。

」θ2^ヤ 352イよIlllである。 a″・潔が・ぅο/・ J98・ 夕′̂ヤう′イ・ぢ′6‐・J2J・ づ2∂・づJ′ イよう疋釉を, ぅθJo Jθ哲・

Jθび・夕5,夕 /～う22・ づ2イ～ν /・
"θ

・男2は鉄釉を施 し,タト面下半は露胎である。3り ,」′θは鉄釉

を灰釉の上から流しかける。」づぅは鉄釉を施し,外面下半のみ露胎で,底部は回転糸切りである。ぢ0′・

」り 。ぢ″・タイ・夕 /・ νθは見込みに釉止めの段をもち,夕′は十二弁菊,夕2～タイは十六弁菊の印

花がある。ぢν～ぢχ・夕′は高台内に墨書がある。J″は「○」,J傷は「+」 ,づ
"は
「一」,夕′は

「Oヵ」である。Jθびは端反皿で登窯期のものと思われる。男 7は内面にラギがはいる。
"2は
波状回縁

である。男イ～」夕は向付の形態で,登窯期の製品である。じ密は墨書「+」 がある。鉄釉を施し,内

禿で外面下半は露胎である。」0び・Jθ/・ J2多・_92/・ J力・ぢイ′。J夕 は見込みに直接重ね焼きした痕が

ある。」52は内外面に錆釉を施し,器高が高く特殊な形態である。

」男～555は壼である。J男・

"狽
よ丸みをもつ体部に短く折れて直立する日縁部がつく。口縁端部は

断面方形を呈する。う55は底部である。削り出し輪高台である。鉄釉を施し,内外面ともに底部は露
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胎である。

"び
は瓶である。無台で底部は回転糸切 りである。内外面に鉄釉を施 し,外面底部は露胎である。

_95/～ぢ″は悟鉢である。国縁部の形態は縁帯が三角形になるもの ("ガ ,端部が内面に折り返され

上面が平坦なもの (」581,縁帯が短く折れるもの (■9,端部が尖り上面が窪むもの (じω oJα),端
部が屈曲して直立するもの (づ鬱)がある。全面に錆釉を施す。卸目の単位がわかるものは,ぢ寓で2.5

cm幅 に10条 ,ぢ b‐3で3.4cm幅に12条 ,」刀・多″で2.7cm幅に8条 ,ぢ々で3.3cm幅に11条 を数える。Jb‐/・

ぢ刀・ぢ〃は内面に直接重ね焼きした痕が残る。

」/_9・ ぢ〃は匝鉢である。底部は右回転の糸切 りである。ぅ万は鉄釉を施し,内外面ともに底部は露

胎である。」/は全面に鉄釉を施す。

」万～卯/は唐津である。多/5は悟鉢である。ロクロ整形で削り出し輪高台が付 く。高台内を含む全

面に錆釉を施し,畳付は露胎である。

」π～ぢルは椀である。,ラτは灰釉を施し,外面下半は露胎である。16世紀末～17世紀前半の製品で

ある。ぢ//は灰釉を施し,外面底部は露胎である。16世紀末～17世紀前半の製品である。」潜・J"は

刷毛目唐津である。」刀は口縁端部に鉄釉を施す。ぢ刀は高台内を深く削り込み,底部の器壁が薄くな

る。18世紀前半の製品である。

ぢじ0～ J/は皿である。J∂ 0・」∂′は灰釉を施し,外面下半は露胎になるもので16世紀末～17世紀初頭

の製品である。」∂θは内面に鉄絵がみられる。J∂′は内面に漆が付着する。Jφは器形が深く椀に近い

形態のものである。灰釉を施し,外面下半は露胎で,回縁部に鉄釉を施す皮鯨手である。内面に胎土

目が残る。16世紀末～17世紀初頭の製品である。J諺～」∂イ・ぢ90～ J/は 内野山窯系の製品で,内面に

銅緑釉,外面に灰釉を施す。見込みを蛇の目釉剥ぎし,外面下半は露胎である。J,2は 蛇の目釉剥ぎ

した端に砂が溶着し,」,,・ J%は蛇の目釉剥ぎ部分と畳付に砂目が残る。砂目が残るぅ,2～ぁとは17世

紀後半,蛇の日釉剥ぎのみの″θ・棚′は17世紀末～18世紀前半の製品である。ぢ∂び・多∂/は灰釉を施し,

外面は露胎で,見込みに胎土目が残る。16世紀末～17世紀初頭の製品である。」∂∂は大型の皿である。

鉄釉を施し,外面下半は露胎で,見込みに胎土目が残る。ぢ拶は灰釉を施し,外面底部は露胎で,底

部内外面に砂目が残る。17世紀前半の製品である。

ぢ95～」98は 京焼風唐津で17世紀後半～18世紀初頭の製品である。J,5～ _99/は椀である。ぢ
"・
J'び

は全体に厚手の作 りでいわゆる呉器手と称されるものである。全面に黄色みを帯びた透明釉を施し,

細かな貫入がはいる。」95は緑色釉を流しかける。づ9/は高台を薄く削り出し,外面に鉄絵がみられる。

内外面に施釉 し,畳付は露胎である。ぢ男は皿である。器壁は薄く高台は高めの貼付高台である。内

外面に施釉し,外面底部は露胎で,貫入がみられる。高台内に墨書がある。

」,9～ イθJは悟鉢である。Jル・狗θは同種のもので,ロ クロ整形し底部は回転糸切 りである。卸目は

細 く密に施される。釉はみられない。ぢ
"は
底部が焼成ムラのため赤褐色を呈する部分と灰褐色を呈

する部分に分かれる。イ0′ は口縁部が外方に折れ肥厚する。卸目は密で,ぢ
"・
々θに比べやや太 く,

回縁部よリー段下がつたところから上端を揃えて施される。胎土は橙色を呈し,内外面に錆釉を施す。

第2・ イθうは底部で底外面は無調整である。卸目はやや太めで,深 く密に施す。胎土はにぶい赤褐色

を呈し,無釉である。

つイ～々/は鉢で17世紀の製品である。イθイは刷毛目唐津で,外面に鉄米由を施し内面は白泥で刷毛目

を施す。イθ5～をθアイよ三島手である。内面に鉄釉を施し,陰刻やスタンプを用いた文様に白泥を流して

ふき取る。外面には鉄釉を施す。わ/は外面上部に鉄釉を施し,以下は露胎で下半に鉄泥を施す。イOj
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は波状の線刻と花文のスタンプ,つびは剣先状の陰刻,つ/は唐草文と「米」状の文様及び波状線の陰

刻を施す。

イθ8～とのは伊万里である。イ08～密2は陶胎染付の碗である。全面に施釉し,畳付は釉を剥ぎ取る。

密′は内面に黒色のガラス質のものが付着する。18世紀前半の製品である。

FFFぢ ～抱例よ碗である。独ぢは一重網目文の染付である。内外面に施釉し,畳付及び高台内は露胎で,高

台の内側に一部砂が溶着する。17世紀後半の製品である。ttYは 内外面に施釉し,畳付は釉を剥ぎ取

るが砂が溶着する。密5は外面に丸文の染付がある。18世紀後半の製品である。密びは外面に九文の染

付とコンニャク印判を施す。18世紀前半の製品である。れ/は草花文の染付がある。畳付を釉剥ぎす

る。密βは松文の染付がある。高台内に「大明年製」の銘がある。内外面に施釉し,畳付は釉剥ぎす

るが一部に砂が溶着する。独フは内外面に施釉し,畳付を利剥ぎする。つθは竹文の染付がある。夜2

は内外面に施釉 し,畳付は釉剥ぎするが一部に砂が溶着する。つ例ま口縁端部が外反し,内外面に透

明釉を施す。

つイ～密,は皿である。つイ～つ井 密2・ 密Jは内外面に施釉し,蛇の目釉剥ぎし,外面下半は露胎

である。17世紀後半～18世紀前半の製品である。夜な 密2は高台に砂が溶着し,″9・ 密ぢは蛇の目釉

剥ぎ部分に重ね焼きの痕がある。pィ～″びは青磁である。p/.多Bは 白磁である。つ8は高台内に墨

書がある。つ9～為じは白磁で,内面に染付がある。つ剪よ二重格子文を施し,18世紀の製品である。

密歩 密ぢは高台内に墨書がある。密Yは内面にあやめ文の染付があり,山辺田 6・ 7号窯の製品に類似

品がある。17世紀前半の製品である。内外面に施釉し,畳付は釉を剥ぎ取るが砂が溶着する。7」5は

内面に花文の染付があり,外面は無文である。密びは内面に花文,外面に唐草文の染付がある。FF」/は

内面に意匠不明の染付,外面に唐草文の染付がある。為りは内外面に染付がある。畳付は釉剥ぎする。

イイθは鉢である。日縁部は外反し,上端は平面をなす。内外面に染付がある。

イイ′～著ちは小杯である。器壁は薄く口縁端部が外反し,イイ5は反りが強い。外面に草花文の染付が

あり,イ密は縦縞状のソギが入る。17世紀前半～中頃の製品である。

孝イびは紅皿である。外面に放射状の凹凸が施される。18世紀後半の製品である。

密/～イつは瓶である。yクは口縁部で,端部を薄く削 り取つた部分があり,ロ クロロが残る。イイ∂

はll」 り底で,外面に染付がある。外面に施釉し,貫入が入る。畳付から高台内及び内面は露胎で,内

面の一部に釉が垂れている。高台には砂が溶着する。17世紀前半の製品である。イつは高台を高く削

り出す。外面に施釉し,畳付の釉を剥ぎ取る。

あθ～F52は石臼である。ちθ・ち′は上自である。心棒受けと供給回の穴があり,摺 り面は凹面とな

っている。FF52は下臼である。摺り面は中央がやや高く盛り上がり凸面となっている。底面には軽痕

が残る。すべて摺り面は磨耗しており,日 のパターンは不明である。石材は凝灰角礫岩である。

わ は寛永通宝である。

注1 佐賀和美 1994「調査中の遺構保護」『文化財学論集』文化財学論集編纂委員会
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第149図 遺物実測図 (影～′び 1/3,′う。フ・′3 1/6)
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第13表 建物一覧

No
桁長

(m)

梁長

(m)

面積

(∬ )
棟方向 方位 柱形式 時代 出土遣物 備考

図

号

挿

番

版

号

図

番

1 117(95) 1626(132) 東西棟 N-77° 一W 掘立柱+礎石
17C後半～

18C前半

中国製染付,越中瀬

戸,伊万里,柱 ,礎板 ,

曲物,加工木,石臼,

砥石

SBl>SB3

2 2098 南北棟 N-5° 一W 掘立柱十礎石 ?
17C後半～

18C前半

越中瀬戸,伊万里 ,

唐津,加工木,石鉢
SB2>SB4

3 東西棟 N-86° 一W 掘立柱
16C末 ～

17C前半

瀬戸美濃,越中瀬戸 ,

柱,抗 ,加工木

4 1365 南北棟 N-2° 一W 掘立柱+礎石 ?
16C末 ～

17C前半

越中瀬戸,伊万里,

柱,円形板

第14表 柱穴一覧(1)

遺構番号 建物番号 平面形 規模 (長さ・幅・深さm) 出土遺物 時期 挿図 図版

SP15 SBl 楕 円 07-04-016 中国製染付,伊万里 17C後半～18C前半 136

SP17 SBl 不整形 02-**-041 柱 17C後半～18C前半 116, 136

SP18 SBl **― **-018 17C後半～18C前半
SP83 SBl 方 094--064--028 柱 17C後半～ 8C前半
SP 3 SBl 円 02-02-01 柱 17C後半～ 8C前半
SP SBl 円 074--066--012 17C後半～ 8C前半
SP SBl 楕円 086--046--016 柱 17C後半～ 8C前半
SP SBl 円 052--052--028 17C後半～ 8C前半
SP SBl 楕 円 08--046--02 17C後半～ 8C前半
SP SBl 楕円 06-04-013 柱 17C後半～ 8C前半
SP SBl 不整形 08-08-02ユ 17C後半～ 8C前半
SP150 SBl 円 076-06-027 加工木 17C後半～ 8C前半
SP152 SBl 楕円 1.2-06-0.33 17C後半～ 8C前半
SP159 SBユ 楕円 056-0.42-012 17C後半～ 8C前半
SP174 SB 楕円 106--048--028 17C後半～ 8C前半
SP175 SB 楕円 14--09--033 越中瀬戸,砥石,柱 17C後半～ 8C前半
SP177 SB 不整形 22--106--011 17C後半～ 8C前半
SP186 SB 楕円 08--064--018 礎板 17C後半～ 8C前半
SP194 SB 楕円 13-08-037 柱,曲物,加工木 17C後半～ 8C前半
SP195 SB 不整形 072-**-014 17C後半～ 8C前半
sP202 SB 楕円 072--034--03 17C後半～ 8C前半
sP205 SB 精円 124-03-036 柱 17C後半～ 8C前半

sP208 SB 楕円 056-0.44-02 17C後半～ 8C前半
SP209 SB 円 05--0.42--02 柱 17C後半～ 8C前半
SP215 SB 不整形 05-**-0,27 17C後半～18C前半
SP220 SB 楕円 056--032--023 17C後半～18C前半
SP221 SB 不整形 032-**-032 越中瀬戸 17C後半～18C前半
SP236 SB 楕円 044--034--014 柱 17C後半～18C前半

SP241 SB 円 16--14--028 越中瀬戸,伊万里,加工木 17C後半～18C前半

SP247 SB 円 04-036-018 17C後半～18C前半

sP249 SB 不整形 044-**-024 石 臼 17C後半～18C前半

sP253 SB 不整形 13-**-028 柱 17C後半～18C前半

SP277 SB 不整形 084-**-034 柱 17C後半～18C前半

SP283 SB 不整形 05-**-042 17C後半～18C前半

SP285 SB 楕円 094--05--02 17C後半～18C前半 117, 140

SP286 SB 楕円 048--03--027 柱 17C後半～18C前半

SP288 SB 円 108--092--034 柱 17C後半～18C前半
SP298 SB 楕円 09--056--026 越中瀬戸,柱 17C後半～18C前半
SP299 SB 不整形 086-**-013 17C後半～18C前半

s粥04 SB 楕円 094-042-043 17C後半～18C前半

SP310 SB 楕 円 044-034-022 17C後半～18C前半

SP323 SB 不整形 076-**-03 越中瀬戸 17C後半～18C前半

SP324 SB 楕円 086-066-023 17C後半～18C前半

SP327 SB 円 052--042--016 17C後半～18C前半

SP333 SB 円 044-04-02 柱 17C後半～18C前半
SP357 SB 楕 円 132-052-023 17C後半～18C前半

SP362 SB 円 086-07-034 越中瀬戸 17C後半～18C前半
SP366 SB 不整形 128--09‐ -037 越中瀬戸 17C後半～18C前半

∂23
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第14表 柱穴一覧¢)

遺構香号 建物呑号 平面形 規模 (長 さ・幅・深さm) 出土遺物 時期 挿 図 図版

SP383 SBl 不整形 03-**-015 柱 17C後半～ 8C前半
SP393 SBl 円 048-04-03 越中頼戸,曲物 (漆 ) 17C後半～ 8C前半
SP412 SB2 不整形 129--097--029 越中瀬戸 17C後半～ 8C前半
SP469 SB2 円 134--12--034 17C後半～ 8C前半
SP478 SB2 楕円 036-045-015 17C後半～ 8C前半
SP483 SB2 円 235-231-05ユ 越中瀬戸,石鉢 17C後半～ 8C前半
SP504 SB2 楕 円 026-019-019 柱 17C後半～ 8C前半
SP518 SB2 方 055--041--03 17C後半～ 8C前半
SP526 SB2 円 064-072-037 17C後半～ 8C前半
SP540 SB2 円 162-142-04 17C後半～ 8C前半
SP565 SB2 円 054--047--016 17C後半～ 8C前半
SP573 SB2 楕円 109-024-013 越中瀬戸,唐津 17C後半～ 8C前半
SP574 SB2 円 096-084-039 17C後半～ 8C前半 102

SP575 SB2 不整形 047-**-02 17C後半～ 8C前半
SP580 SB2 円 095-086-02ユ 17C後半～ 8C前半
SP58ユ SB2 円 107-10-02 越中瀬戸,唐津 17C後半～ 8C前半
SP583 SB2 円 224--217--039 17C後半～ 8C前半
SP586 sB2 方 215-208-046 越中瀬戸,加工木 17C後半～ 8C前半
SP616 SB2 楕円 071-056-029 17C後半～ 8C前半
SP628 SB2 楕円 103-041-027 17C後半～ 8C前半
SP632 sB2 不整形 169-**-05 越中頼戸,唐津 17C後半～ 8C前半
SP633 SB2 不整形 253-208-044 越中瀬戸 17C後半～ 8C前半
SP635 SB2 不整形 15-**-007 17C後半～ 8C前半
SP639 SB2 不整形 046-**-02 17C後半～ 8C前半
SP641 SB2 不整形 **― **-014 唐津,伊万里 17C後半～ 8C前半
SP642 SB2 不整形 049-**-02ユ 17C後半～ 8C前半
SP682 SB2 不整形 16-**-025 17C後半～ 8C前半
SP685 SB2 方 129)-094-029 伊万里 17C後半～ 8C前半
SP49 SB3 不整形 07-**-024 16C末～17C前半
SP58 SB3 不整形 072-**-028 16C末～17C前半
SP81 SB3 楕円 066-0.48-016 柱,杭 16C末～17C前半

SB3 不整形 058‐ **-02 柱 16C末～17C前半 122 102

SP SB3 円 044-044-024 柱 16C末～17C前半
SP SB3 楕円 084-052-032 箱 16C末～17C前半
SP SB3 楕円 086-062-03 志野,瀬戸美濃 16C末～17C前半
SP SB3 不整形 026-**-011 16C末～17C前半
SP SB3 不整形 ■06-**-037 柱 16C末 ～17C前半
SP SB3 楕円 054--042--022 16C末 ～17C前半
SP163 SB3 楕円 10--05--04 志野,瀬戸美濃 16C末 ～17C前半 122, 135

SP165 SB3 不整形 056-**-04 越中瀬戸,柱 16C末 ～17C前半 103

SP167 SB3 不整形 064-**-02 柱 16C末 ～17C前半
SP168 SB3 精円 066-034-015 越中瀬戸,硯,柱 16C末 ～17C前半
SP218 SB3 円 068--064--038 柱 16C末～17C前半 103

SP328 SB3 円 066-058-009 16C末 ～17C前半
SP358 SB3 楕円 086-044-022 柱 16C末 ～17C前半 103

SP475 SB4 円 017-019-012 柱 16C末～17C前半
SP477 SB4 円 033-03-014 16C末～17C前半
SP479 SB4 不整形 071-064-015 16C末～17C前半
SP496 SB4 円 029--023--015 16C末～17C前半
SP507 SB4 不整形 097-066-02 16C末～17C前半
SP512 SB4 楕 円 027-018-017 16C末～17C前半
SP515 SB4 楕 円 04-03-** 16C末～17C前半
SP522 SB4 楕円 029--02--018 柱 , 木,自 然木 16C末～17C前半
SP525 SB4 円 058-056-04 円形板,柱 16C末～17C前半 104

SP532 SB4 楕 円 055-031-014 16C末～17C前半
SP536 SB4 楕円 038--031--006 柱 16C末～17C前半
SP538 SB4 楕円 093-051-026 16C末～17C前半
SP541 SB4 楕円 10-072-023 16C末～17C前半
SP545 SB4 楕円 065-039-024 16C末～17C前半
SP579 SB4 楕円 041-025-0.16 16C末～17C前半
SP584 SB4 楕円 118-074-023 16C末～17C前半
SP587 SB4 楕 円 166--11--022 16C末～17C前半
SP589 SB4 楕 円 074-051-021 16C末～17C前半
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第Ⅳ章 地崎遺跡

第14表 柱穴一覧●)

遺構番号 建物番号 平面形 規模 (長さ・幅・深さm) 出土遺物 時期 挿図 図版

SP598 SB4 方 1.49-1.18-0.41 16C末～17C前半 104

SP613 SB4 円 0.29-031-015 16C末～17C前半

SP618 SB4 不整形 0,67-**-0.29 16C末～17C前半

SP624 SB4 不整形 1.13-**-0,31 16C末～17C前半

SP629 SB4 不整形 0.66-**-0.19 越中瀬戸,伊万里 16C末～17C前半

SP654 SB4 不整形 078-**-039 16C末～17C前半

SP675 SB4 不整形 094-**-028 16C末～17C前半

SP25 SAl 楕円 07--038--025 125

SP77 SAl 楕円 084-05-03
SP92 SAl 楕円 064--04--026

SP99 SAl 楕円 0.54--026-‐ 023

SP397 SAl 楕円 07--046--024 125

SP398 SAl 円 05-04--025
SP24 楕円 06--042--0.34

SP51 楕円 06-026-008
SP53 楕 円 03-**-025 加工木 137

SP56 楕円 084-05-028
SP62 楕円 **一 **-018
SP68 楕円 044-03-009
SP 楕 円 0.86-0.42-0.29

SP 円 0.54-**-0.17 柱 126

SP 円 06--0.56--0.15

SP 円 046-0,38-0.36 127

SP 84 楕 円 06--0.54--0.15 唐津

SP219 楕円 104-058-02 127

sP244 楕円 0,7--046--022 越中瀬戸,曲物
sP271 楕円 096-040-0.3
sP281 円 01--01--008 越中瀬戸

SP308 楕円 026--05--0.18

SP326 円 052-0.48-02 伊万里

SP350 楕円 0.26-**-017 柱,加工木
SP351 楕 円 05--03--019

SP377 楕円 0,56-**-0.23
SP410 0.1-0.06-** 杭

SP420 006-004-** 杭

SP421 006-006-** 杭

SP459 不整形 152-**-039 唐津,石臼,杭 104

sP460 円 089--0,71--006 板,杭,加工木 104

sP461 円 029-021-009 柱

SP519 楕円 056--032--029 柱

SP529 不整形 056-**-0.19
SP549 円 α37-**-0.1 柱 123, 124

SP619 楕円 09-032-032
SP665 楕円 052-039--0.16

SP672 円 0.19-0,21-0.19

遺構の切り合いなどにより計測不能な場合*で示した。
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第15表 溝一覧

遺構番号 流路 規模(幅・深さm) 出土遺物 時期 挿図 図版

SDl S一 N 17--062 越中瀬戸,煙管,漆器 17C～ 18C前半 128, 129

SD2 38-032 珠洲,土師質土器,越中瀬戸,唐津,伊
万里,漆器,加工木,石臼,金属製品

17C～ 18C前半 128, 130

SD5 08-019 伊万里 16C～ 17C後半 128, 132

SD6 042--01 16C～ 17C後半 128, 132

SD7 03-012 17C後半～18C前半 128, 132

SD8 032-006 128, 132

SD9 054-007 128, 130

SD10 21-01 128, 130

SDll 04--012 128, 132

SD403 76-0,14 越中瀬戸,伊万里,加工木 17C～ 18C 128, 130

SD404 022-006 128, 132

SD405 12-007 越中瀬戸 18C後半～19c初頭以降

SD450 E→W 20-03 越中瀬戸,唐津,伊万里 17C～18C前半

SD455 022-014 17C前半

SD462 056-016 伊万里 17C後半～18C前半

SD463 026-02

SD464 021-023

SD467 0,77--016 唐津 17C後半～18C前半

SD471 038-0.08 唐津 16C末～17C初頭

SD473 023-01ユ 瀬戸美濃 16C末～17C初頭

SD542 022-005 17C後半以降

SD647 042--007 17C後半以降

第16表 土坑一覧(1)

遺構番号 平面形 規模 (長さ・幅・深さm) 出土遺物 時期 挿図 図版

SK14 088-**-026
SK16 **― **-044 136

SK19 方 138-09-019
SK21 不整形 **一 **-01 132

SK22 不整形 **― **-004
SK23 方 ? 19-**-01 加工木

SK26 不整形 256-**-009
SK27 **― **-008 越中瀬戸

SK29 楕 円 084-**-024
SK30 円 11--10--026 加工木

SK31 楕円 07-**-024
SK34 円 OM一 **-023 唐津

SK35 円 07--056--025

SK38 楕円 064--04--036

SK39 楕円 09-056-03 中国製白磁,加工木
SK42 円 036-034-012
SK43 円 068-064-02 越中瀬戸

SK48 楕円 054-034-022
SK54 円 03-02-009
SK59 円 044-04-01
SK61 円 062-**-025
SK65 楕 円 084-058-01
SK79 楕円 07-048-021 伊万里

SK85 064-**-02
SK86 楕 円 06--06--027

92δ



第16表 土坑一覧確)

遺構番号 平面形 規模 (長さ。幅・深さm) 出土遺物 時期 挿 図 図版

SK87 不整形 098-094-042 越中瀬戸,須佐唐津
SK90 楕 円 17--05--024

SK93 楕円 068-0.36-016 瀬戸美濃,須佐唐津
SK 円 048-**-026 唐津

SK 不整形 ■08-**-027
SK 楕円 22-15-03
SK 03 円 036-034-0.16 越中瀬戸

SK106 不整形 04-**-016 越中瀬戸

SK107 円 11-■ 0-0.38 越中瀬戸 28. 132

SK108 円 04-036-026 越中瀬戸

SKlll 円 022--044--02 曲物

SKl17 楕 円 064-036-02 瀬戸美濃,越中瀬戸
SK121 隅丸 056--05--019 唐津 21. 122 102

SK126 不整形 07-**-039
SK130 楕 円 106--066--039

SK131 05-**-024
SK133 不整形 11-**-018 唐津

SK134 円 12-11--046

SK141 楕円 032-**-02
SK142 楕円 0.58--04--032

SK148 不整形 06-**-023 越中瀬戸 135

SK151 円 038-03-016
SK154 楕円 08--064--024

SK155 楕円 136--082--013 越中瀬戸

SK157 不整形 066-**-013 135

SK160 不整形 2_0-**-047 越中瀬戸

SK161 不整形 0.66-**-03 越中瀬戸

SK162 楕円 1.20--078--034

SK170 楕円 30--24--063
中世土師器,瀬戸美濃,越中瀬戸 ,
唐津,銭,加工木

16C末～17C前半

SK172 楕円 08-044-0.2

SK179 楕 円 076-026-02
SK183 楕円 144-13-025 唐津

SK193 楕円 11--05--027 瀬戸美濃,越中瀬戸 139, 140

SK196 円 128-12-03 京焼風唐津,越中瀬戸,煙管,漆器 139, 140

SK199 楕 円 096-064-015
SK200 円 09-**-0,23
SK201 楕円 08-044-04
SK207 132-**-049
SK210 楕円 05-036-0.3 139, 140

SK211 044-**-014 越中瀬戸 139, 140

SK212 円 05-046-02 139, 140

SK213 不整形 06-**-026 越中瀬戸 139, 140

SK214 楕円 066-044-018 139, 140 107

SK223 楕円 096-05-024
SK224 円 06-048-016 139, 140

SK226 楕円 076-04-021
SK227 円 034-0.23-009

SK229 円 032-024-005
SK232 円 044--032--016 越中瀬戸 139, 141

SK235 円 054-**-009 139, 141

SK237 楕円 03-**-OH 唐津,越中瀬戸 139, 141

SK240 126-**-051 越中瀬戸 139, 140

SK243 方 19--14--023 139

SK245 不整形 228-**-025 越中瀬戸 17C後半～18C前半

第Ⅳ章 地崎遺跡
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第16表 土坑=覧僧)

遺構番号 平面形 規模 (長さ・幅・深さm) 出土遺物 時期 挿 図 図版

SK250 円 11--11--022

SK256 不整形 136-**-017

SK259 円 124-106-026 下駄

SK261 楕 円 046-**-035 越中瀬戸 139, 140

SK262 不整形 0,9-06-034

SK263 不整形 04-**-028 唐 津

SK265 楕円 084-**-023 越中瀬戸,唐津

SK269 円 12-114-014

SK279 04-**-02
SK280 不整形 134-**-05 越中瀬戸,加工木 139^ヤ 141

SK284 05- **-033
SK287 円 04-**-022 139,

SK296 不整形 25-**-044
越中瀬戸,伊万里,漆器,円形板 ,
加工木,銭

17C前半～中頃 118, 134

SK301 楕 円 044--034--009

S鴎05 08-**-0.24 17C後半～18C前半

SK306 14-**-04 17C後半～18C前半

SK309 楕円 07-**-014 加工木

SK313 **― **-022 139, 140

SK314 11-**-032 土師質土器 139, 140

SK315 円 11-**-041 越中瀬戸

SK325 楕円 06--04--024 中国製染付

S硝30 31-21-019 越中瀬戸,伊万里,加工木 17C後半～18C前半 139, 140

SIG334 L06-**-02 139^ヤ 141

SK335 楕円 044-**-02 越中瀬戸 139^-141

SK340 円 098--094--012 135

SK344 楕 円 068-**-019
SK345 不整形 09-**-036
SK348 不整形 15-**-047 由物 16C末～17C前半

SK349 楕円 07-**-027
SK353 楕 円 06--048--024

SK354 楕円 092-07-027
139, 140,

142

SK355 楕円 152-128-024
139, 140,

142

SK359 不整形 086-**-034
SK360 楕円 10-**-029
SK36ユ **― **-026
SK363 不整形 26-**-051 越中瀬戸,茶自 17C前半～中頃

SK364 不整形 13-**-038
SK365 方 17--08--044 杭 139, 140

SK367 円 **― **-036
S欝68 円 22-19-038
S硝 71 不整形 192-**-032
SK372 不整形 246--19--038 越中瀬戸

SK373 不整形 19-104-028 越中瀬戸,伊万里,加工木
SK378 楕円 07-044-018
SK379 不整形 08-**-013
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第16表 土坑一覧い)

遺構番号 平面形 規模 (長さ。幅・深さm) 出土遺物 時期 挿図 図版

SK382 不整形 048-**-012
SK384 円 17-**-027
SK386 不整形 **― **-026
SK387 不整形 **― **-02 越中瀬戸

S硝 89 円 11-**-036 唐津

S硝 90 **一 **-038
S電 91 074-**-027
SK394 **― **-038 越中瀬戸 17C後半～18C前半

SK395 **― **-036 石硯,曲物 17C後半～18C前半

SK396 不整形 **― **-032

SK402 不整形 **― **-035
中国製青磁,土師質土器,越中瀬戸 ,
唐津,漆器,下駄,折敷,加工木

16C末～17C前半

SK415 不整形 071-**-014 越中瀬戸 16C末～17C前半

SK416 不整形 **― **-022 唐津

SK451 不整形 ■82-**-036 唐津 17C後半～18C前半

SK452 不整形 23-**-022 唐津,伊万里,漆器、加工木 17C後半～18C前半

SK453 27-**-014 越中瀬戸 17C前半

SK454 不整形 2,7-**-014 越中瀬戸,唐津 16C末 ～17C前半

SK456 不整形 **-792-032
珠洲,中国製白磁,上師質土器,越中

瀬戸,唐津,伊万里,曲物,馬鍬の刃
16C末～17C前半

SK468 円 ■08-**-01
SK470 不整形 366-**-014

SK482 不整形 349-**-037
信楽,越中瀬戸,唐津,伊万里,陶
器,漆器,箱 ?

18C前半

SK486 不整形 025-**-005
SK495 円 025-**-014
SK500 方 465-444-024 越中瀬戸,伊万里,唐津,加工木 17C後半～18C前半 146 107,108

SK543 072-**-025
SKM8 楕円 076-039-02 越中瀬戸,唐津 120

SK564 円 037-036-017 唐津

SK582 ■84-**-013 唐津,漆器 17C後半～18C前半

SK592 円 026-**-03
SK593 楕円 **-05-03 越中瀬戸 146

SK600 方 672-429-033 瀬戸美濃,越中瀬戸,伊万里,加工木 17C前半

SK625 楕円 198-098-04 123

SK644 方 * *-24-029 越中瀬戸,唐津,伊万里,陶器 17C後半～18C前半

SK645 方 237--159--018 越中瀬戸,唐津,伊万里,陶器

SK669 円 026-025-02
SK671 精円 049-037-0,11

SK674 094-**-006
SK677 不整形 **― **-02 土師質土器 16C末～17C前半

SK684 ■53-**-023

遺構の切り合いなどにより計測不能な場合 *で示した。

第Ⅳ章 地崎遺跡

第17表 井戸一覧

遺構番号 平面形 規模 (長 さ・幅・深さm) 出土遣物 時期 挿図 図版

SE278 楕円 11-074-■ 36 曲物 17C後半～18C前半

SE530 円 232-232-063 到り抜き丸太,曲物 17C後半～18C前半

SE634 円 063--052--052 加工木 133
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法
量
の
数
値
は
左
か
ら
回
径
、
器
高
、
底
径
(高
台
径
)を
示
し
、
残
存
部
が
少
な
く
、

計
測
不
能
な
場
合
は
*で
示
し
、
数
値
が
何
の
値
を
示
す
か
わ
か
る
よ
う
に
し
た
。


